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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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なかがき










　クリック？

　クラック！




　さ、今日はちょっと珍めずらしい、『なでしこ』のお話をしましょう。




　むかし、あるところにお妃きさきがいました。

　お妃には子供がいなかったので毎日神様にお願いをしていると、あるとき神様の遣つかいが降りてきて、「あなたには男の子がさずかります。その子は、望むことは何でもかなう不思議な力を持っていますよ」と告げました。

　お妃はお告げを王様に話し、やがてお妃は男の子を産みました。王様はとても喜びました。

　お妃は毎朝王おう子じを連れてお庭へ行って、泉でからだを洗いました。

　王子がすこし大きくなったあるとき、王子を膝ひざにお妃が眠ねむってしまうと、お料理番のじいさんがやってきて、王子が望むことは何でもかなうことを知っていたので、お妃の膝から盗ぬすみ取って、お妃のまえかけに鶏にわとりの血を垂らしておきました。

　そして王様に、お妃が王子を獣けものに取られましたと訴えたのです。王様はお妃のまえかけの血を見ると腹を立て、光も射し込まない高い塔とうにお妃を閉じ込めて外を塗り潰つぶしました。

　お妃きさきは食べものもなく死ぬのを待つばかりでした。

　しかし神様が二人の天使を白い鳩はとの姿でお遣つかわしになり、食べものを運んでくれました。

　お料理番は王おう子じが口がきけるようになったころ、「何でもそろっている御ご殿てんが欲ほしいと言いなさい」と王子に言いました。王子が言うと、すぐに御殿は目の前に現れました。

　次にお料理番は、「おまえが一人ぼっちなのはおもしろくない。美しい女の子をともだちに欲しいと言いなさい」と言いました。王子が願うと、どんな絵にもかけないほど美しい女の子が現れました。

　それからはお料理番は王様のような格好で狩りに出かけたりして暮らし、王子と女の子はいつでもいっしょに遊んでいる心からの仲良しになりました。しかしそのうちにお料理番は、王子がいまに本当のお父さんお母さんのところに帰りたいと言い出すのではないかと怖おそれて、女の子に言いました。

「男の子の寝ている間に、この短刀を胸に突き刺さして、心臓と舌したを持ってきなさい。もしその通りにしなければ、おまえの命がないよ」

「だれにも悪いことをしていない、罪のないものは殺せないわ」

「やらなきゃおまえの命がなくなるよ」

　そこで女の子は小こ鹿じかの心臓と舌をお皿に乗せて、王子に「ベッドの中に隠かくれていなさいな」と言いました。そして「あの子の心臓と舌はどこだ？」とやって来たお料理番に、お皿を渡しました。

　王子はその途と端たんベッドから立ち上がりました。

「この悪党め！　どうして僕を殺そうとしたんだ！　おまえは黒いむく犬になって、首に金の鎖くさりをつけて、真まっ赤かに焼けた炭を食べて、のどからチロチロと火が出るようになれ！」

　王子が言うとお料理番は首に金の鎖を巻いたむく犬に変わって、御殿のお料理番たちが誰に言われるでもなく炭火を持ち出してきて食べさせたので、のどから火が出ました。

　王子は女の子に言いました。

「ぼくは故郷に帰るよ。ぼくといっしょに来るかい？」

「そこは遠いのでしょう？　困ったわ」

　そうは言いましたが二人はどうしても別れる気にならなかったので、王子は女の子がきれいななでしこの花になるようにと願いました。

　女の子は美しい花に変わりました。

　王子はその花を肌はだ身みはなさず持って、そして犬をお供にして、旅に出ました。

　やがて王子は、生まれた国へたどり着きました。お国に入ると王子はお母さまの閉じ込められている塔とうへ行って、てっぺんまで届く梯はし子ごを祈いのって出し、

「お母さま、ぼくはあなたの息子むすこです。お母さまをもうすぐ救い出してあげますからね」

　と言いました。

　そして塔とうを降りるとそのままお父さまのところへ行って、

「わたしはよその国から来た狩人かりうどです。王様にご奉ほう公こうさせてくれませんか」

　と申し出ました。

　王様は、獣けものを取って来たなら召めし抱かかえようと答えました。実は王様の領地に獣がいなくなり、もう何年もお肉を食べていなかったのです。

　王おう子じは狩人たちを森に集めると輪のかたちに並べさせて、欲しいものを願いました。するとたちまちたくさんの獣が輪の中に飛びこんできたので、狩人たちはたくさんのえものを手に入れて、たくさんの荷車に山のように積みあげて御ご殿てんに運び込むことができました。

　王様は大喜びで、御殿のみんなが食べることができるパーティーをすることにしました。

　王様は王子を隣となりの席に座らせました。パーティーの最中、王子は一番えらいご家来が、塔の中のお妃きさきがまだ生きておいでかと訊たずねるように、願がんかけをしました。

　侍じ従じゆう長ちようが言いました。

「王様、わたくしどもはこのように楽しんでおりますが、塔の中のお妃は生きながらえておられますでしょうか、それともお亡くなりになられたでしょうか」

　王様は言いました。

「あれはわしの愛いとしい子を獣に引き裂さかせたのだ。そんな話は聞かんぞ」

　そのとき、王子は立ち上がって、

「お父上、お妃さまはまだ生きております。私はお妃さまの息子むすこです。獣に奪われたのではなく、料理番のじじいのしわざだったのです。これがその悪者でございます」

　そう述べると黒犬を連れてきて、犬が元のお料理番になりますようにと祈いのりました。

　するとたちまち、お料理番がそこに現れました。王様は腹を立てて、お料理番をろうやに放り込みました。

　王子は続けて、

「お父さま、わたしをまことにやさしく育ててくれた娘むすめにも会ってくれますか。わたしを殺すように言いつけられたときも、自分の命があぶないのもかえりみずに助けてくれたのです」

　と言いました。

「おお、会ってつかわそう」

「ではまず、美しい花の姿でお目にかけましょう」

　王子は言うと美しいなでしこの花を取り出して王様の前に立てて、花が女の子になりますようにと願いました。

　するとどんな絵描きもこれ以上は美しく描けないだろうと思われるほどの美しい女の子が、そこにあらわれました。

　王子と女の子は、心から喜びあいました。

　王様は塔から、お妃を連れてこさせました。

　しかしお妃きさきはもうなんにも食べず、

「塔とうの中でお守りくださった神様が、もうすぐわたくしをお救いくださるでしょう」

　と言って、それから三日ののち、天国に召されました。

　お年寄りの王様はお料理番を四つ裂ざきにさせましたが、深い深い悲しみのため、まもなくお亡くなりになりました。

　王おう子じは花にして持ってきた美しい娘むすめをおよめさんにしました。

　そして楽しく、暮らしたということです。




　………………







　　　序章　　はじまりの花







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遥はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無慈悲で公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　高校三年の七月初め。金かな森もり琴こと里りが死んだ。

　自殺だった。隣となり町まちにある予備校に行った帰り、駅近くの陸橋からフェンスをよじ登り、下の線路を走る電車へと飛び降りたのだ。

　髪かみをいつも色気なく短くし、強い眉まゆが印象的な少女だった。

　子供の頃は男の子に間違われるほど活発で乱暴で男勝まさりで、よく笑い、そしてそれ以上によく怒っている、そんな少女だった。

　彼女を知る誰もが、彼女が自殺したという事実を聞いた時、信じられない思いを抱いだいた。

　なぜなら自殺などという、弱さや後ろ向きさを連想させる行為が、琴里という少女の性格からは、全く想像できないからだ。

　誰もが何かの間違いだと思った。ただ一人を除いて。

　ただ一人────金かな森もり琴こと里りと物心つく前からの幼おさな馴な染じみで、幼稚園から高校まで一緒だった、この木き之の崎さき一かず真ま、以外はだ。




「……臣しん、まだか？」




　一真は、目の前に立っている男の背中に、二度目の声をかけた。

　夕方遅くの、すっかり翳かげって異様な色になった夕焼けが射し込む高校の教室で、一真は軟派に伸ばした茶色の髪かみをかき回すようにかき上げて、呼びかけに応こたえない石いし田だ臣の生き真面まじ目めな横顔を見て溜ため息いきをついた。

「……」

　スポーツマンらしい臣の長身が見下ろしているのは、一杯に花が活いけられた花か瓶びん。

　がらんと虚うつろに広がる、病的に濁にごった夕焼けに染め上げられた教室の中で、ずらりと並んでいる生徒の机の一つに、ぽつんと置かれた、色ガラスの花瓶だった。

　花瓶を透とう過かした夕焼けが、机の上に、濁った血の色の影を落としている。

　この机は────他ほかの誰でもない、先日葬そう儀ぎを終えた、金森琴里のものだ。

　一真も臣も琴里も、それぞれクラスは別だ。つまり一真と臣はこのクラスの生徒ではなく、教室内に誰もいなくなったのを見計らって、こうして入り込んだのだ。

　臣が、そう望んだ。

　一真はついて来た。そのため一真は他の教室にいる自分に居心地の悪さを感じていたが、臣はじっと死んだ琴里の机に捧ささげられた花を、ただ一心に見つめていた。

「おいー……」

　一応、小さな声で不満を口にする一真。

　しかしそんな一真も、それ以上は臣の行為について、強く言うことはできない。

「……」

　一真は物心つく前、臣は幼稚園の頃から、琴里とは幼馴染同士だった。

　そして臣と琴里は、中学卒業の頃から、ずっと付き合っていたからだ。

　幼馴染であり、恋人でもあった琴里の死。ショックなのはただの幼馴染である一真でも、変わらないのだから、なおさらだ。

　できることなら気持ちを汲くみ取ってやりたいと思ってはいた。

　だが、こうしている臣の、自分を追い詰めているような表情を見ていると、このままここにいることが、良いことには思えなかった。

　元々真面目な性格の臣は、琴里の自殺について自分を責めていた。

　それは自殺の理由にあった。琴里の自殺は成績を苦にしたものらしいことが分かっていたが、ただの成績の悩みではなく、琴こと里りが臣しんと同じ大学を受験することが絶望的であることを予備校で告げられて、志望校を変えるよう宣告されたことだったからだ。

　責任。

　自責。

　しかし……




「……何でだ……？　琴里……」




　当然それでも割り切れない思いが呟つぶやきとなって、低く小さく臣の口から漏もれた。

　スポーツも勉強も、嫌いや味みなくらいにできる臣だ。必死でついて行こうとした琴里は、大変だったとは一かず真まも思う。

　それが、琴里を追い詰めた。

　そして及ばなかった努力が、彼女に自殺を選ばせた。

　そんなストーリーは、誰にでも容易に浮かぶ。しかしやはり誰もが思ったはずだ。何も死ぬことはなかったではないかと。そしてあの金かな森もり琴里は、そんなことで死ぬような弱い人間には見えなかったと、誰もが思ったはずだった。

　誰もが。臣でさえ。彼女の両親でさえ。

　だから大きなショックを受けた。ただ一人を除いて。

　ただ一人、一真だけが、彼女の死はともかく理由については驚かなかった。

　一真は知っていた。金森琴里について誰もが知る男勝まさりな気き丈じようさは、実は男らしさに由来するものではなく、そこらの女子など及びもつかないほど感情の起伏が激しいがための情じよう緒ちよ不安定な言動に対する、間違った評価なのだ。

　幼い頃から彼女を身近に、そして冷静に見てきた、一真だけが気づいていた。

　彼女は幼少からずっと男勝りな子と思われてそのように扱われてきたので、本人さえも、自分は男勝りだと思い込んでいただけだ。

　彼女は子供の頃から情動が激しく、暴れることも少なくなかったので、女の子の輪には入れず男の子とばかり遊んでいた。しかし悪い人間ではなく、どちらかと言えば彼女なりに正義感は強い方だったので、物事が間違っていると見るや、激しい怒りにかられて相手が何者であっても構わずに食ってかかった。

　それはむしろ男の子の尊敬を受け、輪に受け入れられ、自然といつでも勇ゆう敢かんな男勝りの勇者として彼女は扱われた。そう思われてきた。だが実際には彼女の本質は、誰よりも不安定な女の子だった。

　なので……それを知っている一真は、彼女の自殺について驚かなかった。

　むしろその時の彼女の精神状態がどんなものであったか、一真には容易に想像がついた。

　きっと発作的、あるいは衝しよう動どう的てきなものだったに違いない。間が悪かったのだろう。自分でも半ば分かっていた悲しい現実を改めて突きつけられ、その時にたまたま嫌いやなことでもあったか、それとも予備校の講師が気に触さわったか何かが重なって、情じよう緒ちよ不安定になり、そのまま激情にかられて衝動的に飛び降りたのだ。




　────馬鹿野や郎ろうが……




　一かず真まは心の中で、目の前にぽつんと置かれた花へ向けて呟つぶやいた。

　恋人よりも、それどころか本人よりも正しく琴こと里りの理解者であった一真は、この自殺に悲しみと、そして同時に怒りをも感じていた。

　かつて、琴里が紆う余よ曲きよく折せつの後に臣しんと付き合いだした時、一真は安心した。

　彼女が臣のことを好きなのは随分前から気づいていたので、臣の言うことならば素直に聞くだろうと……そしてしっかりしている臣ならばいつもハラハラさせられてきた彼女の暴走を落ち着かせられるだろうと、そう思って一真は心から祝福したのだ。

　彼女の情緒不安定な本質を知っている一真には、その役目はできない。

　臣以上の適任はいなかった。それがまさか、思いもしないこんな結末になるとは。

　何が悪かった？　いや、何も悪くない。

　あるのはただ自殺が〝起こった〟という事実。当然ながら一真も琴里の死が悲しいが、それ以上に一時の衝動でこんなことをしでかして、臣やおじさんやおばさんを悲しませた琴里の迂う闊かつさに、怒りを感じていたのだ。

　きっと琴里本人も、今ごろ天国か地獄で後悔し、自分に腹を立てているはずだ。

　琴里はそんな女だ。一真は知っている。

　なので、彼女の死に生き真面まじ目めに向かい合っている臣を、なおさら見ていられない。これは理由や原因を求めて自分を責め、真剣に向かい合ってはいけない『死』なのだ。

　彼女も間違いなく、そんなことを望んでいない。

　臣は、そんな一真の思いをよそに、錆さびにも似た色の夕焼けに染まった教室の中に佇たたずんで、じっと無言で机の花を見下ろしている。

　まるで空気に色がついたように赤い、がらんどうの景色の中で、ぽつんと花、そして臣。

　臣の心の中がそのまま溢あふれ出しているような、暗い血の色をした茫ぼう漠ばくとした光の中に、世界が飲み込まれてゆく、そんな気分の沈む景色けしき。

　遠く聞こえる、放課後の学校の音。

　その中で臣は、動こうとしない。

「……」

　一真は小さく溜ため息いきをついて、臣に倣ならって、琴里の机に置かれた花か瓶びんを見下ろした。

　何の変哲もない色硝子ガラスの花か瓶びんに、何の工夫もなく季節の花束を突っ込んだだけの活いけ花は、ただそれだけであるがゆえにひどく寂さびしく虚うつろで、そしてひどく生々しく、この教室のクラスメイトが死んだことを示す露骨なオブジェになっていた。

　机と、その上の花。

　一目で分かる、死。

　ほとんどの人間にとっては、テレビや漫画以外では一生に一度見るか見ないかの光景だ。

　不幸にも一かず真まは何度か見たことがある。しかし何度見てもこのオブジェが孕はらんでいる寂しさや悲しさや不ふ吉きつさには、完全に慣れることはなさそうだった。

「……」

　一真はこの空気の息苦しさから逃れるように、制服のズボンのポケットからくしゃくしゃになった煙草たばこの箱を取り出した。

　そして一本咥くわえ、ライターを探したところで…………自分が無意識に煙草を吸おうとしていたことと、ここが学校であることに気がついた。

「……ち」

　舌した打うちする。いくら一真でもここでは吸えない。

　と、そこで一真は臣しんの方へと目をやったが、いつもならそぶりを見せただけで「学校で吸うな」と目め敏ざとく注意する臣が、全く無反応なのを見て、今度こそ本当に溜ため息いきをついて煙草を元の箱にねじ込んだ。

「臣……もういいだろ」

　一真は言った。

「おまえが悩んだって、あいつは喜ばねえよ。わかるだろ？」

「そうかな。おれには……もう分からない」

　ようやく返ってきた答え。だがその声は、暗あん鬱うつだった。

「分かってたつもりだった。あいつが悩んでたことも。でも死ぬほど悩んでたなんて、思いもしなかった。おれはなんにも分かってなかった」

「臣、もうやめろ」

「……おれは、どうすればよかったんだ？」

「よせって」

「どうすれば琴こと里りは死ななかった？」

「もう答えなんか出ねえよ。あいつはもう死んじまったんだ」

　暗あん澹たんとした臣の言葉に、一真はうんざりしたような、斜しやに構えたようないつもの調子をできるだけ作って、応じる。

　答えは出ている。少なくとも一真の中では。

　おそらくは正しい、しかし臣には教えるわけにはいかない、答えが。

　この事件は、その場のノリで川に飛び込んだのと変わらない、琴こと里りの『心の事故』とでも言うべき実に下らない現象だったのだという答えが。

　誰も気づいていない真実であるがゆえに、もし口にすればどうやっても彼女への冒ぼう瀆とくにしかならない、またそれゆえに彼女への幻想を未だ持っている臣しんには言うことができない、劇薬じみた真実。

「ここにいても、おまえ、落ち込むだけだよ」

　なので一かず真まは、こんなことしか言えなかった。

「しっかりしてくれよ。俺おれだって悲しいんだ。おまえがそんな調子だと、俺が悲しむ余よ裕ゆうがなくなっちまう」

「……」

　溜ため息いき混じり。だがこの言葉にはそれなりの効果はあったようで、一真から見える俯うつむいた臣の背中の、思い詰めた肩かたが落ちた。

「……そうかもな。悪い」

　臣は一度、力なく、そう呟つぶやいた。

　そして臣はその後もしばらく黙って花か瓶びんの花を見つめていたが、やがて無言のままその花に手を伸ばすと、その束の中から一本の白いテッポウユリを乱暴に引き抜いた。

　ユリの茎に引きずり出されるように花瓶の水が溢あふれ、飛び散った。

「おい……」

　臣らしからぬその行動に一真は思わず声をかけたが、臣はそれには答えずに、一真を見て一度自じ嘲ちよう気味に笑った。

「帰るよ」

　臣は言った。

「おまえは？」

「……帰るに決まってんだろ。おまえ、時々妙みようにわがままになるよな」

　ユリを手に教室の出口へ歩き出す臣に、やれやれと肩を竦すくめて、一真も後に続く。

　臣の後ろ姿。その手には夕焼け色に染まった小さなユリが握にぎられて、揺れていた。

　二人とも琴里の葬そう式しきにも出たが、彼女の教室を見た後の臣の背中はその時以上に空くう虚きよで、寂さびしそうに見えた。

「……」

　教室から二人が出て、戸が閉められた。

　教室の中には、誰もいなくなった。

　ただ机の上の、花を除いて。

　二人は気づかなかった。その時、ユリを引き抜いた時にこぼれた水が花瓶を伝って机の上に広がり──────




　机の上にべったりと裸足の人間の足跡が浮かび上がったことに。それは今まさに机の上に見えない人間が立っていて、今までここにいた臣しんの顔を、じーっと身じろぎもせずに見下ろし続けていたということに。




　机の上に立っている見えない両足の輪りん郭かくを、花か瓶びんの水が、なぞる。

　そして、その不気味な足跡は、やがてすーっと踵かかとの辺りから、水に浸食されていった。

　丁ちよう度どその見えないモノが、机から床ゆかへと足を降ろしたように。たった今までくっきりと形を成していた足跡は、ただの歪いびつな、水のこぼれた痕あとに変わった。

　誰もいない教室に、ほんの微かすかに、濡ぬれた音が響ひびく。




　ぺたっ……




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡禍〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくしてまた、〈童話〉が始まる。
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　　　一章　　遠い遠い御庭







　　　　１




……柄にもない。




　ことっ、




　と小さな音を立てて百合ゆりを挿さした一輪挿ざしを置いた時、石いし田だ臣しんは自分の部屋に花を飾るなど初めてであることに気づいて、そんな感想を抱いだいた。

　壁も天てん井じようも古びた、離れになった納な屋やの二階を使っている臣の部屋。

　そんな埃ほこりっぽい印象の部屋に大量の本やＣＤやスポーツ用品が詰め込まれて、雑然としている男の部屋に、ぽつん、と灯ともったように白い花が浮かび上がる。

「…………」

　学校の机の上の花か瓶びんから、失敬してきた花。

　琴こと里りの死に捧ささげられた、花。

　彼女の死の、象徴。

　琴里の、象徴。

　男勝まさりだった彼女は、花に興味はなかった。

　自分の部屋に花を飾るなど、一度もしたことがないだろう。

　そんな彼女の机には、いま一杯の花が飾られている。そして男であり、彼氏であった臣の部屋に、彼女でさえやったことがないのに、花が飾られている。

　何という皮肉だろう。臣は思う。

　彼女は自分が花に仮か託たくされているなどと知れば、きっと「似合わない」と照れながら笑い飛ばすか、そんな行為自体を馬鹿にするだろう。

　それでも臣は、この小さな白い百合は、彼女に似つかわしいと思った。

　百合でイメージされる清せい楚そさとは、彼女は全く無縁だったが、しかし少なくとも鮮やかな花よりは、小ぶりで研とぎ澄すまされた白い花の方が彼女には似合っていた。




「琴里……」




　そして全すべては、この花から始まる。

　………………
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「白しら野の君、ちょっと急な話になるけど、今週の土日に千ち恵えちゃんのお見舞いに行こうと思うんだ。君はどうする？」




　放課後いつものように『神か狩がり屋や』へ立ち寄った白野蒼あお衣いに、店主である神狩屋こと鹿か狩がり雅まさ孝たかが、紅茶のカップを手に言った。

「……えっ？」

　蒼衣は突然出てきたその名前に、驚いて思わず訊きき返した。

「千恵ちゃんって……あの千恵さんですか？　海部あま野のの……」

「そうだよ。他ほかにいないよ」

　神狩屋は可笑おかしそうに笑う。

「そ、そうですよね……」

　言いながらも、蒼衣の表情は困こん惑わくしていた。別に忘れていたわけではない。それどころか蒼衣はずっと二ヶ月ほど前の事件の被害者であるあの少女を心の片かた隅すみで気にかけていたのだが、いつかは様子を訊たずねるつもりだったものの、今、この急なタイミングで話が出るなどとは思ってもみなかったのだ。

「今週末、ですか……」

　蒼衣は、その男子高校生としてはやや線の細い顔に困惑を浮かべたまま、店の古びた天てん井じようを睨にらんだ。

「都合が悪いかい？　それとも、会いたくない？」

「い、いえ、そんなことはないんですけど…………来週なら、もう夏休みに入ってるのにな、と思って……」

「……ああ……そうかなるほど。それは失敗した」

　ぼりぼりと若わか白髪しらがの混じった寝ね癖ぐせ頭あたまを搔かく神狩屋。

　このよれよれのベストに丸眼鏡めがね風の眼鏡を身につけた古こ物ぶつ屋や店主は、時代錯さく誤ごで浮世離れした見た目の印象に違たがわず、世間の流れに疎うといところがあった。博学で暦こよみの由来などは知っているのに、今日が何日かは知らないタイプ。なのでとっくの昔に卒業してしまった学校というものの行事を、スケジュールの考こう慮りよに入れるなど、考えもしなかったに違いなかった。

「とはいえ、もう決めてしまったし……うーん」

　円えん卓たくの向こうでカップを置き、困った顔で神か狩がり屋や。

　今は七月下旬。しばらく何もない平へい穏おんな日々が続いて、夏休みがもう目の前になっている、そんな週の前半。

　日はすっかり夏の様相で、外は夕刻に弱められたとはいえ、まだまだ強い陽光が降り注いでいる。夏と熱の匂においをたっぷりと含んだ空気が今も外には広がっているのだが、この昭和時代の写真館を改装した古こ物ぶつ屋やの店内は、まるで棚たなに並ぶ商品と共に、時間に置き去りにされているかのように、ひんやりと埃ほこりっぽく澱よどんでいた。

　それは店主の雰ふん囲い気きを、そのまま反映しているようでもある。

　しかし考えてみればここに住んでいる人間は、それぞれがそれぞれの理由で、世せ事じに疎うといところがあった。

「んー」

　例えばこの、蒼あお衣いたちの座る丸テーブルの横に紅茶のポットを手に立って、息詰まる表情で誰かのカップが空になるのを待ち構えている中学生くらいの少女も例外ではない。

「んー…………ん？　なんですか？　白しら野のさん」

「うん？　何でもないよ、颯さつ姫きちゃん」

　短めの髪かみに何本ものカラフルなヘアピンを挿さして、半袖そでに半ズボン。そこから伸びる手足に元気さと儚はかなさが同居している彼女────田たの上うえ颯姫は、自身の事情から学校に行っておらず、平日の日中も外に出ないため、やはり夏休みとは無縁の存在だった。

　そして……学校に通いながらも、わざとそういうものを眼中に入れない者も。




「……雪ゆき乃のさんは、どうする？」

「何の話？　お見舞いだったら、私には関係ないわ。勝手に行けば？」




　蒼衣の問いかけに、隣となりの椅い子すに座ってずっと紅茶をスプーンでかき混ぜていたセーラー服姿の時とき槻つき雪乃が、冷たい声で答えた。

　その凜りんとした美び貌ぼうには、何もかもを拒絶する近寄り難い頑かたくなさが浮かんでいる。そしてポニーテール気味に結われた黒髪を飾る黒いレースの豪ごう奢しやなリボンが、彼女の着る清せい楚そなセーラー服に、一種異様な雰囲気を与えている。

　いわゆる、ゴシックロリータのアイテム。

　そしてもう夏だというのに未だ長袖の合あい服ふくを着ているその袖口に隠かくれて、手首に巻かれた白い包ほう帯たいが、不ふ吉きつに覗のぞいていた。

　見る者を思わず惹ひき付け、そして同時に強烈な違和感や拒否感をも催もよおさせる暗い華はな。

　美しく刺とげ々とげしく、それゆえに普通の人間なら話しかけるのも躊躇ためらうだろう彼女だが、無言で紅茶をかき混ぜ続けている神経質そうな動作が、実は猫ねこ舌じたであるために頑がん張ばって紅茶を冷ましているのだと知っていれば、また別の感想もあった。

　微笑ほほえんで、蒼あお衣いは言った。

「雪ゆき乃のさんも、夏休み中がよかった？」

「わざと言ってるでしょ!?　殺すわよ！」

　がちゃん、とカップを鳴らしてスプーンを離し、きっ、と雪乃が蒼衣を睨にらみつけた。

　さすがに気付かれた。笑って謝る蒼衣。

「あはは、ごめん」

　テーブルの上で握にぎり拳こぶしを固め、雪乃は剣けん吞のんに唸うなる。

「………………殺すわ……」

　雪乃は〈騎き士し〉であり、『復ふく讐しゆう者しや』だ。

　そのためには日常を煩わずらわしい、捨てるべきものだと思っている。

　ただ学校や、それにまつわるものを意に介かいしていないわけではない。

　意識して無視しようとしているのだ。実際、雪乃はいざ事が起これば平日の昼間であっても容よう赦しやなく出かけてゆくだろうが、雪乃にできるだけ普通の生活を送って欲しいと思っている蒼衣としては、とぼけてつついてみたくなるくらいには心配な部分だ。

「じゃあ……」

　ともあれ蒼衣は、雪乃が自分を向いたところで、改めて訊たずねた。

「じゃあ、雪乃さんは行かないんだ？」

「行くわけないでしょ。〈騎士〉の役目じゃないもの」

　雪乃の答えは、これ以上ないほど、つれなかった。

「そういうのは、世話役とか世話好きとか、そういうのがやってればいいのよ。大体、よその〈ロッジ〉の子に勝手に会ったりしていいの？　事件から日が浅くて、まだ不安定かも知れない時期なのに」

　髪かみをかき上げて、当てこすり気味に言う雪乃。

　しかし態度はともかく、言っている内容は実質、〈ロッジ〉の不ふ文ぶん律りつと、千ち恵えに対する気き遣づかいのようなものだ。

　蒼衣はぽつりと言った。

「……雪乃さん、ほんとに律りち儀ぎだよね」

　神か狩がり屋やと颯さつ姫きが、楽しげに続いた。

「うん、そうだね」

「そうですよー。知ってます」

「…………っ！」

　途と端たん、雪乃はこれまで見たこともないくらい渋しぶい顔になって、口元を引き結んで、思い切りそっぽを向いた。

「…………………………」

　雪ゆき乃のはそのまま、歯は軋ぎしりでもしそうな顔で不ふ機き嫌げんに黙り込む。

　そしてしばらくその顔のまま紅茶の水面を睨にらみつけていたが、突如視線をそのままに、ぼそりと低く、呟つぶやいた。

「…………大体、どの面つら提さげて会いに行くつもりよ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、雪乃の言いたいことは、蒼あお衣いにも分かった。

「神か狩がり屋やさんも白しら野の君も、まさか忘れてないでしょうね。私たちはあの人の────お父さんを、殺したのよ？」

「うん……」

「そうだね」

　蒼衣と神狩屋が、頷うなずいた。




　　　　†




　週末は白野蒼衣にとって、雪乃と長く一緒にいられる楽しみな日だ。

　雪乃と出で逢あってからずっと。しかし今週の週末はどうやら、いつもの楽しみを放ほう棄きしなければいけない、例外の日になりそうだった。




「……」




　蒼衣は神狩屋の誘いを承しよう諾だくした翌日、いつもより少しだけ早めに登校した。

　蒼衣の毎日はそれなりに忙しい。普段から蒼衣は皆が話題にするテレビ番組を見たり、雑誌を読んだりするなどしているのだが、昨晩は急な週末の旅行について両親と話し合うのに時間を使ったため、授業の予習の時間を削けずったのだ。

　決して蒼衣は真面目まじめな生徒ではない。

　目立たない程度に真面目であることが、蒼衣にとっての理想だった。

　その点で言っても、時間を削るべきはそこだった。学校で授業前に急いで予習や宿題を始めることは、誰でもやっている、決して目立つ行為ではないからだった。

　蒼衣的には、授業に間に合いさえすれば何の問題もない。

　ただ、それで困る人間も、ごく少数ながらいる。




「あーっ！　なんてこった……！」




　授業開始がほとんど目の前になった時間に登校してきた敷しき島しま譲ゆずるは、まず真っ先に蒼あお衣いの席までやって来ると、蒼衣の様子を見て絶望的な声を上げた。

「……へ？」

　蒼衣が英語の辞書から顔を上げると、目の前に敷島の無む駄だに大きな体。見上げると敷島は短く刈かった髪かみに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねという愛あい嬌きようがあると言えなくもない顔に引き攣つった表情を浮かべて、オーバーアクションにのけぞっていた。

「な……何？」

「ひょ……ひょっとして、シラノ、一限の教科書の訳、やってないのか……？」

　目を丸くする蒼衣に、敷島は言った。

「あ、うん、まだ終わってないよ」

　蒼衣は答える。すると敷島はこの世の終わりのようにうろたえて、よろめくように一歩下がって、嘆きの声を上げた。

「うーわ、なんてこった！　今日は俺おれが当てられる確率が高いのに、頼みのシラノがこれじゃあ、間に合わないじゃないか！」

「あー……」

　蒼衣がさぼると困る、ごく少数の人間がここにいた。

　正確には約一人。蒼衣は頼み事をされると断れないのでよく敷島に課題などを写させているが、今日もどうやら当てにしていたらしい。

「えーと、ごめん」

　とりあえず謝る蒼衣。

　とはいえ自分が当てられるのが分かっているのに、何もしない上にいつもより遅く登校してくる、敷島の感覚がよくわからない。

「もっと早く来てれば、敷島の当たりそうなとこから先にやったのに……」

　蒼衣は言った。

「寝坊したんだ！　不可抗力というやつだ！」

「そんな不可抗力は聞いたことないなあ……」

　困り顔の蒼衣。頼みごとに弱い性格はこんな自じ業ごう自じ得とくにさえ軽い罪悪感を感じるが、物理的に無理なものは無理だ。

　敷島は絶望的に「あー」などと叫びながら、意味もなく周りを見回す。

　しかしすぐに教室の中に何かを見つけると、いきなり蒼衣の席から離れて、そちらへ向けて駆かけ寄った。

「さ、佐さ和わ野の！　おまえ、何で起こしてくれなかったんだよ……！」

「あー？」

　澄すまして席についているところを摑つかみかかられて、佐和野弓ゆみ彦ひこはその少年ぽい風ふう貌ぼうに露ろ骨こつな迷めい惑わくの表情を浮かべてガクガク揺さぶられながら言った。

「なに言ってんだこの馬鹿は。小学生か」

「家近くだろ！　俺おれ置いて一人で登校してるし！　最悪だ！」

　毒づく佐さ和わ野のと、抗議する敷しき島しま。二人は同じ町に住んでいる昔からの友達で、大抵は同じ電車で登校して来る。

　ただし今日は佐和野だけ、先に登校してきていた。

　もちろん蒼あお衣いはその時に「敷島は？」と聞いたが、佐和野は「起きれなかったんだろう」と興味なさげに答えた。大当たりだったらしい。

「大体だな」

　佐和野は言い切った。

「敷島なんかのために五分も余分に足を動かしたくないぞ。常識で考えろ」

「なにその酷ひどい常識!?」

　佐和野の理り不ふ尽じんに、自分のことは棚たなに上げて叫ぶ敷島。

「考えてもみろ。本来なら敷島と話をしているこの瞬しゆん間かんさえも、時間とカロリーと酸素が無む駄だになっているんだぞ。謝れ」

「いきなり謝罪を求められた！」

「勘かん違ちがいするな。僕は敷島を友達だからと思っているからこそ、大サービスで我が慢まんしてやってるんだぞ」

「しかも恩着せがましい！」

「そうでなければ僕はたったいま行われた絶望的な無駄を、地に伏して頭を擦こすりつけて、号泣しながら地球と人類に詫わびたことだろう。『敷島なんかのために貴重な資源を無駄にしてゴメンナサイ』と」

「そんなに無駄なのかよ！」

　佐和野は真顔で頷うなずいた。

「もちろんだ。よって寝坊したお前を起こしに行くなどという行為に貴重なエネルギーを浪費するなど地球環境的に言って犯罪に等しい。人類一人一人が敷島のために指一本動かさないことが、いずれ地球を救うんだ。いわばこれはエコ」

「環境問題!?」

「ところが白しら野のはお前のような社会問題になりかねないゴミをリサイクルしようと、大きな労力をかけてくれている。しかし白野は知らないんだ。ゴミをリサイクルするためには、得てして大局的に見て釣つり合わないほどのエネルギーが消費されていることに……」

「あー……えーと……」

　佐和野と敷島の口を挟はさむ隙すき間まもないほど軽快なやり取りの末に、妙みような感じで話を振られて、蒼衣は苦笑いするしかなかった。

「そ、そっか、環境に悪いんだ……」

「騙だまされるなシラノー!!」

　縋すがりつかんばかりに手を伸ばす敷しき島しま。

　それに対して、佐さ和わ野のは真顔のまま、冷静に抗弁する。

「馬鹿を言うな。騙してなんかいないぞ。敷島が環境に悪いのは事実だ」

「事実じゃねえよ！」

「そんな環境の敵てきを友達として庇かばってる僕は格好いいな。もうセリヌンティウスを超えた。なんという友情に篤あつい男だろう。僕は」

「いつ庇った!?」

　敷島を無視して、佐和野は蒼あお衣いを見て平然と言う。

「いやあ、友情っていいものだよな」

「あー……そうだね」

「何でそんな結論になるんだよ！　絶対違うだろ！」

　叫ぶ敷島。その瞬しゆん間かん、チャイムが鳴った。




「あーっ!!」




　うって変わった悲痛な叫び。

　無情に始まる、ホームルーム。




　………………
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　週末までは、あっという間だった。

　土曜日の、昼少し前。蒼衣は神か狩がり屋やと二人、約二ヶ月ぶりに、海にほど近いこの町の駅のホームに降り立った。

　前に来た時には、風が強いという印象のあった、小こ奇ぎ麗れいながらも鄙ひなびた駅。

　その印象は今も同じだ。しかしホームを吹き抜けている、蒼衣の町とは匂においの違う澄すんだ風は、前に来た時とも匂いが変わっていた。季節が夏へと移り変わり、微かすかに夏っぽい湿しつ気けと、植物の青々とした匂いを含んでいた。

　蒼衣の住んでいる都会の駅では考えられない、フェンスの他ほかには草が生えるばかりの空き地の中を線路が延びている、ホームから見える景色。

　雑多に生えた背の高い草が、駅周辺を吹き抜ける風に一いつ斉せいになびいて、ざーっ、と波のような音を立てている。

「……」

　蒼あお衣いは、ホームを覆おおう屋根の下で、制服の半袖そでシャツから出ている腕うでを撫なでた。

　自分の掌てのひらが温かい。がらがらに空いた電車の冷房で冷やされた剝むき出しの腕には、この強い風の中にさえも、夏を含んだ暖かさを感じた。




「……じゃあ、行こうか。時間通りなら群むら草くささんが車で迎えに来てると思う」




　思わずホームから見える景色けしきを見やっていた蒼衣に、神か狩がり屋やが声をかけた。

「あ、はい」

　蒼衣はその声に一言応こたえると、片手に提さげていた学校指定のスポーツバッグを持ち直し、駅に通じている連絡通路の階段へ向かって、帽ぼう子しを押さえて歩き出した神狩屋の背を、早足で追いかけた。

　いつものよれよれのシャツとベスト姿に、帽子をかぶった神狩屋の後ろ姿は、髪かみに混じった若わか白髪しらがのせいもあって完全に老人のものに見える。一体どこでこんな趣味になったのか知らないが、この決して歳とし相応とは言いがたいファッションが、神狩屋という人間には妙みようにしっくりきているので、蒼衣はつい可笑おかしくて、目を細める。

「いよいよだね」

　そんな蒼衣の表情をよそに、前を行く神狩屋が、口を開いた。

「千ち恵えちゃんに会えるのは楽しみだけど…………ただ楽しみにはしていられないのが、辛つらいところだね」

「そうですね……」

　蒼衣も応じて、同意した。

　今日までの間に、蒼衣は千恵について、神狩屋から一通りのことは聞いていた。今回のお見舞いは、ただのお見舞いではない。この町を中心にした区域を担当している〈ロッジ〉の世話役であり、当面千恵の面倒を見ることになった群草宗そう平へい老人が、今後千恵についてどうするかを相談するために、神狩屋を呼び出したのだ。

　といっても、別に命が危険とか、そういった火急で深刻な話ではない。

　とはいえ、命に関わるようなことが、全く何もなかったわけではない。

　連絡通路を渡って駅の自動改札を抜けると、むき出しのコンクリートで直じかに舗ほ装そうされた駅の建物の中に、柿かき渋しぶ色いろのベストを着た白髪の老人が待っていた。

「お待たせしました、群草さん」

「ああ」

　老人────群むら草くさ宗そう平へいは、気難しげな表情で神か狩がり屋やと蒼あお衣いを一いち瞥べつすると、ろくに挨あい拶さつもせずに用件を言った。




「じゃあ行くか。ゆっくり千ち恵え嬢じようの────千恵嬢に現れた〈断だん章しよう〉の扱いについて間違っとらんか、〈神狩屋ロッジ〉世話役殿どのの意見を聞かせてくれ」
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　群草の運転するバンが到着したのは駅から線路に沿うように続く通りを車で十分ほど行ったところにある、駅周辺の町並みが途と切ぎれかかった辺りに建てられた、工房が併設されている農家風ふうの日本家屋だった。

　民家がまばらになり、農地などとのパッチワークになった区域にある、門前から線路が見える家。その家は周囲の家との明らかな違いとして塀へいの中に板壁の工房を抱かかえ込んでいて、家と工房の玄げん関かんが面した玄関先の空間が門もん扉ぴのない門によって開放され、門柱には筆文字が浮き彫りにされた立派な細工で『群草工芸』と看かん板ばんがかけられていた。

「ここが……」

「わしの家だ」

　玄関先の家人用駐ちゆう車しやスペースに車を入れながら、後部座席で物珍しげに窓の外を見る蒼衣の呟つぶやきに、群草は短く言った。

　しかし蒼衣の胸の中にあった言葉は、それとは違った。

　蒼衣の先ほどの呟きの続きは、ここが群草老人の────この近きん辺ぺんの〈騎士団オーダー〉の本ほん拠きよである、〈群草工房ロッジ〉なのだ、という言葉だった。

　バンが停まり、エンジンが切られて、車の中に満ちていた音と振動が止まった。

「ついたぞ」

　群草が、そして助手席の神狩屋が、ドアを開け、外に出る。

　蒼衣も続く。木き屑くずの匂においが混じった車内の匂いから解放され、全身を外気が包んだ。

　敷地内に敷かれた細かい砂利じやりの音をさせながら、三人が外に立ち、蒼衣と神狩屋はそれぞれ焦こげた色をした板壁の工房を見上げた。群草はバンの後部ドアを開けてそこに放り込んであった蒼衣たちの荷物を、黙々と取り出しにかかった。

　神狩屋がバッグを受け取りながら、言った。

「工房、変わりましたね。いつ建て替えたんですか？」

「去年だ。台風で屋根が飛んだ」

　そんなやり取りをしながら、群草は大きな音をさせて後部ドアを閉める。

　地域伝統の木彫りをやっているという、工房。蒼衣は伝統工芸の工房というものを初めて見るので、興味津しん々しんで建物を見た。工房の入口から見える辺りは展示即売の売店らしく、彫刻された木製の盆ぼんが、棚たなに立てかけられて並んでいるのが見えた。

　と────




「ああ……来たんだ」




　その工房の入口から、どこか素っ気ない響ひびきの声と共に、キャスケット帽ぼうを被かぶった少女が姿を現した。

「あ……」

「久しぶり」

　忘れもしない、海部あま野の千ち恵え。彼女は蒼あお衣いを見るとそう挨あい拶さつして片手を上げた後、どこか気まずそうに口元を曲げて目を逸そらし、白い手袋をした指で頰ほおを搔かいた。

「あ……うん、久しぶり……です」

　蒼衣は一いつ瞬しゆん、挨拶を忘れていた。

　話には聞いていたが、千恵の様相はぎょっとするほど変わっていた。シャツにジーンズというファッションと、肩かた口ぐち辺りで切り落とした髪かみは蒼衣の記き憶おくそのままだったが、問題は顔だ。彼女は左目を覆おおう形で顔の半分ほどを包ほう帯たいで覆い、その包帯はシャツから覗のぞく首筋に至り、袖そで口ぐちと手袋の間に僅わずかに覗いている手首にまで、びっしりと及んでいたのだ。

「……」

　千恵は、逸らしていた視線を、蒼衣の背後に向けた。

　そうして千恵は気まずそうな表情をそのまま俯うつむかせ、被かぶっているキャスケットのつばを、目ま深ぶかに引き降ろした。

　蒼衣の背後から、神か狩がり屋やの声がした。

「久しぶり、千恵ちゃん」

　千恵は目を逸らしたまま、ぽつりと口を開いた。




「うん、久しぶり……にいさん」
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　予想の範はん疇ちゆうだったとはいえ、千恵の〈断だん章しよう〉の発覚は残ざん酷こくだった。

　二ヶ月ほど前の事件の後、群むら草くさの〈ロッジ〉に様子を見ながら預けられた千恵はしばらく茫ぼう然ぜん自失の生活を送っていたが、一週間ほどして回復の兆しが見え始めた頃、風ふ呂ろ場でフラッシュバックに襲おそわれた。

　ほとんど全すべての〈断だん章しよう〉は、現象を伴うフラッシュバックとして発覚する。

　彼女の不幸は、泡あわへのトラウマを心に刻まれながら元の潔けつ癖ぺき症しようも残していたことで────その夜、彼女は自分が使っていたシャンプーの泡で体の皮ひ膚ふの半分ほどを溶とかされて、悲鳴を聞いた群むら草くさによって血ち塗まみれの状態で風ふ呂ろ場から救出された。

　今、彼女は包ほう帯たいだらけだ。

　命は取り留めたものの、彼女の全身には左半身を中心に、火傷やけどのような傷きず跡あとが残り、左目は癒ゆ着ちやくして開かない状態なのだという。

　それからはまだ、群草の対策もあって、二度目の事故は起こっていない。

　とはいえ、まだ予断を許さない状態ではあるようで、それでも落ち着いているように見える今現在、これを機会に神か狩がり屋やを呼んで意見を求めたということだった。




「とりあえず〈断章詩〉を決めた。泡が条件だろうから控えるよう言ってはいるが、潔癖症とやらとの兼ね合いのせいで上手うまくいっとらん」




　群草は、そう説明する。

　縁側を開け放した群草の家の客間で、蒼あお衣いたちは四角いテーブルを囲んで座布団に座り、千ち恵えには席を外させて、彼女の〈断章〉について相談していた。

　このように世話役同士が相談し合うのは、それなりによく行われているらしい。

　誰だって〈断章〉などという命に関わるものを一人で扱うのは不安だ。そして神狩屋はその中でも比較的────神狩屋が言うには「雪ゆき乃の君たちが頑がん張ばってくれているから」────周囲の〈ロッジ〉から相談相手として評価され、信用されているらしかった。

　つまり実績が高い〈騎き士し〉である、あの〈雪の女王〉を〝作った〟世話役として。

　なお、その話があった時についでに聞いたところによると、雪乃の〈断章〉は痛みが条件になるという安あん易いさのせいで極めて危険で不安定だったため、〈断章〉のことなど何も知らない雪乃を騙だますような形で、〈断章詩〉と『服装』の二重の安全装置を設定して無理矢理に今の状態に安定させたということだった。

　今の雪乃からは、その件をずっと恨うらまれているらしい。

　それはそうだろう。しかし雪乃には悪いが蒼衣からしてみれば、その時の神狩屋の判断は、手放しで絶賛してもいいくらいの良りよう判断だった。

〈断章詩〉とは、事件の中で最も強烈だった言葉の中からできるだけ日常的に使わないものを選んで、それを強くトラウマになった記き憶おくと結びつけ、日常でその言葉を思い浮かべないことでフラッシュバックを抑制するもの。

　蒼衣も自然と決まり、使っている。

　群草も、それを千恵に施したらしい。

「お前らと顔合わせても安定しとるところを見ると、〈断だん章しよう詩し〉と抑制の練習は今のところ成功だろうな」

　群むら草くさは言う。神か狩がり屋やも頷うなずく。

「そうですね……」

「泡あわはできるだけ泡の立たん石せつ鹼けんなども探してはおるが、焼け石に水だろう。禁止して気き鬱うつになられてもかえって危険だ。正直なところを言えば、遠からず暴発するのではないかとわしは不安に思っとる」

「確かに」

「全く、誰もやる者がおらんから、わしばかりやらねばならん」

　顔に刻まれた皺しわをさらに深くして、群草は気難しげに吐はき捨て、ガラスの碗わんから冷えた麦茶をぐいと飲み干す。

　そして碗の表面の水すい滴てきがついた手を無む造ぞう作さに振って、水滴を切った。その一連の動作にさえ何か妙みような威厳があるのは、蒼あお衣いの気のせいではないだろう。それに、文句を言いながらも人がいいのは、少しだけだが、雪ゆき乃のっぽかった。

「……どうだ。〈神か狩がり屋やロッジ〉殿どのの意見は」

「そつのない対応だと思います。さすがです」

　群草の問いに、神狩屋は答えて賞賛した。

　その賞賛に対して群草は、ひねくれて意味を受け取って、眉まゆ根ねを寄せて顎あごに手をやった。

「つまりお前にも今以上の良い案は、ないということだな」

「ええ……まあ」

「なら環境の方をどうにかするしかないな。いい千ち恵え嬢じようの身の振り方を、そろそろ考えねばならんか」

　顎を撫なで、群草は神狩屋から視線を外すと、縁側の向こうに見える、いま千恵が店番に座っている工房を睨にらむように見やった。

「白しら野の君」

　神狩屋が、不意に蒼衣を呼んだ。

「え？　あ、はい」

「退屈な話じゃないかい？　ちょっと長くなりそうだから、工房に行って千恵ちゃんと話でもしてくるといいよ」

「いえ、別に退屈では……」

　蒼衣は答える。遠えん慮りよではなく、いくらかは興味のある話ではあった。

「千恵ちゃんも退屈してると思うんだ」

「……ああ……そうですね」

　だが神狩屋の続けた言葉で、蒼衣も気を変えた。

「じゃあ、行って来ます」

「うん、よろしく」

　蒼あお衣いは神か狩がり屋やと群むら草くさに目礼すると座布団から立ち上がり、モスグリーンのズボンの埃ほこりを軽く払って、席を立った。
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　工房に顔を覗のぞかせると、千ち恵えが顔を上げた。




「あ……なんだ、君か」

「はい」




　蒼衣が足を踏み入れた、その入口に設しつらえられた小さな即売スペースは、奥で一段高くなった板張りの工房からの、削けずられた木と薬品の匂においに満ちていた。

　ほとんど土間と言っていいスペースの、壁を一面商品棚だなにした即売所。その工房への上がり口に座布団を敷いて店番をしていた千恵は、包ほう帯たいに覆おおわれていない右目で蒼衣を認めると、浮かせかけた腰こしを下ろして僅わずかに拍ひよう子し抜ぬけしたような声でそう言った。

　彫刻された木の盆ぼんや器、小物などが並んだ、レジさえない小さな即売スペース。

　ただ千恵がベンチのように座っている上がり口の傍そばに茶道具などが置かれた棚があり、そこに電でん卓たくと木彫のトレイが置かれている。引き出しが金庫代わりなのだろう。

　看かん板ばんを見ると、見学や体験も、この工房では行っているらしい。

　ただあの偏へん屈くつを絵に描かいたような外見の群草を見る限り、その現場はちょっと蒼衣には想像できない。

　さらに言っては悪いが、その店番が包帯少女の千恵では、さすがに客はぎょっとするのではないかと思う。しかしどうやらこの工房の収入源は、大半が土産みやげ物屋や物産展のたぐいらしいので、あくまで工房での接客業務はついでだということのようだ。基本的にあまりやる気はないのだ。

　そんな暇な売店の、留る守す番。

　千恵は、土間にスニーカーを履はいた足を投げ出すようにして座り、蒼衣を見上げる。

　彼女のボーイッシュなスタイルと立ち振る舞いには、キャスケット帽ぼうはよく似合っていた。千恵はその帽ぼう子しのつばに隠かくれかかった片目で蒼衣を見つめ、微かすかに口元を歪ゆがめて、しばしして口を開いた。

「……にいさんたち、あたしについて相談してるんだ？」

「ええ。どんな環境だと千恵さんが安全か、考えてるみたいです」

　二つ年上の千ち恵えの問いに、蒼あお衣いはそう言って答えた。

「そっか……群むら草くささんも真面目まじめだねー。あたしはもう安全なんか、これ以上はどうだっていいのに」

「そんなことは……」

　自棄やけというより諦てい観かんに近い千恵。蒼衣はどう答えればいいか分からず、返事を濁にごす。

「怪け我が、もういいんですか？」

「うん、まあ、でも人には見せられないな」

「じゃあその包ほう帯たいは……やっぱり、隠かくすために？」

「まあね。ミイラ男みたいだけど、傷きず跡あとよりマシ。でもいいこともあるんだ。清潔な包帯で覆おおってたら、汚よごれから守られてる感じで気分がいい。落ち着く」

　蒼衣は千恵が腰こしを下ろしているすぐ手元に、まるで準備されているかのように除菌スプレーが一本立てて置いてあるのに気づいて、困ったように眉まゆを寄せた。

「……学校は、どうしてます？」

「怪我で休学。でも、やめるかも」

「そうですか……」

「群むら草くささんの話だとお金の方は何とかなるらしいんだけど、無理でしょ、さすがに。いろんな意味でさ」

　さばさばとした口く調ちようで、答える千恵。

　いろんな意味。蒼衣は深くは訊きけなかった。

　酷ひどい傷跡。いつ暴発するか分からない〈断だん章しよう〉。家族を失ったことによる金銭的な問題……いくらでも思いつく。蒼衣はそれ以上言葉を口にできなくなり、重い気分を胸に抱かかえて、しばらくの間黙り込んだ。

「………………」

　千恵も何も言わず、数秒。

　そして数十秒。やがて蒼衣はようやく口を開き、訊たずねた。




「…………僕を、恨うらんでますか？」




　俯うつむいて、そう。

　ここに来ることを決めてから、ずっと言葉は胸にあった。なぜなら他ほかでもない、千恵の目の前で彼女の父親の命を〈断章〉によって絶ったのは、この自分自身、蒼衣なのだ。

「…………っ」

　覚かく悟ごを決めてここに来たつもりだったが、その問いを口にしようとするまで、そして口にしてしまった今も、胸が、息が、苦しかった。

　沈ちん黙もくが心臓を締め上げる。蒼あお衣いは普通の生き方を理想にしている。それは可能な限り誰かに恨うらまれたりしない…………間違っても親の敵てきなどと呼ばれて恨まれることなど決してない、普通で平凡な生き方だ。

　蒼衣は自分の制服のシャツの胸を、ぎゅっ、と強く摑つかむ。

　千ち恵えの父親を殺しただけでなく、千恵の今の状態。恨まれて当然だと思った。だが恨みの言葉を投げつけられるのが、怖こわかった。

　二度と千恵に会わずに逃げ回れば、少なくとも知らずに暮らせる。

　だが蒼衣はここに来た。蒼衣なりの誠意だった。

　蒼衣は雪ゆき乃のに普通の生活に戻って欲しいと願っていて、そのために致命的な障害になるものは全すべて殺すと決めた。

　そして事実、殺した。しかし蒼衣は、それを忘れるつもりはなかった。

　全て抱かかえて生きていかなければならないと、かつて名前のない女性にそう言われた。

　言われるまでもなくそうすべきだと思った。それが他人から普通の生活を奪ってしまった、普通の善良な人間の、歩まなければならない道だと。

　蒼衣は俯うつむいて、千恵の言葉を待った。

　だが、




「────どうだろ。わかんない。考えないようにしてる」




　千恵の答えは、淡々としたものだった。

　蒼衣は顔を上げた。身を乗り出す。

「でも、僕は……」

　言いかけて言葉を飲み込んだ。突っ込んだ話をすればそれだけ千恵が思い出す。これ以上続けるべきではなかった。

「……すいません」

「別にいいよ。考えないようにする練習になる」

　千恵は、小さく笑った。

「それに誰かを恨んだりとか、誰かのせいにしたりとか、そんな簡単なもので片付く話じゃないってのも、何となくだけど理解したしね。ここの────〈ロッジ〉、だったっけ？　に世話になってる、あたしみたいな人と、何人か会って話もした。あたしほど体がボロボロの人はいなかったけど、あたしより心がボロボロの人はいた」

「……」

「で、色々話をしてみて…………まだわけわかんないけど、とりあえず事故に遭あったと思ってしばらく考えないようにしてみようと思った。だから君も今は謝らなくていい。あたしも君に何か言ったりしたかもしれないけど、今は謝らないから」

　俯うつむく蒼あお衣いに、千ち恵えは微び妙みような笑顔のままで、言う。

「本当のところあの事件が私にとって何だったのかは、いつになるか分からないけど、落ち着いてから考えてみるよ。そんで考えた結果、君にあたしが謝るかもしれないし、もしかしたら君のことを恨うらむかもしれない。悪いけど今は気にしないで、それまで待って普通にしてくれたらあたしが楽かな」

　そう言うと千恵は傍かたわらに置いてあった除菌スプレーのボトルを取り上げると、膝ひざの上に置いて弄もてあそんだ。

「少なくとも、今のところはあたし、君は嫌きらいじゃないよ」

「…………ありがとうございます」

　蒼衣は頭を下げて、言った。

　胸の中に、言葉にならない安あん堵どが広がった。

　そしてその安堵が、本当は許されないことであるとも、蒼衣は感じていた。

　これでは、雪ゆき乃のの頑かたくなな律りち儀ぎさを、笑えない。それでも千恵に恨まれ、責められた方が楽だとは少しも思わないのは、自分の狡ずるさだと思った。〝普通〟の、狡さだ。




「……！」




　そのとき不意に、遠くで風に流されて音がたわんだ、サイレンの音が聞こえた。

　緊急のものではない、自治体のスピーカーが鳴らすサイレン。蒼衣が腕うで時計を見ると、時計の針は十二時を指していた。

「ああ、役場の、お昼のサイレンだ」

　千恵は蒼衣にそう教えた。

　そして、

「にいさんたち、お昼はどうするんだろうね」

　と言って、開いている入口の外を見やって────「あ」と一言呟つぶやいて、僅わずかに表情が不ふ審しんそうに曇った。

「え？」

　ずっと千恵の方を向いていた蒼衣は、つられて入口を振り返る。

　見ると門もん扉ぴのない開け放しの門から、髪かみを茶にして伸ばした若者が入ってきて、真まっ直すぐ早足に蒼衣たちのいる工房へ向けて歩いて来ていた。

　蒼衣は言った。

「あ……お客さん、来たかな？」

　その言葉に、千恵は首を振った。

「あ、いや、あいつはお客じゃなくて……」

　そして千ち恵えが言いかけた時、その若者は工房の入口に辿たどりついて、蒼あお衣いたちのいる方を覗のぞき込むと、どこか斜しやに構えた鋭い目つきで千恵を見て、言った。




「……海部あま野のサン、群むら草くさのじいさんに話があんだけど、取り込み中？」




　瞬しゆん時じに蒼衣は直感した。

　彼は、〈騎士団オーダー〉の人間だ、と。







　　　　４




　ちょうど昼頃、時とき槻つき雪ゆき乃のは一人、『神か狩がり屋や』の前に立った。




『神狩屋──古こ物ぶつ・骨こつ董とう・西洋アンティーク』




　そう厳しい文字で書かれた看かん板ばんのある古い店は、今は入口が閉ざされて、ドアの横に『臨時休業』の小さな木の看板が直接地面に立てかけられていた。

　制服姿の雪乃は看板を無視して、ドアに手をかける。

　鍵はかかっていない。神狩屋が留る守すなので店はやっていないが、家人はいる。雪乃は日が照りつける外から薄うす暗ぐらい店内に足を踏み入れ、軋きしむ音を立てるドアを閉じて、鬱うつ陶とうしい外気と直射日光を店の外に締め出す。

　空気の匂においが、熱と光と湿しつ気けの匂いから、埃ほこりっぽい影の匂いに変わる。

　急に強い日差しの下からろくに窓もない店の中に入ったので、棚さくの立ち並ぶ店の中は、いくつもの得体の知れない物のシルエットが並ぶ、真っ暗な博物館の倉庫のように見える。

　冷房ではなく、純粋に影の孕はらむ涼しさが満ちていて、汗ばんだ肌はだに沁しみ込む。

　いつもとは違う、本当に人の気配もない静かな店の中に、いつもはさほど気にならない古い柱時計の音が、コッチ、コッチ、と重々しく、その合間を繫つなぐ微かすかな歯車の音さえも交えて、やけに大きく響ひびいている。

「……」

　雪乃はこうしたこの店の雰ふん囲い気きは、嫌きらいではない。

　いつか自分が死ぬ時まで殺し続けることを自分に誓ちかった氷のような心に、このゆっくりと朽くちてゆくような時を刻む薄うす闇やみと静せい寂じやくは、ひどく落ち着いた。

　時に忘れられたような空間は、安らげる場所など全すべて拒否しようとしている雪乃の心さえ、闇やみに沈めるように吞のみ込む。もしも自分が許すならば、このような何もかもから置き去りにされた、静かで澱よどんだ埃ほこりっぽい倉庫の片かた隅すみで丸まって身を横たえ、永遠に眠ねむりにつければいいと雪ゆき乃のは思う。

　誰にも、悪夢にさえ、永遠に煩わずらわされることなく。

　暗闇と静せい寂じやくの降りたこの古こ物ぶつ屋やの光景は、柱時計が時を刻む音と共に、催さい眠みんのように雪乃の中の黒い安らぎを、サイフォンのように抽ちゆう出しゆつする。

　雪乃は目を閉じ、身体からだの力を抜いた。

　そして、

「……ふん」

　雪乃は目を開け、自分の心に滲にじみ出したそれを鼻先で笑い飛ばすと、再び何もなかったかのように、店の奥へ向けて足を踏み出した。




『……そうね、雪乃。正しいわ。どんな種類であっても安らぎを受け入れたら、あなたはあなたの身体を動かしているその憎ぞう悪お、痛み、血、全てを否定することになるのだものね』




　じわ、と雪乃のすぐ傍そばの闇に、滲むように笑みが浮かんだ。

　雪乃によく似た美び貌ぼうの、しかし雪乃の貌かおには決して浮かび得ない、粘ねばりつくような嫣えん然ぜんとした微び笑しようを浮かべた、実体のない少女。

「私は何も言ってないわ。姉さん」

　雪乃は、その嘲あざけるような笑みに目も向けずに、素そっ気けなく言い捨てる。

　少女────時槻風かぜ乃のはそんな雪乃の態度にくすくすと笑みを漏もらし、アンティークショップの闇に溶とけるように黒いゴシックロリータの衣い装しようを空間に翻ひるがえして、華きや奢しやな顎あごの下で、その両手の指を組んだ。

『そうね。でも間違ってない自信はあるけど？』

「……」

　くすくすと笑う。

　それを黙もく殺さつして暗い中、棚たなの間を歩いてゆく、雪乃。

『ふふ。でも私も、この光景は好きよ』

　風乃は言う。

『高こう揚ようするわ。ここは持ち主に捨てられた物たちが集つどう、〝縁えん〟の墓場なのだもの。

　死んでしまった〝繫つながり〟たちが陳ちん列れつされた、〝絆きずな〟の死体の展覧会。物にとっての命は、持ち主との絆なのだものね？　何で死んだのかも定かじゃない綺き麗れいな死体が並べられて、それを観みて愛めでる私たち。そして死体は買われてゆく。美しさゆえに。役に立つがゆえに。でも物はそれで幸せかしら？　いっそ愛をもって思い出と共に燃やしてしまう方が、物にとっては幸福な気もするのだけど』

　楽しそうに目を細める顔が、雪ゆき乃のを覗のぞき込んだ。

　雪乃のものと同じ黒いレースのリボンが、長く伸びた風かぜ乃のの髪かみで揺れる。

　いや、正しくは逆だ。雪乃の髪を結ぶリボンの方が、風乃のものと同じなのだ。

　それは死んでしまった少女の似に姿すがたとして作られた人形が、その少女の持ち物を身に着けているのに似ている。その風乃の言葉の中にある自分への含みに気づきながら、雪乃は構わず、冷たく無視する。

「アンティーク議論は、神か狩がり屋やさんとでもやってればいいわ」

　雪乃は言った。

　そんな雪乃の針のような小さな悪意に、雪乃にしか見ることのできない亡ぼう霊れいは、楽しそうにうっすら目を細めた。

『……意地悪ね』

　雪乃にしか聞こえない声は、囁ささやく。

　そして雪乃の〈断だん章しよう〉の一部である黒い少女の亡霊の姿は、雪乃が棚たなの間を抜けると共に、棚の影に投影された幻まぼろしであったかのように影と背景の中に溶とけていった。




「…………下らない」




　雪乃は一人呟つぶやき、いつもは皆がいる、今はただ暗く静まり返ったレジカウンターの向こうに足を進め、奥の戸を開けた。

　途と端たんに視界が明るくなった。住居部分の明るい廊ろう下かから、光が射し込んだ。

　……と、いきなり視界に、セロハンテープで廊下の壁に貼はられた大きな張り紙。

　お世せ辞じにも上手うまいとは言えないが、どこか可愛かわいらしい字が書かれたその張り紙は、時間を見出しにしてスケジュールのようなものが十数項目ほど、大きく箇条書きにされていた。

　一番多い項目が、『ゆみこちゃんに……』で始まる内容。

　そして張り紙から目を離し、これから入って行こうとしている廊下の先に、視線をやる。

　ざわ、

　と音がしそうなほど、そこには張り紙がびっしりと張り出されていた。

　廊下から見えるドアの全すべて、突き当たり、窓、あるいは途と切ぎれた隙すき間まを埋うめるように……全く同じ文面が書かれたコピーの張り紙が異様な数、どこを見ても目に入る形で張り出されて、雪乃が戸を開けたことによる風で、ざわざわと揺れていた。

「……」

　雪乃は無言で上がり口に鞄かばんを置き、ブーツを脱ぬいだ。

　そして張り紙には無関心に廊下へ足を踏み入れると、すたすたと歩いて、台所の戸の前に立った。

　カレーの匂におい。がら、と開ける。

　するとそこには、同じように張り紙だらけになっている食堂のテーブルに、ビスクドールのような幼い少女が着かされていて────奥の台所にはいつもの動きやすそうな格好にエプロンをした颯さつ姫きが、キッチン前に置かれた台の上に登っておたまと深皿を手に、せっせとカレーを鍋なべからよそっていた。

　戸の、張り紙の文字を見た。




『12時くらい。ゆみこちゃんにお昼ごはん』




　この張り紙は、颯姫の備び忘ぼう録ろくだった。

　自分の〈断だん章しよう〉のせいで常に記き憶おくが食い荒らされてゆく颯姫は、神か狩がり屋やの留る守す中はいつもこのように張り紙をして自分の仕事を確認しているのだが、もしもうっかり張り紙を見落とした時に自分の仕事を忘れたらという不安にかられるのだろうか、いつも不必要なほどたくさんの張り紙を作ってあちらこちらに貼はり付けるのだ。

　項目は主に、自分では食事も着替えもできない夏なつ木き夢ゆ見み子この世話のこと。

　自分のことは、一行も書いていない。

「あれっ？」

　そんな颯姫は戸が開いた音に気づいて、雪ゆき乃のを振り返った。

　そしておたまを鍋に戻して、ミトンをはめた手で持っていた深皿を両手で支えると、颯姫の身長に合わせた何かの木箱を転用した台の上で、満面に笑顔を浮かべた。

「あれ？　えーと……いらっしゃい、雪乃さんー」

「来たわ。何か困ったことはない？」

　雪乃は腰こしに手を当て、とりあえず食堂の様子を見回した。

　颯姫が連れて来たのだろう、食卓の椅い子すに座っている夢見子は、相変わらず大きなぬいぐるみと、皮装そう丁てい風の童話集を胸に抱かかえていた。

　服も髪も完かん璧ぺきに整えられているが、眠ねむそうでほとんど目が閉じている。

　多分、神狩屋が自分の出発に合わせてとりあえず着替えさせるために、変な早い時間に起こして、それを引きずっているのだろう。

「雪乃さんも食べますか？」

　颯姫が食卓まで歩いて来て、カレーの入った深皿を置きながら、訊たずねた。

「いらないわ。気にしないで」

　雪乃は答える。別にもう食事を済ませてしまったとか、そういうわけではない。カレーに入っている肉が食べられないのだ。

「そうですかー」

　特に説明はしなかった。颯さつ姫きは特に疑問もなくそう答える。

　しかし雪ゆき乃のは颯姫にも、何度か肉が食べられないということを言った覚えがある。忘れているのだ。

　雪乃は、代わりに別のことを訊たずねた。

「……ところで今の、『あれっ？』っていうのは何？」

　雪乃が戸を開けた時の颯姫の反応。まるで雪乃がここにいること自体に驚いたような、そんな様子だった。

「あ、てっきり雪乃さんも、神か狩がり屋やさんたちと行っちゃったような気がしてて」

「そう」

　やはり忘れていたらしい。

　雪乃はこっちに残ると、今日までに何度も言った。よほど思い込んでいたのだろう。颯姫は記き憶おくがあやふやなので、思い込みが簡単に記憶にすりかわるのだ。

　そう雪乃が思ったところで、颯姫が言った。

「なんだか、白しら野のさんが行ったんだから、雪乃さんも行ってるような気に……」

「………………何でそうなるのよ」

　雪乃は眉まゆ根ねを寄せて、額ひたいに指をやった。

「私と白野君はただの編成上のパートナーよ。向こうで事件が起こったならともかく、ただのお見舞いなんかに付き合う必要はないわ」

　言う。

「大体、その間にこっちで何か起こったら、どうするのよ。何もないのに〈騎き士し〉が一いつ斉せいに担当地区を離れるなんて、〈ロッジ〉の怠たい慢まんだわ」

　言っても無む駄だだと分かっていたが、つい言ってしまう雪乃。だが案の定じよう颯姫は笑顔のまま、きょとんとした様子をしていた。

　颯姫は〈騎士団オーダー〉、そして〈ロッジ〉を『組織』として認識していないフシがあった。

　例えるなら『家族』に近い認識。ただその認識は、颯姫の生い立ち上、仕方のない部分ではあった。

「……まあいいわ」

　朴ぼく訥とつそのものの颯姫の顔を見ているうちに、雪乃の言葉は、溜ため息いきになった。

「お昼ご飯、食べるんでしょ？」

「へ？　え……あ！　そうでした！」

　雪乃に言われて、颯姫はテーブルのカレーと自分の手のミトンを交互に見て、慌あわててぱたぱたと台所へ戻って行った。雪乃はもう一度、溜息。これではただの、雪乃の過剰反応にしか見えなかった。

「……」

　本当に下らない。久しぶりに一人なのだ。

　調子が狂っている。せっかくイライラさせられる相手がいないのだから、これを機会にリフレッシュして、自分の本来のペースを取り戻せばいい。

　向こうで何かあった時に初めて、雪ゆき乃のは行けばいいのだ。

　それが当然だ。雪乃は自分の中でそう気持ちを切り替え、改めて顔を上げた時──────目の前にいた夢ゆ見み子こがいつの間にか目を開けていた。真まっ直すぐに目が合った。




　その目に宿る、強烈な怯え。




「……っ!?」

　ぎょっとして目を見開いた瞬しゆん間かん、不意に歯車が軋きしむような微かすかな機械音が耳に触さわり、その刹せつ那なの直後に、突如として周囲の空気の密度が上がった。

〝音〟だった。『ボーン……』という、体内に響ひびくように重い、鐘かねの音。

　それは店に、そして家のあちこちに置かれたアンティーク時計が、一いつ斉せいに十二時を告げて鳴り、その鐘の音の振動が建物の中を満たした圧力にも似た感覚だった。




　ボーン……

　　　　　──────ぎぃ。




　そして、鐘の音の余よ韻いんに紛まぎれるように、背中の後ろで、細くドアの開いた音。

「…………………………!!」

　背筋が凍こおり、一斉に全身の産うぶ毛げが逆立った。

　もう誰もいないはずのこの家の中で、ドアの軋む音が、微かに、しかし確かに、背後に続く廊ろう下かの奥から聞こえてきた。目の前には虚うつろな表情を恐怖に強こわ張ばらせている少女。そして視線の届かない背後には、虚ろな廊下が続いていて、そこに満ちている空気が、嫌いやな気配と共に冷たく密度を上げている。

　身体からだが強張り、目を見開いたまま動けない。

　時計の鐘以外の全すべての音が、そして目の前と背後にあるもの以外の全ての現実感が、ひどく遠くなっていた。




　ボーン……

　　　　　──────ず、




　鐘かねの音。空間に満ちるような音の中で、音もなく〝気配〟が動いた。

　昼の光が射し込んでいるはずの、古い洋風造りの廊ろう下かの奥から、冷たく総そう毛け立だつような不ふ吉きつな〝気配〟が、背後へ音もなく迫って来る。




　ボーン……

　　　　　──────ず、




　細く開いた、廊下のドアの隙すき間まから。

　それを感じている間にも、見える台所の光景は、みるみる幻像のように遠く、代わりに見えない背後の気配がみるみる強く、はっきりと形を為してゆく。




　ボーン……

　　　　　──────ずず、




　近づく。冷気に溺おぼれるように息が上がる。

　はーっ、はーっ、と頭の中に自分の呼吸の音が響ひびき、自分の全すべての意識が背後の、空っぽの廊下に集中していった。

　気配はもう、背中に。




　ボーン……

　　　　　──────ずずずっ、




　そしてもう触ふれんばかりに、首筋の後ろに。

　冷たく、はっきりと。

　それは────







　あの『書庫』の扉とびらの隙すき間まから引きずり出されるように長く伸びた、一冊の本を摑んでいる死体の肉の色をした腕が──────







「………………………………………………っっ!!」

　瞬しゆん間かん、臨界まで膨ふくれ上がった恐怖と緊張が爆発して、雪ゆき乃のは発条ばねが弾はじけたかのように激しい勢いで背後の廊下を振り返った。

「この……!!」

　緊張に目を見開いて廊ろう下かを見たその瞬しゆん間かん、そこに満ちていたはずの何もかもが消え失うせて、恐ろしく引き伸ばされていた時間があっという間に元に縮んで────どんっ、という重い音が、ただ一つ残った異常として、薄うすい絨じゆう毯たんの敷かれた廊下の床ゆかを鳴らした。

「…………………………！」

　視線を、落とした。

　くすんだ赤い絨毯の上に、くすんだ緑色の重い表紙で装そう丁ていされた童話集が、ページを開いて落ちていた。

　表題にはこう書かれていた。




『グリム童話８４　なでしこ』




　無言で見下ろす雪ゆき乃のの視界の端はしに、廊下の向こうにある『書庫』のドアが、腕うで一本ほどの隙すき間まを開けて、ただ静かにその向こうの暗くら闇やみを湛たたえて沈ちん黙もくしていた。

「………………この……！」

　雪乃は、小さく呻うめく。

　ぎゅうっ、と拳こぶしを握にぎり締める。ほとんど無意識のうちに抜き出していたカッターナイフの、柄えの感かん触しよくが、掌てのひらに食い込んだ。

　後ろで、颯さつ姫きの声がした。

「あれ？　雪乃さん、どうしたんですか？」

　何も気づいていない、不思議そうな、暢のん気きな声。

「……」

　夢ゆ見み子この〈断だん章しよう〉である〈グランギニョルの索さく引いんひき〉に予言されたのは、自分だ。

　そう雪乃は思う。これから童話になぞらえた大きな〈泡ほう禍か〉に巻き込まれる。しかしそれはいつ、どこで？

　雪乃は硬い表情で、懊おう悩のうする。

　いつか遭そう遇ぐうすることだけは間違いない。普通に考えれば雪乃が留る守す役やくになっているこの近辺で起こると考えるべきなのだろうが、雪乃の頭には別の可能性も浮かんでいた。つまり向こうで〈泡禍〉が起こって、雪乃が呼び出されることで予言が成就するのだ。

　蒼衣のいる、向こうの町で。

　集合無意識の底から人の意識に浮かび上がって、その人の悪夢を希き釈しやくして童話の形に近づけてしまうほどの大きな〈神の悪夢の泡あわ〉は、復ふく讐しゆう者しやである雪乃が何年も対たい峙じすることを熱望し続け、それが蒼あお衣いに出で逢あうまでの今まではまるで叶かなわなかったモノだ。

　しかしほとんど〈騎き士し〉としてのキャリアも覚かく悟ごもない蒼衣は、立て続けに予言を受け、巻き込まれている。考えないようにしていたが、雪ゆき乃のは正直、内心で妬ねたましかったのだ。

　こうして一人でいる時に遭そう遇ぐうが予言されることは、本来なら喜んでいい出来事。

　だがしかし、いざ望んだようにそうなってみると…………雪乃は本当にこれが自分のものなのか、自信を持つことができなかったのだ。

　いや、それどころか雪乃は予言が起こった時、即座に蒼あお衣いの元で起きるのだと反射的に思い込んでいた。それを認めることは悔くやしかった。だが雪乃の〈騎き士し〉としての誇ほこりは、その考えを避けて通ることができなかった。

　もし向こうで〈泡ほう禍か〉が起これば、蒼衣も神か狩がり屋やも、ほぼ全く無力だからだ。

　今から雪乃が蒼衣たちの元に向かえば、その場合に最速の形で雪乃が対応できる。

　だが、もしこちらで〈泡禍〉が起これば、無む駄だ足あしになって対処が遅れる。あまりにも難しい賭かけだった。どうするべきだろうか？

「…………あ」

　そう考えたところで雪乃は、ふと気づいた。

　これは考えるまでもないことだった。教条的に〈騎士〉の為すべきことに従うならば、自分の〈ロッジ〉の担当区域を優先するのは当たり前だった。

　行くべきではない。それが答えだ。

　仮に向こうで何かがあったのだとしても、犠ぎ牲せいになるのが〈騎士〉である限り、それは悲劇ではあっても、当然のことなのだ。

　こちらで〈泡禍〉が起きれば、その被害者は何も知らない普通の人間。

　その可能性を見捨てて持ち場を離れるなど、〈騎士〉のするべきことではない。

　もしも雪乃がそれを見捨てて行けば、本来助けるべき人間を助けずに、すでに死地にいる覚かく悟ごができているはずの〈騎士〉を見舞いに行ったことになる。雪乃は実のところ〈騎士〉の教条などに大して興味はなかったが、少なくとも情や馴なれ合いなどよりは、よほど優先する価値のあるものに思えた。

　何より────考えてみれば今まで雪乃は、他ほかの人間の危機よりも、蒼衣の危機を心配していたということにもなりかねない。

　馬鹿馬鹿しい。可能性を考えただけの、気の迷いだ。雪乃はそう断じて首を振る。

「雪乃さん？」

　そんな背を向けて立ち尽くしたままの雪乃に、不思議そうに颯さつ姫き。そして、

「え？　あ、わ、ゆみこちゃんも何やってるの!?　うさぎさん、変な形につぶれてるよ!?」

　本と一緒に抱かかえた大きな『不思議の国のアリス』のウサギのぬいぐるみに深く顔を埋うずめて、力一杯しがみついている夢ゆ見み子こに気づいて、颯姫は慌あわてた声で言った。

「……」

　それを横目に、雪乃。




『ふふ……』




　その時、不意に静かな悪お寒かんと共に風かぜ乃のが、その触ふれることのできない両腕うでを、背後から雪ゆき乃のの首に回した。

『優しい雪乃。心配事は何？』

　耳元で囁ささやく風乃に、雪乃は低く冷たく言った。

「…………姉さんの知ったことじゃないわ」

『もっと喜ぶかと思ったのに。久しぶりでしょう？　それなのに浮かない顔してる。うふふ、当ててあげましょうか？』

　風乃は嫣えん然ぜんと微笑ほほえんで、雪乃を覗のぞき込む。

『あなたがそんな顔してる時は、最近はだいたい〈アリス〉のことだわ』

「………………黙ってて」

　敵てき意いすら込めて睨にらみつける雪乃。

　風乃は楽しそうな表情で肩かたを竦すくめて、離れる。

　雪乃は憤ふん然ぜんとした表情で廊ろう下かに出て、壁に手をやって、目を閉じた。そして何度か深呼吸して、胸に溜たまった感情を吐はき出すようにして、気を落ち着けた。

　冷静になれ。自分の役目を、つまらない感情で間違うな。

　私は〈騎き士し〉で、それである以前に〝怪物〟だ。ただひたすらに獲物を見つけて、狂犬のように嚙かみ付くだけ。

　どうせ〈悪夢〉は、雪乃のいる場所に現れる。

　ならば雪乃が動く必要はない。だが世話役に予言について、報告する義務はあるだろう。

　雪乃は携帯のメモリから、神か狩がり屋やの携帯の番号を呼び出す。そして携帯を耳に当て、コール音を聞きながら、神狩屋が出るのを待った。

「………………」

　無言。そして、コール音。




「…………………………出ない」




　沈ちん黙もくの末、呟つぶやいた雪乃の表情には、苛いら立だちと真剣さと、そして先ほど消したはずの懊おう悩のうが、入り混じっていた。
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　　　二章　　赤い赤い泉水







　　　　１




　……石いし田だ臣しんは、眠ねむる。




「………………」




　布団を敷いた木き枠わくのベッド。その上で薄うすいタオル生地の掛け布団を皺しわだらけにして胸の上に乗せ、その日の疲れに蝕むしばまれて、死んだように眠ねむっている。

　隣りん家かが存在しない田畑の中の家は、静かだ。

　明かりもなく真っ暗な部屋の中は、きーん、と耳に響ひびくほど静まり返って、こそりとも音がしない。




　────この季節の夜は、一面の田畑に潜ひそむ虫と蛙かえるの声で騒そう々ぞうしいにも関わらず。




　ただ、蒸した闇やみの満ちる静せい寂じやくの中で、臣は眠る。

　ベッドの頭から少し離れた壁にある、カーテンを開け放した窓から入る、ぼんやりとした夜明かりに顔を照らされながら。そして同じく薄明かりに照らされて、暗闇の中に白く浮かび上がる、机の上の百合ゆりの花に、じっ、と見下ろされながら。




「………………」




　切れるような静寂の中、ぼんやりと百合の花だけが、浮かんでいる。

　ベッドで眠る、臣のいる部屋の中に。

　夜闇の中、何かの目じるしのように。




　ひたっ──




　そして窓に。影が。

　………………







　　　　２




　蒼あお衣いと彼────木き之の崎さき一かず真まが顔を合わせたその時、それは起こった。




「……おい、一真！　ちょっと来てくれ！」




　突然塀へいの外から飛んできた、緊張した声。反射的に蒼衣が一真と呼ばれた若者越しに外を見やると、門の外にスポーツマン風の容よう姿しをした背の高い若者が立っていて、通りの向こうに目を向けたまま、こちらの方へと呼びかけていた。

「あ？　どうした？　臣しん！」

　振り返る一真。ズボンから下がった、シルバーの飾りチェーンが音を立てる。

　その容姿言動は、彼の友人なのだろうと思われる、外の若者の精せい悍かんで誠実そうな印象とは、正反対と言ってもよい。

　一真は友人の呼びかけに、門の外へ向けて言う。

「いま話はじめたばっかなんだけど！」

「すまん！」

　返って来た答えは、不ふ審しんと切迫。

「でも琴こと里りん家ちのおばさんがいる。様子が変だ！」

「はあ!?」

　それを聞くや、一真は工房の入口から身を離し、小走りに戻って行った。突然話しかけられて放置された蒼衣と千ち恵えは、思わず顔を見合わせた。そしてお互いに首を捻ひねる。

「……あの、今のは？」

「あー……あいつは木之崎君」

　蒼衣の問いに、千恵もわけが分からない風ふう。

「群むら草くささんのお世話になってる一人……なん、だけ、ど……」

　二人はしばしぽかんとして一真が去ってゆく砂利じやりの足音を聞いていたが、やがて不審そうにしながらも、千恵が板の間から立ち上がった。

「一応あたし、見てくるよ」

　言って千恵は、外に出る。

　蒼衣も追って、すぐに並ぶ。向かう先の門の外では臣と一真が、並んで通りの先を見て、臣は指差し、一真は眉まゆを寄せていた。

「何？　どうかしたわけ？　木き之の崎さき君」

　千ち恵えが言い、そして蒼あお衣いが、門から顔を覗のぞかせた。

　臣しんの指差す先。そこには古い枕まくら木ぎを組んだらしい木製の柵さくと、一車線分の幅しかない上に遮しや断だん機きがない踏切という、長閑のどかな道具立てがされた単線の線路が走っていた。

　そして踏切の向こうに────一人の女性。

　見たところ蒼衣の母親と変わらないだろう年代の、ズボンとＴシャツ姿すがたに薄うすい上着を羽は織おった、何の変哲もない中年女性が、踏切待ちをして立っていたのだった。

　ただし、鳴っていない踏切で。

「…………？」

　蒼衣の表情も、不ふ審しんなものを見た表情に変わる。

　遠目に見る限り、女性はぼんやりと正面を向いて、踏切待ちをしているようにしか見えなかった。渡る前に念のための安全確認をしているような風ふうではない、少なくとも数分は前から、このままの姿でいたような、そんな様子だった。

　周囲には家と畑と緑の野原、そして遠くには山林。

　そんな背景の中にある、長閑な線路の景色けしきの中に、ぽつりと一人。

　田舎いなかの景色の中で鳴っていない踏切を待つ女性の様子は、一見はともかく、見る時間が長くなるほどに奇き妙みようさが増していった。

　そこに立ち続ける理由がないからだ。さわさわと風の吹く中、ぼんやりと静かな踏切の脇わきに立ち続けている女性の姿は、例えるなら電車が通り過ぎるのを待つという本来の踏切の用途とは逆に、電車が来るのを待っているかのように見えた。

　来るのを……？

　その例えに思い至った途と端たん、いま見ている光景がえもいわれぬ不ふ吉きつなものに見えて、蒼衣の心と肌はだを冷たいものが撫なでた。

　蒼衣は戸と惑まどっている一真と臣が結論を出す前に、その場から駆かけ出した。

「!?」

「おい……！」

　二人が驚いた気配。しかし蒼衣は無視した。

　その女性を見知っているらしい二人が、それゆえに〝その〟結論を出すのに躊躇ためらったのとは違い、蒼衣の〝嫌いやな予感〟は、客観的であるがゆえに直接的だった。




　つまり、飛び込み自殺。




「く……！」

　こういう人助けは蒼衣の性しよう分ぶんではない。劇的であることは、『普通』ではないからだ。

　しかし今、蒼あお衣いが〈騎士団オーダー〉に絡からんでここにいるという状況が、蒼衣に行動をさせた。この雰ふん囲い気き。この状況。この予感。こんな時に最悪の形で取り返しのつかないことが起こるのを、蒼衣はこれまでに、何度も見てきたのだ。

　そして────




　カンカンカンカンカン!!




　鳴り出す、踏切の鐘かね。

　聞くだけで怯おびえと焦あせりが心臓に突き刺ささるような独特の警けい鐘しようの音に、一いつ瞬しゆん遅れて真まっ赤かな警告灯とうが、目に刺さるような強い光で禍まが々まがしく点滅を始めた。

「……っ!!」

　もはや〝予感〟の真しん偽ぎなど吹き飛ぶほどに、心の中に焦あせりが吹き上がった。

　ただ心の中にあるのは〝もしそうなったら〟という最悪の光景。そして蒼衣の行動と鳴り出した踏切に、二人がようやく戸と惑まどいの呪じゆ縛ばくから弾はじかれたが、すでに蒼衣と二人の間にある遅れは、相当に広がっていた。

「…………！」

　ごーっ、と電車の音が聞こえた。

　走る。近づくにつれて、踏切の音が大きくなる。

　鼓こ膜まくと神経を殴なぐりつけるような甲かん高だかい警鐘と、目の前に明滅する血のように赤い光。そしてその激しい音と光の中に立っている、ぼんやりと、表情の抜け落ちた女性。

　必死で彼女の許に駆かけ寄ろうと、息を切らせて、全力で走った。

　重々しく凶きよう暴ぼうな電車の音に、甲高く禍々しい踏切の鐘。

　それに激しい自分の呼吸と、靴くつ底がアスファルトを叩たたく音が、滅茶苦茶に入り混じって頭の中に響ひびき、痛いほど耳を埋うめ尽くした。

　そんな狂乱した〝音〟の中で、みるみる近づいてくる、踏切の光景。

　あと少し。あと少しで、追いついて、止められる。




　カンカンカン!!




　あと少し、

　もっと早く！




　カンカンカンカンカン!!




　あと少し、

　踏切の全景が見えて、みるみる大きくなってくる。




　カンカンカンカンカンカン!!




　もう目の前、

　すぐ目の前に、あの女性の顔が──────







　ばしっ！







　瞬しゆん間かん、目の前でふらりと線路に足を踏み出した女性の姿すがたが、一いつ瞬しゆんのうちに巨大な鋼鉄の塊かたまり に真横から叩たたき潰つぷされ、世にも恐ろしい肉のひしゃげた音と共に車輪に巻き込まれて、あっという間に目の前から完全に消えてなくなった。




「────わあああああああああああああああああっ!!」




　目を見開いて、絶叫した。喉のどからの絶叫は、電車が急停車した耳が壊こわれるような凄すさまじい金属質の大音響に完全に覆おおい尽くされて、雪崩なだれに吞のみ込まれるようにかき消された。

　視界に赤い靄もやがかかり、猛もう烈れつな血の臭においと、焦こげ臭くさい鉄の臭いが猛もう然ぜんと口と鼻の中に流れ込んできた。二両編成の短い電車は目の前を完全に通り過ぎて停車し、開けた踏切の景色が露あらわになったが、それは露わになってはならない光景だった。そこには身体からだの殆ほとんどが電車に粉砕されて持って行かれたおぞましい名残なごりの、裂さけた皮と肉片と内臓が、電車に引きずられた痕あとも露わに飛び散って、アスファルトの色を透すかしたどす黒い血の海が一面に広がる中にべったりと浸っていたのだった。

　破れた胴どう体たいから溢あふれ出した、ぐちゃりと長く横たわっている、まだ電車の下に引きずられたままのピンク色の内臓。

　引きずられて線路にへばりついた、剝はがれて裂けた、まだ人間の色をした皮ひ膚ふ。

　千ち切ぎれんばかりに伸びたその皮に繫つながっている、真っ白に血の気が失うせ、血と脂あぶらに塗まみれた腕うでと脚あし、そして肉片。

　破は裂れつし、破は砕さいされ、飛び散った、このたった今まで命のあった血と肉は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした蒼あお衣いの前で、むっ、と強きよう烈れつな血と脂と肉と内容物の、生なま臭ぐさく不快な生命の中身の匂においを、一いつ斉せいに空気の中へ湯ゆ気げのように立ち昇らせた。

「………………う……!!」

　胃の奥から塊かたまりとなってこみ上げる、嘔おう吐と感かん。

　今まで悲ひ惨さんで残ざん酷こくな光景を、蒼あお衣いは何度か見てきた。見てきたつもりだった。

　しかしここまで直接的な、言い訳もできないほどはっきりと人が死に、人体が破壊された姿すがたを光の下で見たのは初めてだった。今までの〈悪夢〉の、悪夢であるがゆえにおぞましくもどこか現実感を欠いたあの光景ではなく、言わば〝普通〟の人体の破壊の極致とも呼べるこの絶対的な〝死〟は、これまでとは違う形の凄すさまじい衝しよう撃げきを蒼衣の精神に与えた。

　そして────




　目の前の地じ獄ごくの中に、一頭の大きな〝犬〟が、座っていた。




　濃こいチョコレート色の、ラブラドールと思われる犬。それが電車が通り過ぎ、目の前の視界が開けた途と端たん、消えてしまった女性と入れ替わるようにして、まるであの女性が犬に化けてしまったかのように、いつの間にか存在していた。

　犬は間近で事故を見ていたのか、大量の血を浴びて、その顔も体も半ば以上をどす黒く染めていた。そして血と肉と皮の海の中に傲ごう然ぜんと座っているその犬は、砕くだけ散った女性の肉体の中から現れたかのようにも見え、えもいわれぬ不気味な存在感をもって、そこに鎮ちん座ざし、存在していた。




「……………………………………………………………………………………」




　犬は、じっと、蒼衣たちを見つめる。

　人の気配。見るといつの間にか蒼衣と並んでいた臣しんが、血の気の失うせた顔で、呆ぼう然ぜんと震える声で呟つぶやいた。

「……おまえ…………シーザー……？」

　犬は一つ鼻を鳴らすと、そのまま線路伝いに走って行き、止まっている電車の車体の下に鼻先を突っ込んだ。そしてしばらく何かを探るような動作をしていたが、すぐにその動作をやめて、振り返った。口からひどく重いものが、ぶるんと揺れてぶら下がった。




　犬は、女性の首をくわえていた。




「…………!!」

　息を吞のむ。髪かみの毛をくわえられ、だらりと重そうにぶら下がった女性の血みどろの首は、犬の頭の動きに合わせて大きく揺れて、半開きの目が宙を見つめた。

　絶句する二人の前で、犬はすぐさま身を翻ひるがえし、首をくわえたままどこかへ駆かけ出した。何もできなかった。身動きさえできないまま呆ぼう然ぜんと見送る二人の視界から、犬はあっという間に駆け去って、原っぱの中に消えてしまった。




「…………………………」

「…………………………」




　沈ちん黙もく。

　蒼あお衣いは、隣となりに立つ臣しんと、顔を見合わせた。

　彼の白いシャツには点々としぶきのように、赤い血の痕あとが飛び散っていた。

　蒼衣は初めて気がついたように、視線を下げて自分の身体からだを見た。蒼衣の着ている校章の刺し繡しゆうされたシャツとモスグリーンのズボンは、臣以上に大量の、吹き付けられたような細かい血けつ痕こんで一面に汚よごれていた。

　腕うでも。恐らく……見えないが、顔も。

「…………」

　言葉もなく後ろを振り返ると、遅れていたのだろう一かず真まが、かなり離れた場所に立ち尽くして、こちらを見たまま呆然とした表情をしていた。

　その向こうに、慌あわてた様子で駆けて来る、神か狩がり屋やと千ち恵え。

　だんだんと大きくなってゆく騒ぎ。蒼衣はしばらく、それらの光景を呆然と眺めていたが、やがて疲れたように肩かたを落とすと、胸の底から深く、落らく胆たんとも何ともつかない感情の込もった重くて長い溜ため息いきをついた。




　………………………………………………







　　　　３




「………………」




　遠くで、カラスが集まって騒さわぐ声が聞こえる。

　目の前で起こった、悲ひ惨さんな〝事故〟。あれから蒼衣は現場にやって来た警察の事情聴取に応じ、蒼衣たちが降りた駅の駅事務所の中で、かれこれ三時間以上過ごしていた。

　同じように連れて来られたのは、石いし田だ臣と、木き之の崎さき一真の二人。

　死んだ女性と知り合いの二人は、事故の状況についてしか話せない蒼衣と違い、その後も長くあの女性について、詳くわしく警察に証言をしていた。

　離れた席から漏もれ聞こえる言葉は、

『自殺』

『お母さん』

『同じ』

『落ち込んで……』

　など。

　それを聞きながら、蒼あお衣いはどこか学校の職員室にも似た風ふ情ぜいの田舎いなかの駅の事務所のパイプ椅い子すに座って、嫌いやでも頭の中に浮かび続けるあの衝しよう撃げき的てきな現場の記き憶おくと、対たい峙じしていた。

　蒼衣は書類を書かされたり、ずっと待たされたりしていたが、とてもではないが退屈できる精神状態にはなかった。昼食も抜いた形になってしまい胃の中は空っぽのはずだったが、出されているお茶菓が子しに手を伸ばす気にも、もちろんなれなかった。

　ただお茶菓子が入っている木の器が、群むら草くさの工房で見たのと同じ種類の細さい工く物ものであるのを、漫まん然ぜんと眺ながめるばかり。

　胃の辺りが重かった。心身に沁しみこんだ、血の匂においの記き憶おく。

　蒼衣の着ている服は、シャツもズボンも予備で持ってきた、まっさらなものだ。

　しかし霧のように飛び散った血を浴びた、剝むき出しだった顔も両腕うでも、群草の家で濡ぬれタオルをもらって拭ふいただけだ。気のせいか未だにうっすらと水で延ばされて血が張り付いているような気がして、千ち恵えの潔けつ癖ぺき症しようもこんな感覚なのだろうかと、無益な想像を巡めぐらせた。

　長いような短いような、比重の重い時間。

　結局蒼衣が労ねぎらいの言葉と共に駅事務所から解放されたのは昼などとっくに過ぎた、もうすぐ夕方になろうかという時間だった。

　一かず真まと臣しんの二人も、一いつ緒しよだ。考えてみれば後半に話をしていたのはこの二人ばかりだったので、先に帰ってもいいかと聞いてみればよかったかもしれないと、三人揃そろって送り出された時にようやく蒼衣は気がついた。

「……」

　女性の頭はまだ見つかっていない。そんなことを言い合っている警官と駅員の話を背中に聞きながら、事務所を後にする蒼衣。

　足取りは重い。衝しよう撃げきは、抜けきっていなかった。

　ただ蒼衣は駅事務所での無為な時間の中で、自分が本来あるべき以上のショックを受けていることに、何となく気づいていた。

　そしてその理由にも。要するに蒼衣は自分の見た、目の前で女性が四散し原型を留とどめぬ物体に変わった光景を、無意識のうちに自分のトラウマと重ね合わせてしまったのだ。つまり何かと言うと────葉は耶やが死んだ、あの光景を連想してしまったのだ。




「……あ」




　冷房された駅の建物を出ると、生暖かい風が吹く駅前に、群むら草くさのバンと神か狩がり屋や、そして雪ゆき乃のが、蒼あお衣いを待っていた。

「雪乃さん……」

「だいぶ参ってるみたいね。そろそろ〈騎き士し〉、やめる気になった？」

　駅前で、左手だけを腰こしに当てた仁に王おう立だちの雪乃は、きつい言葉で蒼衣を出迎えた。

　それを聞いた蒼衣は、警察に協力したというよりも、警察から釈しやく放ほうされて来たような気分になって、疲れた笑顔を浮かべて精一杯の軽口を言った。

「僕を心配して来てくれた……って、期待していいかな？」

「本気で言ってるなら一回死んだ方がいいわね」

　冷たい目で、容よう赦しやなく雪乃は言い放つ。

「……だよね」

　蒼衣は特に落らく胆たんはしない。

　ただ当然のように、「やはり」と思っただけだった。

「やっぱりあれ……〈泡ほう禍か〉だったんだ？」

「そうじゃなきゃ、私がここに来る理由はないわ」

　雪乃は言い切る。それに神狩屋が一言付け加えた。

「あの事故がそうなのかは分からないけど……可能性はある。とにかく例の、夢ゆ見み子こちゃんの予言が出たそうだよ」

「そうですか……」

　目を伏せる蒼衣。その様子を見て雪乃が苛いら立だたしげに眉まゆ根ねを寄せ、じっと見つめた後、独り言のように低い声で言った。

「…………あなたが死ねば、予言される〈泡禍〉が私のところに来るのかしら？」

「え？」

「気にしないで。もしそうすれば叶かなうっていう確信があるなら、きっと私、白しら野の君を殺すのを躊躇ためらわないだろうなって、そう思っただけ」

「はは……」

　全く冗じよう談だんを言っている目ではない。唐とう突とつな雪乃の怒りに、蒼衣はただ力なく笑った。

　とてもではないが、理解が追いつかなかった。

　とりあえずその時、疲れた蒼衣の頭の中にあったのは、たった今まで顔をつき合わせていた警察官との連想で、「それで雪乃さんが殺人犯ということになったら困るなあ」という、どこかズレた感想だった。

　……そしてちょうど、その時。




「なあ、ひょっとしてあんた、あの〈雪の女王〉か？」




　声がかかった。いつの間にか一いつ緒しよにいた臣しんから一人離れて近づいてきた一かず真まが、低く潜ひそめた声で、いきなりそう話しかけてきたのだ。

「誰？」

　雪ゆき乃のは今までの話の延長で、刺とげ々とげしい視線を一真に向ける。

「あ……」

　その雪乃の問いに慌あわてて蒼あお衣いは説明しようと口を開きかけたが、それよりも先に傍かたわらの車の運転席の窓から、端たん的てきな群むら草くさの言葉が飛んだ。

「うちで世話しとるやつだ」

「俺おれは木き之の崎さき一真」

　ほとんどの人間が怯ひるむ雪乃の美び貌ぼうから投げつけられる視線に、一真は一歩も退ひかず、真正面から向き合った。

「悪いけど話が耳に入ったんだ。あんた〈雪の女王〉なのか？　もしそうなら話が…………いや、頼みがあるんだ」

　一真は離れた背後にいる臣の様子を、それとなく気にしながら、言った。

「何？」

「臣を……あそこにいる俺のダチを、助けてくれないか？」

　つっけんどんな雪乃の問いかけに対して、一真は答える。その時の一真は、値踏みするような雪乃の視線を受けながら、その一見軽けい薄はくそうな容よう姿しに、何かひどく思い詰めた、真剣な表情を浮かべていた。

「確証はねえんだけど、多分あいつ、〈泡ほう禍か〉に狙ねらわれてる」

　一真は言った。

「確証はないけど、確信はあるんだ。間違ってたらどんな詫わびでもする。だからあいつを助けてやってくれ……」

「……」

　蒼衣は雪乃を見る。雪乃は不ふ機き嫌げんな表情でじっと一真を見ていたが、やがてついと背を向けて、群草の車へ向けて歩き出した。

「お、おい……！」

「知ったことじゃないわ」

　慌あわてる一真に、雪乃は冷たく言い放った。

「私は、ここに〈泡禍〉が現れるかもしれないと思って、それを狩り出すために来たの。それ以外のことには興味はない」

　雪ゆき乃のはそう言うとそれきり一かず真まにも蒼あお衣いにも目を向けずに、群むら草くさのバンの後部座席のドアを開けて乗り込み────




「……それでもいいなら、勝手に話すといいわ」




　最後に一言だけ、そう言った。

　そしてすぐさま乱暴に音を立てて、車のドアを閉じた。




　　　　†




　木き之の崎さき一真は、〈群草工房ロッジ〉に拾われて、五年ほどになる。

　一真は〈保持者ホルダー〉ではあるが〈騎き士し〉ではなく、〈断だん章しよう〉に名前もつけられていない。

　これは〈騎士団オーダー〉の中では────名前つき〈断章〉を抱かかえた非〈騎士〉のメンバーというタイプと共に────圧倒的多数派を占めている構成員の一人だ。〈断章〉に名前をつけるという行為には『〈騎士〉にとっての名めい刺し』だけではなく、『〈断章〉の抑制』という本来の理由があるが、一真にはどちらも必要のないものだった。

　元々〈断章〉につける名前というのは、心の中にある何の法則も通じない、時には制せい御ぎよも受け付けない、得体の知れないものを、〝ひとかたまりのモノ〟として認識しやすくさせるための道具だ。

　人間はたとえ未知であったり形のないのものであっても、名前がついていれば何となくイメージし、安心する傾向がある。

　つまり〝そういう名前のモノ〟として認識させ、恐れを軽減し、制御を容易にする。

　不安や恐れは最も〈悪夢〉を呼び起こしやすい誘ゆう因いんの一つ。なので名前は仮に〈騎士〉でなくとも、抱えた〈断章〉が〈雪の女王〉などのように危険で暴走しやすいものなら、それこそ最初につけられる最も基本的なストッパーだった。

　だが一真には、それすらない。

　つまり一真の〈断章〉は、本人の心の健康以外にとっては取るに足らない、そして暴走の心配もないほどに、弱いものだということだった。

　そんな一真の持つ〈断章効果エフエクト〉は、『近いうちに死ぬ人間の机の上に、花の活いけられた花か瓶びんが見える』というもの。俗に言う『死相が見える』の変則的なものでしかなく、しかも必ず見えるわけでもないので、少なくとも一真の知る限りの〈保持者〉が持つ〈断章〉の中でも、最も自他への害が軽いものの一つだった。

　当然〈騎士〉になって役に立つような〈効果〉ではなく、〈騎士〉になるようなモチベーションもない。

　一かず真まは中学生の時に〈泡ほう禍か〉の〈潜せん有ゆう者しや〉として発症し、〈群むら草くさ工房ロッジ〉に発見されてからは、そのケアを受けて、代わりに群草の求めに応じて時々バイトという名目で細々としたことを手伝いながら、普通にそれまでの生活とも折り合いをつけ、ほとんど何も変わることなく過ごしていた。

　一真にとって、命に関わるような〈泡禍〉は、自分には関係のない別世界の話だった。

　例えるならバイクに轢ひかれて軽いリハビリの経験がある人が、よそではダンプが建物に突っ込んで何人も死んだらしいよという話を聞くような、そんな感覚に近い。




　……その認識が、今朝けさ、ひっくり返ったのだ。




　それに気づいたのは偶ぐう然ぜんだった。たまたま臨時収入があって、たまたま臣しんの気を紛まぎらわすために町へ出ようと誘うことを思いつき、たまたま誘いに行った先でおばさんに家に招き入れられて、勝手に臣の部屋に入った、その時だった。

　臣の家はこの辺りにはよくある、白しろ塀べいのある、元は農家だった家だ。

　その家にある、一階が納な屋やになった離れの二階が臣の部屋になっていて、真面目まじめな性格の割には本やＣＤなどが積み重なった乱雑なその部屋に顔を出した時、まず何よりも先に違和感が一真の目に入った。

　臣の部屋は間違っても狭くなどないが、それでも収納しきれないほど物があるのが、乱雑さの原因だ。

　何かが増えても減っても乱雑さに紛れて気にならない。しかしそれでも臣の部屋ではまず見られないものがあると、嫌いやでも目を惹ひくことを、このとき初めて一真は知った。

　机の上に────白いテッポウユリが、一輪挿ざしに活いけられて置いてあったのだ。

　本、ＣＤ、スポーツ用品などただでさえ物が多いのに花を飾る習慣は臣にはない。しかも困ったことに一真は参考書やそれ以外のものが積み上がった机の上で、静かに違和感を湛たたえて鎮ちん座ざしているその花に、見覚えがあったのだ。

　一真は思わず開口一番、言った。




「臣……おい、これ……」

「ああ、それな……うん、あれだ。すごいよな。まだ枯かれてないんだ」




　挨あい拶さつよりも先に漏もれた一真の呟つぶやきに、机の前の椅い子すに座っていた臣は振り返り、落ち着いた表情でそう答えた。

「まだ、って、お前……」

　忘れもしない、臣しんが琴こと里りの机の上に置かれた花か瓶びんから引き抜いた、一本の白いユリ。

　だがそれはおかしい。あの出来事は今月の初めのことで、もう半月以上、あれから経たっているはずなのだ。

　もちろん根などない。ただの切り花。

　一かず真まの家は花屋だ。不本意だが切り花の寿じゆ命みようについてはよく知っているし、あの花瓶から引き抜かれたその時には、もう一部は萎しおれ始めていて、あの花瓶の花全すべての寿命が三日ほどしかないと、一真は見立てていた。

　それが半月以上そのままなど、どう考えてもあり得ない。

　それどころか目の前にある一輪挿ざしのユリは、あの時よりも瑞みず々みずしく、生き返っているかのように見えた。

「おい……冗じよう談だんだろ？　新しいやつだろ？」

　一真は言った。

「それとも……何か特別な保存でもやったのか？　何やったんだ？」

「いや、疑いたくなるのも分かるけどな、一真。ほんとにあの時のやつなんだ。特に何もしてない。水は替えてるけど」

　困ったように答える臣。噓うそや冗談には見えない。一真は自分の表情が、引き攣つった半笑いになるのを感じた。

「んな馬鹿な……！」

　思わず散らかった床ゆかを踏み越えて、一真は花に近づく。

　まじまじと見る。しかし異常は見当たらない。だが見当たらないことが、この場合は異常そのものだ。

　見るだけ。触さわる気にはならない。

　もしこの花が何かの奇き跡せきによって紙かみ一ひと重えのバランスで形を保っているのなら、触った途と端たんにポロリといきそうで、怖い。

　そして、もしもそうでないなら、あまりにも不ぶ気き味みすぎて、触ふれなかった。

　仕入れたばかりの、健康そのものに見える小さな切り花のユリを、一真はただ見つめるしかできなかった。考えれば考えるほど目の前の白い花の存在感が、不気味に増して、だんだんと肌はだと背筋にいやな感覚が這はい上がった。

「…………おいおい……」

「一真。おれは花って飾ったことないから分からないんだけど、これが今まで保もってるって、そんなすごいことなのか？」

　臣は気味悪そうにしている一真に、不思議そうにそう聞いた。

「よく保ってるとは、思ってたけどさ」

「すごいってか異常だ……言っちゃ悪いけど気味悪りい」

　一かず真まは率直に答える。

「そうなのか。だとしたら、おれはどちらかというと嬉うれしいかな」

　その答えを聞くと、臣しんは逆に、ユリを見ながら優しい表情でそう言った。

「奇き跡せきって言ったら馬鹿みたいだけど、琴こと里りが保もたせてくれてるような気がするよ」

「……」

　一真は思った。確かに一真が花屋の息子むすこではなくて、そして〈断章保持者ホルダー〉でなければ、もしかしたら同じように感じて、その奇跡を喜んだのかもしれなかった。

　しかし残念ながら一真はそうではなく、〈悪夢〉の存在を知っている側の人間だった。

　いかに一真が〈保持者〉の中ではぬるま湯に浸つかっているに等しい幸運な立場の人間であっても、漏もれ伝え聞く〈悪夢〉の悲ひ惨さんさは、十二分に知っていた。

　そして〈騎士団オーダー〉で触ふれる人間のほとんどが、『奇跡』を恐怖していることを。

　神の悪戯いたずらである『奇跡』は、すなわち〈泡ほう禍か〉とほとんど同義であると、死と恐怖と狂気の中から生せい還かんした者のほとんどが、そう結論に至っていることを、一真は知っていた。

　そのため一真はその臣にとっての『奇跡』を────世にも不吉で不気味なものとしか、考えられなかった。

　一真の目の前にある、『枯かれない花』。

　死人に捧ささげられた、枯れない花。できるなら今すぐにでも摑つかみ取って窓から投げ捨てたかったが、臣の手前、とてもではないがそれはできない。

　嫌いやな予感がする。

　それは五年間という経歴からすると、決して多くはない、一真の〈断だん章しよう〉が発現した時の嫌な感じにも似ている気もした。

　じっと、目を離すことを怖おそれているかのように、小さな『花』と向き合う一真。

　何かすぐにそれと分かる異常はないだろうか？　これが臣にとって悪いモノであることの証しよう拠こが、どこかにないだろうか？

　白い、瑞みず々みずしい、筒つつ状じようの花びら。

　すらりと伸びた緑の茎。花束にするために取り除いた、葉の付け根の痕こん跡せき。

　それが変色もせず真新しいままなことに、一真は一真にだけ分かる、気味悪さをひしひしと感じた。だがそんなことを説明してもどうにもならないという、そんなもどかしさを感じながら、一真はふと視線のようなものを感じて、顔を上げた。偶ぐう然ぜんだった。




　窓ガラスにべっとりと脂あぶらの痕あとが張り付いて、部屋を覗き込んでいた。




「……!?」

　外から人間が窓に張り付いて、じいっ、と部屋の中の花を覗のぞき込んでいたその痕跡。花を見つめていた一かず真まはたまたまその脂あぶらの痕あとと目が合ったため、視線のようなものを感じて、反射的に目を上げてしまったのだ。

　普通にしていては、その〝形〟になど気づかなかったに違いない。

　納な屋やの二階であるためろくに掃除がされていない、風雨の汚よごれが一面を覆おおった窓ガラスの中に、紛まぎれるように存在する、その汚れの意味に。

　窓にべったりと顔を押し付けて、両手をガラスに当て、部屋を覗のぞき込む姿すがた。

　顔だけをいつも同じ場所に、しかし一度や二度ではなく行われていたことを示す、いくつもの種類の手の痕を残した、その何者かの痕跡。

　窓枠わくを、ガラスを引っ搔かいた爪つめ痕あとが、窓の汚れと自身の脂の痕に刻まれている。

　そして脂にうっすらと混じっている茶色の脂の痕。血に見えた。

「………………！」

　一真は動揺を押し殺して、必死で窓と花から視線を外し、臣しんの方を向いた。

　そして頑がん張ばってはみたが微かすかな震えの残った声で、花を見ながら物思いにふけっていたらしい臣に、ゆっくりと訊たずねた。

「な、なあ……おまえ最近、疲れてないか？　寝られないとか、ないか？」

　問う。

「うん？　どうしたんだよ、いきなり」

「いや、お……おまえ最近少し、顔色悪わりいからさ……」

「………………そうか、すまん。また心配かけてたみたいだな。大丈夫だ」

　気を遣つかわせたことを詫わびる臣。一真は思わず「大丈夫じゃねえよ」と叫びそうになったが、飲み込んだ。ここで叫んだら余計なことまでぶちまけてしまいそうだった。

「い、いやな、そうじゃなくてだな……」

　一真は必死で言葉を捜さがす。しかしどう続ければいいのかさっぱり思いつかず、「あー」と苛いら立だたしく、茶色の頭をかきむしる。

　臣はそれを、また別の意味に取ったらしい。

「ああ、すまん一真。誤ご魔ま化かすつもりはないんだ」

　そして言った。

「確かにまだ俺おれは、琴こと里りが死んだショックから立ち直ってないと思う。そのせいか最近寝ても嫌いやな夢を見て目が覚めることも多いし、朝起きても、いつも寝た気がしない」

「…………夢だ？」

　気になる単語。

「ああ……琴里のな、夢を見るんだよ」

　臣は答えた。

「部屋のな、窓から……琴里が覗いてるんだ。琴里なのに、俺は夢の中で、恐ろしくて目を覚ますんだよ。ちょっと落ち込むよな」

「……」

　そして落ちた僅わずかな沈ちん黙もくの後、言うべきではなかったと後悔したのか、臣しんは雰ふん囲い気きを変えるように、口く調ちようと話題を変えた。

「そういえば一かず真ま、何しに来たんだ？　この話か？」

　椅い子すの上で身を捻ひねるように一真の方を見て、改めて臣は訊たずねた。

　ここに来た一真の用件は、臣を気分転換に誘さそうこと。だがこの時すでに、一真は元の用件など完全に捨てていた。

　一真は言った。

「臣……怒らないで聞いてくれ」

「何だ？　どうした？」

「この花と、お前の言ってることが本当なら…………琴こと里りは何て言うか……迷って出て来てるのかもしれねえ」

「……は？」

　それを聞いた臣は怪け訝げんな表情をして一真の顔を見たが、一真はこの上なく真剣な顔で窓を指差して顔の輪郭をなぞり────




「こういうのに詳くわしい奴やつを知ってる。会うだけでも会わねえか？　おまえ、このままじゃ、絶対ヤバいことになるぞ。いや、俺もまだ確信があるわけじゃねえけど……バイト先のじいさんが副業で〝そういう仕事〟をやってる。頼むから見てもらってくれ」




　言った。

　そのとき臣は無言で、無表情に、一真の指差した自分の部屋の窓ガラスの汚よごれを、凍こおりついたように見つめていた。




　　　　†




「……で、群むら草くさのじいさんに相談するためにここに来たら……ああなったんだ」




　一真は言った。

　群草の家の、夕刻の客間。蒼あお衣いたちが戻って来て、それにパトカーで送られて来た一真が合流したその後、皆の前で一真が始めた説明は、それから一時間近くに及んだ。

　当の臣は、ここにはいない。

　一真とは別行動だった。あれから連絡を受けて琴里の家のおじさんたちが駅にやって来ることになったことを伝えられ、娘むすめに続いて妻つまにまで飛び込み自殺をされたおじさんのショックを心配し、そちらと行動することに決めたのだった。

　なので今は、ここに〈騎士団オーダー〉の部外者はいない。

　そうなれば配はい慮りよはいらない。一かず真まの説明も、聞く側の認識も、ぼかした表現のない、直接的なものだった。

　しかし元々こういう場で何かを説明するという行為にあまり慣れていないらしい一真の言葉は、聞いている蒼あお衣いたち以上に本人にとって納得いかないようで、何度も悔くやしそうに途と切ぎれては言い直された。

　別にそうしなくとも、蒼衣などは充分に内容を理解できているのだが、それでもなお重ねられる言葉からは、どうしても皆を説得したいという思いが強く伝わってきた。

　証しよう拠こがないことは自分で理解しているが、それを承知の上で親友のために〈騎き士し〉に動いて欲しいという一真の説得。その説得自体は決して上手うまいものではなかったが、それゆえの荒削けずりの真しん摯しさに満ちていて、聞いている蒼衣としては決して不快なものではなかった。

　元々人の頼みごとを断るのが苦手な蒼衣は、多分これを断れと言われたら、それだけでストレスになると思う。だが一真が説得している相手は蒼衣ではなく、あくまでも雪ゆき乃のなのが、惜おしいと言えば惜しかった。




「……夢ゆ見み子こちゃんの〈断だん章しよう〉の予言がなければ、ほとんど無視する話ね」




　案の定、雪乃は一真による説明が終わり、その後の短い沈ちん黙もくの後、真っ先に冷たくそう言い放った。

「雪乃さん、またそんな……」

「事故はうっかり起こるから事故って呼ばれるのよ。もっとも偶ぐう然ぜんさえ必然なのが、〈泡ほう禍か〉なのだけど」

　何故なぜか今日は機き嫌げんの悪い雪乃。いつもと言っていることが少し違う。

　もっとも雪乃は気難しい態度を取りはするものの、それ以上事態をややこしくするような真似まねはしない。この場の主導権があるのは最も実績のある〈騎士〉である雪乃だった。雪乃はしばし不機嫌な目で一真を見やっていたがやがて目を閉じ、まだ語調に憤ふん懣ぬは含まれているものの、静かに言った。

「そうね……とりあえず、その『花』を見てみたい。あなたの心配についての判断は、それからにするわ」

「！　悪わりぃ、恩に着る！」

　雪乃の言葉に、一真が身を乗り出した。

「すぐ見せられるように手配する。臣しんも連れてきて、説明させる」

「物証の方だけでいいわ。そういうものがあるのが分かってるなら、本当に〈潜せん有ゆう者しや〉かどうかも確かじゃない人の話なんて、最初から聞いても時間の無む駄だだわ」

　雪ゆき乃のは言い切る。

「……！」

　思わず鼻白んだ表情になった一かず真まの周りで、その結論と共に、皆が一いつ斉せいに動き出した。

　雪乃が、もう一真からは興味を失ったようにすっと立ち上がって奥の襖ふすまの奥へと消え、それとほぼ同時に背景のように静かに座っていた神か狩がり屋やと群むら草くさが、落ち着いて、あるいは面倒臭くさそうに、それぞれの動作でゆっくりと立ち上がった。

「さて」

　神狩屋がテーブルの上の湯飲みを片付け始め、蒼あお衣いは「あ」と慌あわててそれを手伝うため、腰こしを上げた。

「あ……おい……」

　時間と空気が動き出した客間の中で、一真だけがたった一人だけ、この流れについて行けない様子で、雪乃の消えて行った先に手を伸ばすような動作のまま呆ぼう然ぜんと座っていた。

　その中で群草は一真を見下ろして、言った。

「……どれ。カズ、もたもたせずに、電話なり何なりしろ」

「え？」

　一真は、ぽかん、と群草を見上げる。

「おまえの友達だよ」

　車の鍵を鳴らす、群草。

「『花』とやらを嬢じように見せるのだろ？　送ってやる。無断で友達の家に乗り込むのじゃなけりゃ、確認しろと言っとるんだ」

「あ……」

　群草が深い皺しわを刻んだ口の端を『へ』の字に歪ゆがめて言うと、雪乃の素そっ気けない即断に振り回されていた一真は、ようやく正気に返って腰を上げた。
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　　　三章　　昏い昏い童話







　　　　１




　……石いし田だ臣しんは、目を開けた。




「………………」




　部屋のベッドの上だった。真っ暗な、木の天てん井じようを見上げていた。

　視界の端はしには、電灯の笠かさ。

　後頭部には、硬く潰つぶれた枕まくらの感かん触しよく。




「………………」




　真夜中。部屋は静まり返っている。

　ぼんやりとした闇やみ。部屋に満ちている空気は湿しめって澱よどみ、汗あせばんだ肌はだに、じっとりとへばりついている。

　筋肉が湿しつ気けを吸ったかのように、身体からだが重い。

　しかし目はすっかり開いて天井を見上げていて、肌は部屋の中の空気を感じ、意識は妙みようにはっきりと、夜よ闇やみに落ちる月の光のように冴さえ冴ざえとしている。

　目が、冴えている。

　部屋の天井にわだかまる暗闇を、冴えた目で、無む為いに見上げている。

　それを見る意識は冴え渡っていたが、起きたばかりの頭は透明で何も考えていない。ただ寝転がって見上げている。なぜ自分が目覚めたのかも分からない。




「………………」




　ただ、視線を動かす。

　煤すすに覆おおわれたような色の、闇に包まれた自分の部屋の中。

　ゆっくりと、天井から下ろすように視線だけで見回す。白黒のシルエットと化した見慣れた部屋の景色けしきが、ゆっくりと視線と共に、パノラマめいて動いてゆく。

　と────その視界の中に、急に『黒』と『灰』以外の色彩が引っかかった。




　ぽつん。




　と鮮やかな『白』が、闇やみに包まれている景色の中に、浮かび上がっていた。

　まるで色自体が光を灯ともしているかのように浮かぶ、白い百合ゆりの花弁。それが窓から微かすかに入ってくる夜明かりに照らされて、ぼんやりと輝き、闇の中に灯っている。




「………………」




　無む為いに、見つめる。

　それが何であるか理解していないかのように、透明に冴さえた頭は、ただ無為にその光景を見つめている。

　机。窓。一輪挿ざし。

　そこに白い百合の花が、ぽつん、と、一輪。




「………………」




　闇に沈んだ、冴え冴ざえとした、光景。

　なぜだかその光景を見つめたまま、視線が動かせなかった。

　何か、頭の端はしで予感を感じている。脳裏を内側から撫なでられているような、うっすらとした厭いやな予感が、だんだんと強く、頭の中に広がってゆく。




「………………」




　しん、と広がる、夜の部屋の、闇。

　呼吸さえ止め、窓から入ってくる薄うす明かりだけが照らしている、夜の自分の部屋を、じっ、と見つめる。

　と、その時、不意にその窓を、すうっ、と何かがよぎった。

「！」

　はっ、と視線を動かしたその瞬しゆん間かん、二階の窓の外から死んだ少女の頭が上半分を覗かせてこちらを見ているのに気づいて──────




「………………っ!!」




　がば、と臣しんは目を覚まし、ベッドの上に起き上がった。

　部屋の中は明るかった。外からは朝の光が射し込んでいて、しばし臣は混乱しながら自分の激しい心臓の音を聞いていたが、やがて自分が夢を見ていたことに気づく。

　………………
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　　　グリム童話『なでしこ』




　むかし、あるところにお妃きさきがいました。

　お妃には子供がおらず、毎日神様にお願いをしていたところ、あるとき天から神様の遣つかいが降りてきて、「そなたには男の子がさずかるだろう。その子は望むことは何でもかなうという不思議な力を持っているであろう」と告げました。

　お妃はこのお告げを王様に話し、やがて月がみちて、お妃は男の子を産みました。王様は、それはたいそうお喜びになりました。

　お妃は毎朝王おう子じを連れてお庭へ出て、そこにある透すき通った泉で体を洗っていました。

　あるとき王子が少し大きくなった頃、王子を膝ひざにお妃が眠ねむってしまった時に、お料理番のじいさんがやってきて、じいさんは王子が望むことは何でもかなうことを知っていたのでお妃の膝から盗ぬすみ取り、代わりに鶏にわとりを引き裂さいてお妃の前掛けに血を垂らしました。

　そして王様のところへ駆かけつけると、お妃が王子を獣けものに取られましたと訴えました。王様はお妃のまえかけの血を見ると、これは本当だと腹を立てて、日の光も月の光も射し込まない高い塔とうにお妃を閉じ込めて、外を塗り潰つぶしました。

　お妃は食べものもなく死ぬのを待つばかりでしたが、神様が二人の天使を白い鳩はとの姿すがたで天国からお遣わしになりました。そして七年の月日、食べものを運んでくれました。

　さて、お料理番は王子が口がきけるようになると、「庭と、入用のものが何でもそろっている御ご殿てんが欲しいと言いなさい」と王子に言いました。王子がそう言うと、すぐに欲しいと言ったものは残らず目の前に現れました。

　次にお料理番は、「おまえが一人ぼっちなのはよくない。美しい女の子をともだちに欲しいと言いなさい」と言いました。王子が願うと女の子が現れましたが、その女の子はどんな絵にもかけないほどの美しさでした。

　それからはお料理番のじいさんは王様のような格好で狩りに出かけたりして暮らし、王子と女の子はいつでもいっしょに遊ぶ、心からの仲良しになりました。しかしそのうちお料理番は王おう子じがいまにも親のところに行きたいと言い出すのではないかと怖おそれて、女の子を外に連れ出して、こう言いました。

「あの男の子の寝ている間に、この短刀を胸に突き刺さして心臓と舌したを持ってきなさい。もしその通りにしなければ、おまえの命がないよ」

　そうして次の日もう一度やって来ましたが、女の子は言いつけをやっていませんでした。

「なぜ言ったことをやらないのだ」

「だれにも悪いことをしていない、罪のないものは殺せないわ」

「やらなきゃおまえの命がなくなるんだぞ」

　お料理番は繰り返し言いつけます。そこで女の子は小こ鹿じかの心臓と舌をお皿にのせておき、王子に「ベッドの中に隠かくれていなさいな」と言い、そして「あの子の心臓と舌はどこにある？」とやって来たお料理番に、お皿を渡しました。

　王子はその途と端たんベッドから立ち上がって、言いわたしました。

「この悪党め！　なんだって僕を殺そうとしたのだ！　ぼくが裁きをしてやるぞ。おまえは黒いむく犬になって首に金の鎖くさりをつけて、真まっ赤かに焼けた炭を食べて、喉のどからちろちろ火が出るようになれ！」

　王子が言い終わった時にはお料理番は首に金の鎖を巻いたむく犬に変わっていて、御ご殿てんのお料理番たちが誰に言われるでもなく炭火を持ち出してきて食べさせました。犬の喉からは、ちろちろと炎が出ました。

　王子は女の子に、

「ぼくは故郷に帰るよ。ぼくといっしょに来るかい？」

　と言いました。

　女の子は、遠い、誰も知っている人のいない国に行くのを渋しぶる返事をしましたが、どうしても二人は別れる気にならなかったので、王子は女の子がきれいななでしこの花になるようにと願って、その花を肌はだ身みはなさず持っていることにしました。

　王子は、否いや応おうなしにむく犬を連れて旅に出て、やがて生まれた国へたどり着きました。国に入ると王子はお母さまの閉じ込められている塔とうへ行き、てっぺんまで届く長い梯はし子ごを祈いのって出し、塔の中をのぞきこんで、

「お母さま、生きながらえているでしょうか」

　と大声で呼んでみました。

　お妃は天使が来たのだと思って、

「わたくし、たった今しがたご飯をいただいたばかりですよ。まだお腹なか一杯ですわ」

　と答えました。

　王子は、

「ぼくはあなたの息子むすこです。お母さまをもうすぐ救い出してあげますからね」

　と言うと、塔とうを降り、そのままお父さまである王様の所へ行き、

「わたしはよその土地から来た狩人かりうどです。王様にご奉ほう公こうさせてくれませんか」

　と申し出ました。

　王様は、食用の獣けものを取って来たならば召めし抱かかえようと答えました。

　実は王様の領地に獣がいなくなり、もう何年も肉が食卓に上ることがなかったのです。

　王おう子じは約束し、狩人たちを森に集めると、輪の形に並べさせ、欲しいものを願いました。するとたちまち獣が二百ほども輪の中に飛び込んできて、狩人たちは荷車六十台に積み上げた獲物を王様の御ご殿てんに運び込むことができました。

　王様は大喜びで、御殿をあげての宴えん会かいをもよおすことにしました。

　皆を集めると王様は、このたくみな狩人を自分の隣となりの席に座らせることにしました。

　席につくと王子は、一番えらいご家来が塔の中のお妃きさきがまだ生きておいでかと訊たずねるようにと願がんかけをしました。

　すると念じたとたんに、侍じ従じゆう長ちようが言いました。

「王様、わたくしどもはこのように楽しんでおりますが、塔の中のお妃は、今はどうしているでしょう？　生きながらえておられますか、それともお亡くなりになられましたか」

　それを聞いた王様は、答えました。

「あれはわしの愛いとしい息子を獣に引き裂さかせたのだ。聞く耳は持たんぞ」

　すると王子は立ち上がって、

「お父上、お妃さまはまだ生きております。私はお妃さまの息子です。獣に奪われたのではなく、料理番のじじいのしわざだったのです。これがその悪者でございます」

　と述べました。王子は黒犬を連れてきて炭火を食べさせ、喉のどからちろちろと炎を出させました。そして、

「この犬の本当の姿をお目にかけましょう」

　と言うと、犬が元のお料理番になりますようにと祈いのりました。

　たちまちお料理番が白いまえかけをして、包ほう丁ちようを持ってそこに現れました。王様は腹を立てて、お料理番を地下牢ろうに放り込みました。

　王子は言葉を続けて、

「お父さま、私をこのようにやさしく育ててくれた娘むすめにもお目通りいただけますか。私の命を取るように言いつけられたときも、自分の命が危ないのも顧かえりみず助けてくれたのです」

　と言いました。

　王様は答えました。

「おお、会ってつかわそう」

「ではまず、美しい花の姿すがたでお目にかけます」

　王おう子じは言うとまず懐ふところから美しいなでしこの花を取り出して王様の前にたてかけ、花が少女になりますようにと願うと、どんな絵描きもこれ以上は美しく描けないだろうと思われるほどの美しい少女がそこに立ちました。

「お父様、お妃きさき様はまだ生きておられます」

　王子は言いました。王様はさっそくご家来を塔とうに遣つかわして、お妃をこの食卓へお迎えに上がらせました。

　けれども救い出されたお妃はもう何も食べず、

「塔で私をお守りくださった情け深い神様が、もうすぐに私をこの苦界からお救いくださることでしょう」

　と言いました。

　お妃はそれから三日して天に召されました。

　お妃のお墓にはお妃に食べものを運んだ、あの二羽の白しろ鳩ばとが、とまりました。

　年寄りの王様はお料理番を四よつ裂ざきにさせましたが、深い深い悲しみのため、まもなくお亡くなりになりました。

　王子は花にして持ってきた美しい娘むすめを、花はな嫁よめにしました。

　その王子は、今はどうしているでしょう？　それは神様のお手元のノートに、ちゃんと書いてあるのです。




　　　　†




「…………」




　雪ゆき乃のは時々、自分がとんでもないお人好しなのではないかと思えて嫌いやになることがある。

　今がまさにそうだった。群むら草くさの家の客間のテーブルの上に広げられた『グリム童話』の大判本。雪乃がわざわざ神か狩がり屋やの家から持ってきた『それ』に、男二人が顔をつき合わせて考え込んでいる様子を眺ながめながら、雪乃はこの蒼あお衣いと神狩屋の行いが本当の本当に時間の無む駄だではないのかというこれまで何度も考えた疑問と、そして自分がどうして何の義務もないのにこれを持って来てしまったのだろうという不本意な疑問に、頭を煩わずらわされていた。

　少なくとも雪乃にとって、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の予言に現れた童話を紐ひも解といて解釈するなどという冗じよう長ちようで遠回りで馬鹿馬鹿しい作業は、〈泡ほう禍か〉と戦う上で何の意味もないものだ。

　それは強しいて言うなら蒼衣の〈断だん章しよう〉に関わるプロセス。渋しぶ々しぶながら雪乃も、蒼衣の持つ特異な〈断章〉が〈泡禍〉に与える致命的なダメージを半ば嫉しつ妬と混じりに認めているが、しかし蒼衣の〈断章〉全体的に見た場合には、それを決して有効な〈効果エフエクト〉だとは考えていなかった。

　蒼あお衣いは雪ゆき乃のがいなければ、もう二、三回くらいは〈泡ほう禍か〉で死んでいるはずだ。

　何より性格的にも合わなかった。今まさに〈泡禍〉が進行している中で、童話の本を見ながら衒げん学がくじみた話し合いをしているなど、敵てき意いを〈騎き士し〉としての原動力にしている雪乃にとっては、苛いら立だたしい行為以上の何物でもなかったのだ。

　要するに今、目の前で行われていること。

　雪乃も聞くとはなしに聞かされている。いや違う。単に今はあの一かず真まというちゃらちゃらした風ふう体ていの男が、『花』があるという現場を見せてもらえるように手配しているのを、待っているだけだ。

　今まさに窓の外で、携帯で話をしている一真を。

　そうするしかないだけ。雪乃はそう自分に言い聞かせながら、客間の縁えん側がわに立って、風に揺れるカーテンの隙すき間まに指を差し込んで、すっかり薄うす暗ぐらくなった表に点ともっている千ち恵えが店番をしている工房の明かりと、その明かりの中で話をしている一真の携帯に点っている緑色の光を、網戸越しに憮ぶ然ぜんとした表情で眺めた。




「……『なでしこ』かあ。さすがにこれは題名を言われても思い出せなかったな。読んだら思い出したけど」

「僕は初めて聞きました」




　そんな雪乃の背後で、神か狩がり屋やと蒼衣が、そんな話をしている。

　話しているのは夢ゆ見み子この予言に出てきた童話。そのタイトルが、『なでしこ』。

　雪乃も知らない童話だった。そして何だかんだでここに来る途と中ちゆう、雪乃もその童話に目を通していた。そのため、それなりに話が理解できる自分が腹立たしくもあった。この二人に毒されているような気がしたからだ。

「まあ『マイナーなグリム童話』、ということになるのかな？」

　そんな雪乃の内心など当然よそに、神狩屋は言う。

「でもグリム兄弟の調べた中ではそれなりに重要な位置にあったのか、この本には書いてないけど、原本では『赤ずきん』みたいに二種類の話があるんだ」

「そうなんですか？」

　応じる蒼衣。

「うん、といっても類話のようなもので、話の筋が全然違った『赤ずきん』の第二話と違ってほぼ完全に話は同じなんだ。違うのは細かいところがもっと素そ朴ぼくな道具立てになってて……例えばこの話では王おう子じが祈いのって作り出したヒロインの少女が単に育てに出された先の森番の娘むすめだったり、それから王おう妃ひも塔とうではなく普通に牢ろう屋やに閉じ込められて、最後も死ぬこともなく助け出されたりする」

　神か狩がり屋やは顎あごに手を当てて、思い出しながら語る。

「確かに地味になってますね……」

　頷うなずく蒼あお衣い。

　そして続けて、

「……あ、違う、逆なのかな？　こっちの話の方が派は手でになってるんだ」

「うん、いい見方だね。僕もそう思う。民話というのはだんだん尾ひれがつくことが珍しくないし、グリム兄弟も版を重ねるごとに表現を派手に改稿していた。結果として『なでしこ』も派手な方のこの話が決定稿とされて、二話目は削さく除じよされているしね」

　言った蒼衣の見解に、神狩屋も同意した。

「まあそれはともかく問題にしなきゃいけないのは、あの一かず真ま君の訴えが事実なら、この『なでしこ』にどう符ふ合ごうするかということだね。まだ〈泡ほう禍か〉の確証はない状態だけど……あの『花』の話を聞く限り、可能性は高い気がするね。残念ながら」

「そうですね……」

　再び頷うなずく蒼衣。そして蒼衣がそこでちらと雪ゆき乃のに目を向けたので、うっかりそちらに目を向けた雪乃は、ちょうど目が合ってしまった。

「雪乃さん、えーと……お姉さんは、何て？」

　訊ききづらそうに蒼衣が、言った。

　こんなところで話を振られても鬱うつ陶とうしい。しかし目が合ってしまった手前拒否もしづらく、また〈騎き士し〉としての義務感もあって、雪乃は渋しぶ々しぶ口を開いた。

「姉さんは……」

『水臭くさいわね。私がここにいるんだから、直接訊けばいいのに』

　途と端たん、風かぜ乃のが背後から肩かたごしに覗のぞき込むように身を乗り出して、うっすらと笑った。

「……！」

　肌はだにうっすらと悪お寒かんが広がった。その悪寒が左手首に触ふれて、そこに刻まれた古傷を、じわりと微かすかに痛ませた。

　蒼衣の表情が、「う……」と苦手意識と申し訳なさに曇る。

　雪乃は微かに眉まゆを寄せながら、その亡ぼう霊れいの声と存在とを無視した。

「とりあえず姉さんも、気配みたいなものは感じてるらしいわね」

　意識して淡々と、雪乃。

「少なくともあの踏切の事故は、何がしかの〈泡禍〉の一部だと思っていいみたいよ」

『曖あい昧まいなのは許してね。悪夢は夢だもの。見ている時にはとてもはっきりとしていて傷も残すけど、醒さめてしまえばすぐに薄うすくなってしまって、それを追いかけるのは霧をかき集めるより大変なのよ』

　風かぜ乃のは嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。そんな風乃の声は聞こえない神か狩がり屋やは、雪ゆき乃のの言葉を聞いて、ふむ、と一つ頷うなずいた。

「となると、今のところは白しら野の君が見たものが全すべてということだね」

「えーと、まあ……そういうことになりますね」

「犬を見たんだったね。そして事故に遭あった女性の首をくわえて、逃げ出した」

「はい……」

　蒼あお衣いもどこか自信なさげだが肯定する。

　逃げたあの犬はまだ見つかっていないが、素す性じようはすでに分かっていた。蒼衣は聞いた、事故の現場で臣しんが呟つぶやいたらしい『シーザー』という言葉。それがあの犬の名前だった。あの犬は死んだ女性の家の飼かい犬で、一かず真まも臣もよく知っている犬だったのだ。

「『犬』、そして『花』。符ふ合ごうはするね」

　考え深げに、神狩屋。

　蒼衣も同じように首を捻ひねって、そして神狩屋に訊たずねた。

「あの……『なでしこ』の話は、象徴としてはどうなんですか？」

「難しいね。道具立てのとても多い話だから、どこから解釈すればいいものやら、といったところだよ」

　神狩屋は答える。

「そうだね……とりあえず『犬』と『花』かな。花はなでしこの花だけど…………グリムでドイツだから、いわゆる大和やまと撫子なでしこじゃないね。オランダナデシコ、つまりカーネーション類のことを指すのがここでは自然だと思う」

「カーネーションですか？」

　蒼衣は驚いたように言う。

「カーネーションとナデシコは近いんですか？　ナデシコは大和撫子って言うくらいだから日本の花で、カーネーションといえば母の日の花だとしか……」

「うん、まあ僕も植物学的にはよく知らないけど、日本語でいうところの『ナデシコ』を指す英語は『ｐｉｎｋ』で、ナデシコもカーネーションもまとめて呼ぶ総称だよ」

　神狩屋はテーブルに軽く頰ほお杖づえを突いて、言った。

「それから母の日だけど、カーネーションを母の日に贈るのはアメリカ発はつ祥しようの、かなり新しい風習なんだ。本来の母の日、つまり『マザース・デイ』と呼ばれてたのは、宗教改革頃のキリスト教会が行っていた祝日で、地域などよって時期も定まってない五月のどこかの日のことを言う。この日は信徒が母ぼ教きよう会かいに礼拝する日とされて、結果として奉ほう公こうに出た子供が里帰りして母親に会える日になったらしい。この日には教会が、母親に贈る花束を作って配っていたらしいよ」

「へえ……それが母の日の元なんですか？」

「いや、今の日本で行われてる母の日は、実はそれとは違うんだ。こっちの母の日はアメリカの南北戦争が終わった頃に、ある女性政治活動家が夫や子供を戦場に送るなという趣旨の『母の日宣言』を行ったのが起源になってる。その活動は女性活動家の死後に実を結んで、彼女の娘むすめが亡き母を偲しのんで教会で行った記念会で好きだったカーネーションを捧ささげたことからカーネーションをシンボルにした母の日活動が行われるようになった。そして後にそれがアメリカの祝日になって、それが日本に入って来たというわけなんだ」

「ははあ」

　感心する蒼あお衣い。対して雪ゆき乃のは鼻を鳴らした。

「……無用の長物に聞こえるわね」

「まあ、古いものの方が好きな僕としても、雪乃君とは違う意味で同意するかな」

　苦笑して神か狩がり屋や。

「実はいま言ったことも、僕が昔の『マザーズ・デイ』の方を先に知って、てっきり母の日もこの流れだと思い込んで、どうして花がカーネーションになったのか調べようとして知ったんだけどね……」

　そして神狩屋は、ははは、と、どこか情けなさそうに笑った。

　蒼衣が残念そうな顔をした。

「あー、じゃあ母の日は、あんまり『なでしこ』の話に当てはめられるような象徴っぽくはないですね」

「うん、まあ、そうなるね」

「母の日以外にも、カーネーションが何かを象徴してたりするんですか？」

「もちろん。結構象徴として面白い花だよ。概おおむねカーネーションは、昔から幸運や愛のシンボルと言われているんだ」

　神狩屋は蒼衣の問いに、多少居い住ずまいを正して説明を始めた。

「例えば僕の仕事に関係するところでは、絵画においては結婚のシンボルとされていることかな？　西洋の古い肖像画のモデルがカーネーションを持っていたら、その絵は結婚の記念に描かれた絵である可能性が高いんだ。あと、つぼみが釘くぎの形に似ているので、キリストの磔たつ刑けいに使われた釘との連想でキリストの受難を象徴する花ともされている。そこからの派生かカーネーションの咲かせる鮮やかな赤い花は、キリストの血を表すなどとも言われている」

「『愛』と『受難』ですか……『なでしこ』の物語には綺き麗れいに当てはまりますね」

「いや、『キリストの受難』は、単なる人が受ける受難とは違って宗教的な意味になってしまうから、そうとも言えない。まあそれでも『愛』だけで充分該がい当とうはするのかな。花というのはナデシコに限らず、ヨーロッパ圏ではそれぞれ魂たましいの美徳の表れとして認識されているんだよ。ユリが純潔や高潔の証であったりして、で、それらの意味を踏まえて贈り物にしたり、絵画や紋もん章しようを作ったりするんだ。

　どこの文化でも花には意味があるけど、美徳の象徴とするのは特にヨーロッパ的な文化と言えるかもしれない。あと、魂たましいとの関連か、花は世界中で人の死とも関係が深いね。葬そう式しきに使うとかそういう意味だけじゃなくて、墓や死体のこぼした血から花が咲く、といったような俗信や伝説が、それこそ世界中にあるんだ。有名なところは中国の虞ぐ美び人じん草そうとか、ギリシャ神話のアドニスの流した血から咲いたアネモネの伝承とか。中世ヨーロッパでは処刑された罪人のこぼした血の痕あとから花が生えて、魔力を持つとかいう俗信もあったそうだよ。

　それから『なでしこ』の話に少し関係しそうだけど……人間が花になってしまう神話伝承、あるいは童話民話も実は世界中にたくさんある。ギリシャ神話の、水に映った自分に見とれるあまり水すい仙せんになってしまったナルキッソスなんかを代表としてね」

「ナルシストの語源ですよね」

「そう。昔から人間は、花に人を仮か託たくするのが好きだよね」

　口元に手を当てる蒼あお衣いと、どこか楽しげに話す神か狩がり屋や。

　雪ゆき乃のはちら、と自分の肩かた辺りに視線を向けて、皮肉っぽいものを滲にじませた冷たい声で、小さく話しかけた。

「姉さんが好きそうな話じゃない？」

　楽しそうに目を細めて、その雪乃の言葉に風かぜ乃のが答えた。

『そうね。ナルキッソスは嫌きらいじゃないわ。滑こつ稽けいだけど、少なくとも美しいもの』

　そして流し目のように雪乃を見る。

『……それとも私がナルシストだ、って言ってるのかしら？　それも否定はしないわ。まるで水みな面もに映った自分のような私と雪乃だもの。私は愛と哀れみをもって雪乃を、そして雪乃は憎ぞう悪おと憧あこがれをもって私をずっと見つめているけれど、これはどちらがナルキッソスで、どちらが鏡像なのだと思う？　体があるのは雪乃の方だけど』

「…………」

　くすくすと笑う風乃。雪乃は憮ぶ然ぜんとして、むっとした表情で部屋の中に視線を戻した。

　この世に生まれてから今まで、いかなる種類の言い合いにも、雪乃はほとんど風乃に勝てたことがない。

　生前は強烈な拒否と断定によって。そして今は絡からみつくように紡つむがれる、例えと装飾と皮肉に満ちた、蜘蛛くもの巣のような言葉によって。

　雪乃は自分がそれに勝てるほど頭がよいとは思っていないが、その苦手意識さえも含めて、何かひとこと言わなくては気が済まないくらいに風乃のことが嫌いだ。ただし、こうして言い負かされて腹を立てている自分には意味がある。こうして憎悪や怒りを忘れず強め続けることは、己の〈断だん章しよう〉の糧かてなる。

「……」

　それを知っているからだろう、蒼衣が雪乃の表情に、気き遣づかわしげに視線を向ける。

　雪ゆき乃のはそれを無視する。普通などというものに囚とらわれている、それどころかそちらを志向している蒼衣には関係のない話だ。

　蒼あお衣いは今のところは困ったような表情で諦あきらめて、軽い溜ため息いきと共に視線を外す。

　それらを見ながら宙に座り、顎あごの下で手を組んで乗せ、楽しそうに目を細める風かぜ乃の。ただ一人関係のない神か狩がり屋やが、一人で話を先に進めている。

「……あとは『犬』だね。犬は昔から人類の友だったわけでほぼあらゆる文化圏けんで何がしかの象徴として扱われているけど、黒犬は中でも特別な位置にあることが多いね」

　続ける神狩屋。

「中世ヨーロッパでは、黒犬は魔女に従う悪魔や悪あく霊りようとされていたんだ。使い魔や、魔女自身が魔術で変身した姿であるとも言われていた。魔女狩りで告発された人に飼かい犬がいたら、まず間違いなく有罪の証しよう拠ことされただろう。これから分かるように黒犬は悪徳の象徴、特に貪どん欲よくや性欲、堕だ落らくの象徴だった」

　そして、一拍。

「そう考えると────『なでしこ』で貪欲さゆえに王おう子じに裁かれた料理番が、黒犬にされたのは象徴的だとも言えるね」

「ああ……それは……そのものですね」

　その見解を聞いて、蒼衣も応じた。

「で、犬にされて、炭火を食べさせられるんですね……」

「うん、火は裁くものであり浄化するものだね。それに炭火はよく、清めの儀ぎ式しきとして裸足はだしで炭火の上を歩く『火渡り』や、火傷やけどするかどうかで罪を判別する『神判』に使われた。魔女が火ひ炙あぶりになるのは、火の浄化作用のため魔女にも耐えられないとされていたからだ。

　それに犬は、よく火に象徴として関連付けられてもいるんだ。ナイル流域に、火を持たなかった人間の祖先のために、犬が天界から自分の尻尾しつぽに火をつけて盗ぬすんでくるという神話があるんだよ。それどころじゃない、犬が人間に火を伝えたという神話は世界中にあるんだ。ニューギニアやネイティブアメリカンの神話にも似たものがある。それから南アメリカの神話には、犬がそもそもの火の持ち主だったという神話もある。

　あと……『黒犬』と『火』、というのは、実はイングランドでは特に不ふ吉きつな組み合わせだ。イングランドには、出会ったら死ぬと言われている、燃えるような目を持った『ブラック・シャック』などと呼ばれている大きな黒犬の、有名な伝承がある。これは十六世紀には出現の記録まで残っていて、この記録によると『ブラック・シャック』が教会を襲おそって三人の死者が出たと書かれてる。この悪魔の黒犬が教会をめちゃめちゃにして通り過ぎた後には二人窒息死していて、三人目の死体は、革かわを火で炙あぶったかのように縮んでいたそうだ」

「うわあ……ほんとですか？」

「さあね、真しん偽ぎは置いておくにしても、記録があるのは確かだよ。あと、そこまで不吉なものではないけれども、犬は死とも関連付けられている動物だ。犬はたくさんの文化圏の神話で死者の国を守り、魂たましいを先導する役目を果たす動物として描かれている。例えば有名な地じ獄ごくの番犬『ケルベロス』。エジプトで死者を裁くのは、犬の頭をした神『アヌビス』。冥めい府ふの女神『ヘカテー』は、犬に変身するとされる。古代メキシコでは死者の魂の案内をさせるために犬を育てて、人が死んだ時にお墓に副ふく葬そうしたり、生いけ贄にえにしたりしたらしい」

「……」

　最後の言葉を聞いた蒼あお衣いが、ふと腕うでを組んで考え込んだ。

「花が魂で、犬が死者の案内役なら……『なでしこ』で花と犬に変えられた二人は、象徴で見るとどちらも死んでますよね」

「……ははあ」

　蒼衣の提案に、頷うなずく神か狩がり屋や。

「そう考える見方もあるかな」

「実は娘むすめも料理番も王おう子じに殺されたという暗あん喩ゆで……その二つを連れて旅に出た王子も、やっぱり死んでいる、みたいな解釈とかは……どうでしょうか」

「うん、面白い解釈だと思うよ。言われてみればこの『なでしこ』の話の道具立ては、妙みように死とか、魂とかにまつわるものが多い気がするね。例えば『塔とう』も『梯はし子ご』もどちらも昇天のシンボルだし、『心臓』は魂の象徴だ。『鶏にわとり』の中でも雌めん鶏どりは犬と同じように霊れい魂こんの先導役として扱われるし、『天の使い』なんか言うまでもない。それにユングの象徴判断では、『泉』も魂の象徴だというし……」

　神狩屋も考え込む。

　雪ゆき乃のは考え込み始めた二人からうんざりと目を離して、再び縁側の窓の外を見た。

「……馬鹿馬鹿しい」

　呟つぶやく。しかしそうは思うものの、雪乃も待つしかない。

　目的意識もなしに待つというのは嫌いやなものだ。少なくとも雪乃の性しよう分ぶんではない。

「……」

　雪乃は、表の明かりを見る。

　初動が早いことは僥ぎよう倖こうだが、事態が進むまで待つしかできないのは苦痛だ。

　一かず真まの電話は終わらない。一度通話を切って、折り返しを待っていた気配がある。

　苛いら立だたしい。雪乃の目に映る窓の外では、庭に敷かれた灰色の砂利じやりと、それを取り囲む白しろ塀べい、そしてその向こうに広がっている空と山の景色けしきが、すっかり落ちつつある日の色の中に、刻々と沈みつつある。




　………………







　　　　３




　薄うす墨ずみを滲にじませたような淡い闇やみを広げている夕空の下、開け放たれた工房の入口から溢あふれている電でん灯とうの光に照らされながら、一かず真まは待っていた。

　臣しんの携帯に電話をしたものの、慌あわただしい雰ふん囲い気きの中で「今ちょっと取り込んでいる」と言われて折り返しを待つことになった一真は、携帯を片手に所在なさげに足元を見つめて、無言で靴くつの先で砂利じやりをかき混ぜていた。

　工房の入口から射す光が足元にも射し、砂利の上に黒々と伸びる自分の足の影。

　風が吹いているため暑しよ気きはあまり感じない。風の音がする夕刻の静けさの中で僅わずかに聞こえるのは、カーテンが閉じた母屋おもやの明かりから聞こえる、〈雪の女王〉の〈ロッジ〉の者たちが話をしている声と、工房にいる群むら草くさが時折立てる、重い物音ばかりだった。

「あー……ちくしょう」

　その中で、小さく舌した打うちしてぼやく、一真。

　落ち着かない。早く〈雪の女王〉にあの『花』を見せる手配をしなければという焦あせりもあったが、それ以上に「取り込んでいる」と言っていた臣の方の状況も、一真は気になって仕方がなかった。

　電話から聞こえた臣の声は、言葉の通り何か他ほかのものに気を取られているようだった。

　そして気を取られているのと同時に、何か焦っているようにも聞こえたのだ。

「何かあったんじゃねーだろうな……？」

　爪つま先さきで砂利に掘った穴を踏み消して、呟つぶやく一真。

　その時、不意に足元にかかる工房の光に、大きく影が差した。

「……木き之の崎さき君、キミさ、そこでガシャガシャされるとすっごい気になるんだけど」

　そんな抗議と共に、工房の戸口に腰こしに手を当てて立った、千ち恵えの影。キャスケットを被かぶり、包ほう帯たいだらけの千恵は、そちら側だけ露出した右目を物言いたげに細めて、口元を曲げて一真を見やった。

　初めて親に煙草たばこを見られたのにも似た表情で、ばつ悪く一真は答える。

「お、おう。悪わりぃ……」

　子供の頃から暴走列車のような性格の琴こと里りとつるんでいた一真は、こう見えて実のところ、強く出てくる女性に逆らえないところがあった。

　目を逸そらし、頭をかきむしる一真。

　千恵はそんな一真の動作を不潔と見たかちょっと嫌いやそうに眉まゆをひそめ、それからどこか呆あきれたような調子で、工房の売店を顎あごで指して言った。

「苛いらつくくらいなら、棚たなにハタキでもかける？」

「んな余よ裕ゆうまではねーよ」

　軽口っぽい千ち恵えの言葉に、まともに答える一かず真ま。

　つい最近この〈ロッジ〉の保護を受けたこの千恵は、一真の知る限りの被害者の中で一番酷ひどい傷を負っていた。

　そのため最初は遠えん慮りよが────というより正直に言うと最初に見た時には引いたのだが、千恵は芯しんが強いのか〈泡ほう禍か〉被害者の中ではかなり真まっ直すぐな性格をしていた。そのおかげで、そして歳としも同じこともあって、気き鬱うつや偏へん屈くつの多い〈ロッジ〉のメンバーの中では、一真にとって千恵はかなり短い期間で友人になれた人間の一人だった。

　その気安さで、一真は言った。

「大体その仕事は俺おれのバイトだったのに、おめーが来たから失業したんじゃねーか」

「ん？」

　千恵は半ば近く包ほう帯たいで隠かくれた顔に、とぼけたような表情を作る。

「あー、そうだったね。ごめん」

「それだけかよ！」

　千恵は特に悪いと思ってなさそうな軽い調子で、あっさりと流した。

「うん。ていうか木き之の崎さき君さ、家のほう手伝えば？」

「やだよ、かっこ悪わりい。俺、この格好だぜ？　花屋なんか手伝ったら、笑われるか客に逃げられるよ」

　半分は本気、そして半分は違う、この話題になった時の一真のお決まりの台詞せりふ。

「両方かも」

「ひっでえ。まあ……理由はそれだけじゃないしな。俺の〈断だん章しよう〉、花だし」

「！　あー、そっか、忘れてた。これはマジでごめん」

「いや、気にすんな。気にされると俺の方が困る」

　一真の家は母子家庭だ。昔は手伝いもしていたが、中学校の頃に格好つけで手伝いをしなくなり、そして今はトラウマのせいで、手伝いたくても手伝えなくなった。

　千恵は言った。

「ああ、うん……困る気持ちも分かるな」

　そして、顔の包帯を手袋をはめた指先で搔かきながら、

「じゃあ謝るのもやめとく。この話はおしまい」

「ああ、助かる。でもまあ、そんなに気張って気にしなくてもいいぜ」

　言う千恵に、一真もそう言って応じる。

　気にされるとかえって困るのは、千恵自身の怪け我がも同じなのだろう。むしろ千恵の方が切実なはずだ。なので一真もあまりうるさく言うつもりはなかったが、それにしてもすぱっとした千恵の応答は心地よかった。

「……」

　そこで不意に思い出したのは、琴こと里りの在りし日。

　慌あわてて一かず真まはそれを頭の中から消し、話題を変えた。

「……でもまあ、俺おれ程度のトラウマでそれなんだから、ずっとそれと向き合ってる〈騎き士し〉ってのはすげーよなあ」

　一真は言う。

「ていうか、信じらんねえ。しかも暴発したら命に関わるような〈断だん章しよう〉も多いんだろ？　海部あま野のサンのも、そういうやつだよな」

「うん、一回やらかしただけで、コレだからね。次はないかもね」

　千ち恵えは顔の包ほう帯たいをなぞる。時々こういう諦あきらめの発言をするのと、潔けつ癖ぺき症しようさえなければなあ、と一真は思う。まあ無理もないのだが。

「……んなこと言うなよ。気をつけてくれ」

「ありがと。でも、どうせ死ぬんなら、私も〈騎士〉になって誰かの役に立って死んだ方がいいのかな」

「いやあ……やめとけ」

　千恵の溜ため息いき混じりの呟つぶやきに、顔をしかめて一真。

「怖こわいし痛いしマジで死ぬぞ。大体あいつらは特別なんだよ。俺、群むら草くさのじーさんに付き合って、じーさんみたいに世話役じゃない〈騎士〉に五人くらい会ったことがあるけどな、会った奴やつほとんど全員、顔あわせるだけで不安になるような目ぇしてるか、雰ふん囲い気きしてるか、格好してるか……とにかくそんなヤバい奴らばっかりだったぞ」

　言いながら、母屋おもやの方へと目を向けた。

「言っちゃ悪いが────あの、〈雪の女王〉もさ」

　同時に、明かりの漏もれている縁側のカーテンに、細い隙すき間まを見つけた。

「あ」

　そしてそこから垣かい間ま見みえた、鋭い目。慌てて一真は口をつぐんで目を逸そらした。

　と────




「うお！」




　いきなりブゥーンと手の中で携帯が震えて、一真はびくっとなって思わず声を上げた。

　完全に気が逸れていたところへの不意打ち。慌てて画面を確認し、そこに臣しんの名前があるのを見て、一真は急いで通話ボタンを押して、携帯を耳に当てた。

　同時に話しかける。

「臣？　終わったか？」

　待ちに待っていた、と言わんばかりに。しかし携帯から聞こえたのは一かず真まが期待した問いへの答えではなく、一真の問い以上の勢いで被かぶせられた、臣しんの焦あせった声だった。

『一真か!?　今そっちに向かってる！　ねえさんを見なかったか？』

「あ？」

　聞き返すしかなかった。

「ねえさん？」

『梢枝こずえねえさんだ！　そっちに行ってないか？』

「……はあ？　何でだ!?」

　思わず声が裏返った。梢枝。パートをしながら家事手伝いをしている、琴こと里りの姉だ。

　言っては何だが琴里の家庭には問題があり、形だけでも家族が揃そろって正常化したのはつい最近のことだ。その間ずっと様々な意味で琴里の母親代わりだったのが、琴里より八歳さい上の姉である、この梢枝だった。

　どちらも一人っ子だった一真と臣しんも実の姉のように世話になった、琴里とは正反対の家庭的なお姉さん。

　今や父親と二人だけになった金かな森もり家の片割れ。ここで名前が出て来ること自体はおかしくなかったが、こっちに来ているというのは意味が分からなかった。

「梢枝姉ねぇが？　どういうことだよ!?」

『ねえさん、パート先からこっちに来て、ショックで倒れたんだよ！』

　一真の詰きつ問もんに、移動しているのだろう、背景にバタバタと慌あわただしい音を交えて、臣も怒ど鳴なるように答える。

『で、駅の椅い子すに寝かせてたら、いつの間にかいなくなってたんだ！　目が覚めてすぐ、事故のあった踏切の場所を訊きいてたらしい。おまえ、あの工芸館にいるんだろ？　おれたちも今、そっちに行ってる！』

「わ、わかった、見てくる！」

『頼む！』

　一真は携帯を耳に当てたまま、訝いぶかしげな表情をした千ち恵えをその場に残し、大急ぎで門の方へと駆かけ出す。

　胸の中に一いつ斉せいに焦あせりが広がり、皮ひ膚ふに鳥とり肌はだが立っていた。

　不ふ吉きつな予感と恐れ。今日あったばかりの衝しよう撃げき的てきな死は心臓の芯しんの辺りにずっと取れない緊張を残していたが、それが今の電話をきっかけにして動き出し、厭いやな想像と感覚を全身で生産し始めたような、そんな感覚だった。

　息が上がるほどの焦しよう燥そうに囚とらわれて走り、門柱に手をかけて、通りに身を乗り出して踏切のある遠くを見る。

　もう完全に薄うす墨ずみ色いろをした空と、その下に色彩を沈ませて広がる山を背景にした景色けしきの中に、たくさんのカラスが飛んでいて────ちょうどその真下にある小さな踏切が見えた時、そこにぽつんと、白い背中が座り込んでいるのが見えた。




「…………!!」




　背中に悪お寒かんが駆かけ上がった。白い服。長い黒髪かみ。

　間違いない。梢枝こずえだ。彼女は路面に口づけせんばかりに低く線路に屈かがみ込んでいて、その周りをたくさんのカラスが遠巻きにし、侵入者を威い嚇かくするような騒そう々ぞうしい啼なき声で、禍まが々まがしく騒ぎ立てていた。

　ひどく鬱うつ々うつしい、自殺寸前の絵描きが描いた墨すみ絵えのような光景。

「…………!!」

　見た瞬しゆん間かんに〝怖おそれ〟に心臓を摑つかみ上げられた。猛もう烈れつに不ふ吉きつな既視感。頭の中が瞬またたく間に一杯になった。

「……いた！　梢枝姉ねぇだ！」

　一かず真まは携帯に向けてひとつ叫ぶと、そのまま返事を待たずに思い切り駆かけ出した。

　今日の昼。あの時。あの瞬間。あの思わず脚あしが竦すくんでしまった光景が、もう一度目の前で繰り返されようとしている風ふうにしか見えなかった。

「梢枝姉ぇ!!」

　喉のどから叫ぶ。全力で走った。

　耳元で風が唸うなる。視界が振動し、景色けしきが流れる。

　しかし今度は警報が鳴り出すこともなく、一真は彼女のいる踏切まで辿たどりついた。夕闇やみの落ちる小さく寂さびしい踏切。そこに一真が駆け寄ると、その足音に驚いたカラスの群れが大騒さわぎをして一いつ斉せいに飛び立ち、後にはカラスの羽ばたいた後の空気と、一度は踏切が水で洗い流されているにも関わらずカラスを集めていた血と肉の腐ふ敗はいし始めた生なま臭ぐさい異い臭しゆうが、漂ただようようにして残留していた。

　と────




　ぞく、




　そこで一真の足が、止まった。

「………………!!」

　目の前にいる、梢枝。しかし背を向けた彼女が白く線路に這はう光景は、彼女を心配してここまで必死で走って来た一真の足さえも止めてしまうほどに、不ぶ気き味みで異様な光景だった。

　そこにあったのは、不快な生臭い臭においの立ち込める中、まだ黒々と濡ぬれている水浸しの踏切の中にべったりと這はいつくばった白い服を着た女性の姿すがただった。振り乱された黒く長い髪かみの毛。亡ぼう霊れいじみた、白いワンピース。

　異い臭しゆうの立ち昇る路面に両手をつき、両膝ひざをついた、〝それ〟。

　膝に組み敷かれて地面に垂れ下がったスカートは、血の混じった水を線路と周りから吸い上げて、じんわりと薄うす赤く染まっていた。

　瞬しゆん時じに蘇よみがえる、ここで起こった惨さん劇げきと、赤黒い血の海の記き憶おく。

　まるでその名残なごりである血の海から現れた亡霊のようなその姿は、目を離すのさえ恐ろしく思えるような狂気さえも感じさせ、自分がここに立っている理由すらも一いつ瞬しゆん忘れるほどに、異常なものだった。

「…………………………!!」

　汗あせが冷たくなる。

　慄りつ然ぜんと、ただ名前を呼んだ。

「こ……梢枝こずえ姉ねぇ……」

　答えはなかった。

　だが、答えの代わりに線路に這いつくばった女は、ゆっくりと身じろぎし、意思の感じられない動きで、ゆらりとこちらを振り返った。

　そして女の、口が動く。




「……あ……カズくん……」




　魂たましいの抜けたような表情だったが、とにかく答えが返ってきたのを聞いて、一かず真まはようやく、はっ、と我に返って、梢枝に駆かけ寄った。

「な、何やってんだよ！　梢枝姉ぇ！」

　両脇わきに手を入れ、上半身を引きずり起こす。

　身を起こさせると、梢枝のスカートの前はほとんど腰こしの辺りまで薄まった血の色で染まっていて、なすがままに一真に支えられた体には、ほとんど力が入っていなかった。

「おい、しっかりしろって！　どうしたんだよ！」

「う……うん、ごめんね。頑がん張ばってここに来たんだけど……また気分が悪くなって……」

　考えてみれば昔から梢枝は貧血気味で、頻ひん繁ぱんに気分を悪くしたりする体質だった。

　そんなことは知っていたはずで、一真もまず最初にそれを思いつくべきだったのだが、いま置かれている状況の異常が、そんな普通を思い浮かばせなかった。

　それを聞いて一真は安心すると同時に、今度は普通に心配になる。

　もし電車が走ってきたらどうする気だったのだろう。一真はとにかく梢枝の体を踏切の外に出そうとして、支えた上半身を引っ張ったが、人間一人の重みがずっしりと腕うでにかかって、逆にたたらを踏むことになった。

「ちょ……し、しっかりしてくれよ、ここにいたら危ねえだろ……！」

「う、うん、わかってるんだけど……」

「大体、何でこんなとこ来たんだよ。駅にいたんだろ？」

「駅で……お母さんの頭をシーザーが持って行った、って聞いて、気が遠くなって……このままじゃシーザーが警察の人とかに殺されちゃうかもしれない、って思って……目を覚ましてから、私がシーザーを見つけなきゃ、って……」

　うわごとじみた響ひびきの、力の入っていない声で、梢枝こずえは一かず真まの疑問に答える。

　そういうことか、と一真は納得した。梢枝はあの母親とはうまくいっていない。あの母親のために、ここに来るとは思えなかったのだ。

「馬鹿。人襲ったわけでもねーのに、人ん家ちの犬、勝手に殺すわけねえだろ」

「そ、そう……？」

「ちゃんと考えりゃ分かるだろ。それなのにこんなとこ来やがって……梢枝姉ねぇ、琴こと里りの時も倒れただろうが。弱っちいんだからあんま無茶すんな」

「ごめんね……」

　虚うつろだった梢枝の声が、感情で湿しめっぽく罅ひび割われた。

「琴里があんなことになって……シーザーまで……って思ったら、もう……」

「あー、もう、頼むから立ってくれよ……」

　困り果てて、一真は言う。

　言って、全身に力を込めて何とか少しは梢枝を引きずるが、腕うでが痛かった。正直泣きたいのは一真の方だ。

　梢枝は情が厚い。人とも物とも強く感情的に繫つながるタイプだ。

　だが同時に、そんな繫がりがなければ、自分も生きられないタイプでもある。

　これまでずっと、梢枝は不幸な家庭の中で琴里を守ってゆくことを自分の使命として、それで自分を支えて来た。そして彼女にとって守るべき家族は、妹の琴里と、そしてシーザーだけだった。

　母親が浮気で家を出て行き、父親が荒れ、最近よりを戻すまでの、この十数年ずっと。

　その大きな結びつきの対象が、ごっそりと抜け落ちた。

　そんなところに重ねて、この出来事。

　こうなる気持ちは理解できなくもない。だが、今はそれどころではない。

「ほら、しっかりしろって……」

　一真は言う。そしてそう言った────ちょうど、その時だった。




　カンカンカンカンカンカン!!




　突如として鼓こ膜まくを叩たたく甲かん高だかい警報が鳴り出し、一いつ瞬しゆん遅れて、薄うす闇やみに包まれていた視界を明滅する真まっ赤かな光が塗り潰つぶした。

「げ」

　ぎょっ、と心臓が跳はね上がった。胸の中に、わっ、と焦あせりが湧わき上がった。

　普通に踏切を渡っている時に鳴りだしても、それなりに焦る。それがこの状況では、湧き上がった恐怖も焦しよう燥そうも、そんなものの比ではなかった。慌あわててもがくように梢枝こずえを線路から引きずり出すのを再開したが、力の入っていない梢枝の足が妙みような具合に突っかかり、上手うまく動かせない。足が支点になって体が浮くばかりで、焦れば焦るほど動かない。




　カンカンカンカンカンカン!!




「く、くそ！　このっ……！」

　頭の中に蘇よみがえる、あの惨さん劇げきの光景。

　巨大な車体に巻き込まれて粉ふん砕さいされた身体からだ。霧のように飛び散った血。

　視界は一杯に警告灯とうの赤い光が明滅し、踏切の景色けしきが不ふ吉きつに照らし上げられる。鼻に血の腐ふ敗はい臭しゆうが満ち、耳には凶きよう暴ぼうな鐘かねの音が叩たたきつけられて、その中をギャアギャアと叫ぶたくさんのカラスの声と羽音が響ひびいて、無数のカラスの影が赤い光の中を乱舞する。




　カンカンカンカンカンカンカンカンカン!!




　それら周囲の全すべてが知覚を荒らし回り、心から冷静さを吹き飛ばす。

「…………………………っ!!」

　加速し続ける恐怖と焦り。その間にも近づいてくる、凶暴な惨劇の再現。

　そしてとうとう電車のライトの光が、横薙なぎに二人のいる場所を照らし始めた。そして重い音が、振動が、空気と路面を伝わって、二人のいる踏切へと…………




「一かず真ま!!　ねえさん!!」




　その時、力強い声が耳に飛び込んで来た。

「臣しん!!」

　応こたえる一真。そして必死の表情で助けを求めてそちらを向くと、臣はその俊しゆん足そくで瞬またたく間に二人に駆かけ寄って来て、嫌いやな色に汚よごれたスカートごと梢枝の脚あしを抱え込んだ。

　こうなればもう掛け声もいらない。勝手に息は合う。

「……っ！」

　二人はそのまま梢枝こずえを担かついで、線路の外へと、大急ぎで逃げ出した。




　ごおっ、




　と踏切から三人が出たその後、たった今までの狂きよう騒そうの中で感じていたよりも随分と長い時間を置いてから、電車が踏み切りを通過していった。

　思っていたよりも切迫していなかったらしい。一かず真まは梢枝の上半身を抱かかえたまま呆ぼう然ぜんと轟ごう音おんを立てて通り過ぎる電車を見送り、そしてそれからしばしの後で、胸の奥から、深く大きな溜ため息いきをついた。

「あ、焦あせった……」

　一真は言う。心の底から。

　本当ならばこのまま座り込んでしまいたいくらいだったが、脚あしにもたれかかっている梢枝がいるので、できなかった。心身を襲った疲労に肩かたが落ちる。

「……」

　そんな一真の視界に臣しんが立つ。

　手を上げたので上げ返す。パン、と一つ音を立ててタッチを交わす。

　成功を確認し合い、互いを労ねぎらっただけで、二人とも別に笑顔はない。

　無事を喜べるような状況でもない。臣はすぐに一真の足元に座り込んでいる梢枝の前に膝ひざをついて、彼女の様子を見始めた。

「梢枝ねえさん、大丈夫か？」

「……」

　梢枝は顔色の悪い顔で空を仰あおぎ、頭を一真の脚にもたれさせ、ぐったりと腕うでを額ひたいの辺りに乗せていた。

「臣くん……うん……大丈夫。ごめんね」

　そう答える様子は、とても大丈夫そうではない。

　臣は言う。

「なんでこんな……」

　先刻に一真もした問い。話すのも辛つらそうな梢枝の代わりに、一真が答えた。

「シーザーがおばさんの頭を持って逃げたって聞いて、殺されちまうかもしれない、って思い込んで探しに来たんだってよ」

「……」

　笑い話っぽく言おうとしたが、全くできていなかった。

「ねえさん……」

　当然臣しんもにこりともせず、怒りたいのに怒れないような複雑な表情をして、梢枝こずえを見る。

　一かず真まは二人から視線を外した。ここにきてようやく少しだけ落ち着いて、周りに目を向ける余よ裕ゆうができた。

　踏切脇わきの路上には臣を送ってくれたらしいパトカーと警官の姿があって、さすがに近きん隣りんの家から出てきた野次馬たちに、近寄らないようにと話しかけていた。その野次馬の中に群むら草くさと、そして〈雪の女王〉の姿もあった。輪もできていない程度の野次馬だが、さすがに見てしまうと居心地が悪かった。

　警官というささやかなバリケードの中にいるのは、一真たちばかり。

　いや……正確にはもう少しいた。パトカーの中でどこかに連絡を取っている警官と、そのパトカーの後部座席の窓に張り付くようにしてこちらを見ている、よれよれのシャツにネクタイをした、眼鏡めがねのしょぼくれた男性が。

　それを見た一真は、見るんじゃなかった、と重い気分で視線を落とした。

　あの、車から出ることさえしていない情けない男性は、梢枝の、そして琴こと里りの、毎晩酒に逃げて梢枝に暴力も振るっていた、父親だった。

「……」

　一真の視線の動きに気づいた臣が、顔を上げた。

　そしてすぐに何かを察すると、臣も何とも言えない表情になって、立ち上がった。

　立ち上がった臣は何かを迷う表情で、あらぬ方向の地面を睨にらむように見つめていた。強い逡しゆん巡じゆん。そして意を決しかねて、臣は顔を上げて一真の隣となりに歩み寄って顔を寄せる。

「……一真、困ったことがある」

「何だ？」

　他ほかの誰にも聞こえないような、低く潜ひそめた囁ささやき。

「……おじさんか？」

「違う。いや、おじさんもアレだけど……もっと困ったことになった」

　小声で応じる一真に、臣は一いつ瞬しゆん足元の梢枝にちらりと目をやって、さらに小さな声で、その問題を口にした。

「シーザーは、死んだ」

「……!!」

　聞いた途と端たん、息が止まった。心臓が止まりそうになった。




「シーザーは……国道でダンプに轢ひかれて、死んだ。おばさんの……頭もいっしょだ」




「…………………………！」

　一真は、その言葉を聞きながら言葉もなく、ただ視線だけを動かして、呆ぼう然ぜんと自分の足にかかる体重と体温の持ち主を見下ろすしかなかった。
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　　　四章　　淡い淡い撫子







　　　　１




　木とも藁わらとも埃ほこりともつかない、納な屋やの匂におい。




「……すいません、こんな夜に。おれの方が立て込んでしまって……」




　そんな匂いの満ちる、剝むき出しの古い電球一つに照らされた夜よ闇やみの中で。雪ゆき乃のは臣しんの礼れい儀ぎ正しい言葉に先導されながら、彼の家の脇わき、開け放しになっている納屋の、大きく開いた入口の横にある古ぼけたドアの内側へと足を踏み入れた。

　納屋は一階と二階が繫つながっていない、独立した構造をしている、古く簡素な建物だった。ドアの中はすぐ階段になっていて、ここから二階へ直通の造りで、一応都会で生まれ育った雪乃には縁のない土壁に挟はさまれた古い木の階段が、暗く狭く急角度に、上へ上へと続いていた。

　雪乃の後ろには、蒼あお衣いが続く。

　立て続けの騒さわぎの後、とにかく警察がらみの全すべてを処理し、この時間が取れた時には、もう時刻は九時を回っていた。

　そしてこの時間さえも一時的なものでしかなく、すぐに臣は荷物をまとめて取って返し、金かな森もり家へ行くことになっていた。その時間を利用しての、この訪問。臣の言動は歳としを言っていないとはいえ年下の雪乃にも礼儀正しかったが、その態度の端はし々ばしには半信半疑、あるいは懐かい疑ぎが見え隠かくれしていた。

　今はドアの外にいる一かず真まの口利きがなければ、ここにいることもなかった。

　まあ当然だ。雪乃が気にするところではない。今は現場の確認に来ただけだ。協力が受けられるだけでも充分だ。

　雪乃が見上げる先では、階段を行き着いたのだろう臣がドアを開け、靴くつを脱ぬいで暗い部屋へと入ってゆく様子が見えた。どん、どん、と音を立てながら続いて階段を登る雪乃に、暗い部屋の中の臣が、声をかけてきた。

「……部屋ちらかってるんで、ごめんなさい」

「部屋を見に来たわけじゃないから、気にする必要はないわ」

　言い切る雪乃。

　今の雪ゆき乃のは、祈き禱とう師しを副業にしている群むら草くさの、時々助手をしている親族ということになっている。

　妙みように遠回しな設定だが、一かず真まがそう言ったらしいので、そういうことになった。

　元々雪乃がこの町に来ていたことがイレギュラーだったのだから、群草に頼むつもりだった一真も説明に迷ったのだろう。まあそれこそ、雪乃にはどうでもいい話だ。

　どん、どん、と足音を立てて、階段を登る雪乃。

　臣しんがスイッチを探し当てたのだろう、視線の先で明かりが点ついて、開いたドアから光と臣の影が伸びた最上段を目指して、雪乃は土壁に手を添えながら足を進める。

　部屋のドアが開いたせいか、窓でも開けたのか、納な屋やの匂においで澱よどんでいた階段の空気が動くのを感じた。雪乃はその中へ向けて進んでゆく。そして一番上に辿たどりついた時、開いたドアの向こうに見えたのは、部屋の中ではなく臣の背中だった。

「……何？」

　思わず眉まゆをひそめて訊きいたその時、雪乃はその異様な雰ふん囲い気きに気づいた。




「………………………………………………!!」




　息を吞のみ、絶句し、入口に立ち尽くす、臣の気配。

「……っ！」

　瞬しゆん時じに高まる緊張。雪乃の意識はすぐさま研とぎ澄すまされたものに切り替わり、その目が鋭く細められた。そしてスカートのポケットの中から赤い柄えのカッターナイフを引き出すのと同時に、目の前に立つ臣の腕うでに手をかけ、入口を開けるために思い切り押しのけた。




　窓が開いて、カーテンが風にたなびいていた。




　臣の背中がドアから外れ、部屋の中が雪乃の視界に露あらわになると、そこには本やＣＤなどが積み上がって散らかった部屋と、大きく開いた正面の窓が見えた。

「……？」

　雪乃の眉まゆ根ねが、訝いぶかしげに寄る。部屋を見回したが、確かに物が多く散らかっているものの、特に不ふ審しんなものは見当たらなかった。強しいて言うならば、もし臣がこの窓を開けたのでなければ窓が開いていることくらい。

　雪乃は思わず、土足で一歩部屋に踏み込み、臣の横に立って、その顔を見上げた。

　見上げた臣は、その精せい悍かんな顔を硬こう直ちよくさせて、じっと窓の方を見つめていた。いや、窓の方を向いているが、窓ではない。

「……」

　雪ゆき乃のは臣しんの視線の先を、追った。

　視線は窓の脇わき、部屋の隅すみに置いてある勉強机の上に、据すえられていた。

　参考書などが置かれた机の上の中で、少しだけ片付けられて、一輪挿ざしの花か瓶びんが置かれた机の端はしを。

　そして、引き攣つった臣の唇くちびるが、ぽつりと一言、言葉を漏もらした。




「……ない」




　ぽつん、と。

　何も活いけられていない、空っぽの、一輪挿し。




　　　　†




　腕うで組ぐみし、眉まゆ根ねを寄せて目を閉じ、強く口元を引き結んだ雪乃。

　そんなピリピリとした雪乃が席についた群むら草くさの家の客間は、雪乃の雰ふん囲い気きに引きずられて、店てん屋や物ものでの遅い食事を終えたばかりの食後に広がる空気とは思えない、微かすかな緊張感を含んだ沈ちん黙もくが流れていた。

「…………」

　雪乃は機き嫌げんが悪かった。立て続けに起こる事件が〈泡ほう禍か〉を想起させるにも関わらず、雪乃が対たい峙じできるような〈泡禍〉らしい〈泡禍〉が起こっていないからだった。

　起こっているのはとてつもなく悲ひ惨さんだが、事故とも〈泡禍〉ともつかない『普通』の範はん疇ちゆうに入れてもいい事件ばかりで、全すべてが終わった時には偶ぐう発はつ事故であって〈泡禍〉ではなかったというオチがついても少しもおかしくない、判断の微び妙みような事件ばかりだったからだ。

「……もっと分かりやすい〈泡禍〉で死んで欲しいものね」

　沈黙の中、雪乃は偽ぎ悪あく的てきに呟つぶやく。

　蒼あお衣いがそれを聞いて、困こん惑わくした表情で嗜たしなめた。

「雪乃さん、それはいくらなんでも……」

「うるさい。黙ってて。殺すわよ」

　雪乃は、苛いら立だっていた。

　とはいえ雪乃も本心では人が死んで欲しいと願っているのではない。断じて雪乃自身は自覚も認めもするつもりはないが、この雪乃の苛立ちは────もしこれらが本当に〈泡禍〉だというのならば、今まさに人が死に、恐怖に晒さらされているというのに自分が何もできないということに対して腹を立て、苛立っているというのが実際のところだった。

　神か狩がり屋やが言う。

「まあ……他ほかの事情を一切無視して、〈泡ほう禍か〉の駆く逐ちくだけを考えるのなら、そう考えるのも一つの本音ではあるね」

「……」

　同意されても、やはり腹が立つ。

　じろ、と睨にらむ雪ゆき乃のに苦笑を浮かべて、神か狩がり屋やは食後のお茶をひと啜すすりすると、いつもの調子で話を続けた。

「……とはいえ実際、僕らが何の権限も信用も後ろ盾だてもない無名のボランティアに過ぎないという部分の、弱点が出てるのは確かだよ。〈泡禍〉に遭あっている本人が、自分を襲っている現象が超常的な現象だと理解して、僕らを頼ってくれないと深入りはできない。

　何とかこっそりと見張って守るしかないんだけど、ゴミゴミした都会ならともかく、下手へたをすると隣となりに家もないような田舎いなかだとそれも難しいね。僕らはまだ〈断だん章しよう〉で身を隠かくすといったこともできるけど……三み木き目め先生の都合がつかなくてね、まだ颯さつ姫きちゃんがこっちに来れていないから、しばらくは大人おとなしくしてるしかない」

　経験的に知っているが、これは一応雪乃を宥なだめようとしているのだ。

　言動が理屈っぽい。性格的なものだ。

　雪乃は無言でテーブルの上の黒いピルケースに手を伸ばすと、中の錠じよう剤ざいをひと揃そろい手のひらにあけて、お茶で一度に飲み下した。

「……」

　サプリメントばかりで精神安定剤の類たぐいではないが、服薬行為自体に依存のある雪乃は、それだけでもいくらか精神安定に効果がある。そうしている横で、ふと考え込むような表情をした蒼あお衣いが、部屋の隅すみの座布団に座っている群むら草くさに、顔を上げて言った。

「あの……確か群草さんの〈断章〉は、人や場所を見えなくするんですよね」

「『場所』だ」

　端的に答える群草。

「ついでに言えば、『死体と自分を誰にも見つかることなく閉じ込める』というのが内容だ。隠れて見張るような便利には使えん」

　蒼衣の言いたいことを先読みしたのだろう、全すべてを聞く前に、群草はその思い付きを切って捨てる。

「そ、そうですか……一応死んだ人とか、犬とか、いますけど……」

「だから〈断章〉は、そういう便利には使えんのだ。犬は意味がない。カズの話では、事故に遭った女の死体は火か葬そうされて明日あした戻って来るらしい。それでは駄だ目めだ。わしが『死体』と実感して恐怖を感じることができんものは、〈悪夢〉の欠片かけらの呼び水としての条件を満たせん。だいたい〈断章〉は人の心の延長で、ＰＴＳＤというやつに限りなく近い。杓しやく子し定じよう規ぎな法則には従わん。昨日きのうはできたやり方が、明日あしたできるとは限らんし、今日大丈夫だった〈断章〉に、明日殺されることもあるだろう」

　険けわしく目を細めて、群むら草くさ。

「……すみません」

「構わん。だが、それを憶おぼえておけ」

　目を伏せる蒼あお衣いに、群草は言った。

「お前や周りの命にも関わることだ。神か狩がり屋やがお前の世話役だが、命そのものが〈断だん章しよう〉になっとる神狩屋の奴やつは、この感覚を実感として知らん。教えられん」

「はは……手厳しいなあ」

　神狩屋は曖あい昧まいに笑う。

「まあ、確かに僕が教える〈断章〉についてのあれこれは、実践よりも知識と分析……机上論に偏かたよってるのは、認めますよ」

「理屈で成果を出しとるのは認めとる」

　群草はそれきり黙だまる。

　そこまで聞いた神狩屋は、溜ため息いき混じりに、その後を継ついだ。

「でも人間の心は、必ず人間の理屈を裏切る……と、そういうことですね。これも理屈で申し開きのしようもないですが、一応は〝理解〟しているつもりです。

〈泡ほう禍か〉も同じだ。決して僕らにとって、都合の良い形では現れない。潜せん有ゆうする者の悪夢を現実にして追い詰めるためなら、物理現象、超常現象、幻覚、狂気、偶ぐう然ぜん……どんな形でも取る。例えば、今回の件なんかだと……明らかな怪奇現象の形を取らずに、延々〈潜せん有ゆう者しや〉の近しい人間が数十人くらい事故死し続けて、終始するのかもしれない」

「そうなったら、私たちにはお手上げね」

　舌した打うちせんばかりに雪ゆき乃の。

「彼には悪いけど」

「カズか」

　渋しぶい顔で、群草。

　そこで蒼衣が、口を挟はさんだ。

「そう言えば木き之の崎さきさんから石いし田だ臣しんさんを助けて欲しい、って言われたからそのつもりになってましたけど、よく考えてみればその石田さんが〈悪夢〉を抱かかえてる本人だとは限らないんですよね……」

「そうよ」

　何を分かりきったことを、と雪乃は言った。

「彼が巻き込まれた側で、このままフラッとどこかの線路に飛び込みでもされたら、もう手の打ちようがないわ」

「……それはちょっと……何とかしたいな……」

　今回の件は少なからず蒼あお衣いにはショックだったらしい。意外に図太い蒼衣にしては珍めずらしいので、いくらか気味がいい。

「防ぐつもりなら、二十四時間彼の監かん視しでもしない限りは無理ね。手段もないけど。それに彼が本当に〈泡ほう禍か〉に巻き込まれてるかどうかも、今は保証がない。『花』とやらも、消えてしまった」

　そこはつまらなそうに、雪ゆき乃のは言う。

　結局話にあった『枯かれない花』は行方ゆくえ不明だ。

　空の一輪挿ざしと開いた窓を残して。見事に無む駄だ足あしを踏まされた。

「花……ですか。もし本当にあったんだとしたら、『なでしこ』の童話に出てくる、王おう子じの力で花に変えられた女の子のことなんでしょうか」

　蒼衣は言う。

「そうだね。今のところ、死んで花になってしまった女の子────金かな森もり琴こと里りさんだっけ。それくらいしか予言の配役として可能性の高い出来事はないね」

　頷うなずく神か狩がり屋や。

「となると普通に考えれば、恋人の彼が『王子』となるんだろうけども……はっきりした異常が何も起こっていないと、解釈さえおぼつかないのは困りものだね。もっとも『予言』っていうのは元々そういうものだけど。何かが起こってから、初めてその意味が分かる」

「そうですね……今のところ可能性が高いのは、花と犬だけですからね。僕らが聞いているのは自殺した子と、その状況についてだけなので、家庭環境とかが聞ければ良かったんですけどその暇ひまもありませんでしたし…………そのうち木き之の崎さきさんが戻って来るそうですから、その時に詳くわしい話を訊きければいいんですけど」

　まるで内容のない二人の会話をそこまで聞いて、雪乃はテーブルに頰ほお杖づえを突き、冷たい声で言った。

「……ほんとに馬鹿馬鹿しいわね。そんな手探りな想像より、もっと分かりやすいのがあるじゃない」

「え？」

　驚いて雪乃を見る蒼衣に、雪乃は言い切った。

「符合とやらでしょ？　あるわよ」

「な、なに？」

「キーワードは『花』なんでしょ？　だったら花にまつわる〈断だん章しよう〉を持ってるらしい、あの木之崎って男を疑えば？」

「！」

　それを聞いた蒼衣は、神狩屋と顔を見合わせた。

「それは……」

「ないとは言えないね」

　神か狩がり屋やが答えて、蒼あお衣いが困った表情になった。そしてそのまま群むら草くさを見たが、当然群草も、口元に深く皺しわを刻んだだけで何も言わない。

　蒼衣は困った挙句、やがて口を開いて、言った。

「雪ゆき乃のさん……ひょっとして、木き之の崎さきさんみたいな人、嫌きらい？」

「……」

　雪乃は自分の好悪と実務の判断を混同するほど、愚おろかではない。

　蒼衣からの、その思いもしなかった問いかけに、雪乃は少し考えると自分の中で出た結論をそのまま口にした。

「…………否定はしない」

　不満そうに。

　確かにあまり好きではないタイプ。だがそれと、この判断とは別の話だ。

　そのあたりのニュアンスは蒼衣も嗅かぎ取ったのだろう、蒼衣は軽く溜ため息いきをつく。

　そして弱った表情のまま少し沈ちん黙もくし、そしてぽつりと、口を開いた。

「……だとしたら、やっぱり向こうを見張りに行けないのは心配になるな……」

「今までは心配してなかったわけ？」

　ふん、と雪乃。

「いや……そんなことはないけど……そこに集まってる中で、〈潜せん有ゆう者しや〉候補が一人増えたわけだよね？　そうなったら何か起こる確率も倍だよね。それを考えたらやっぱり気分がよくないなあ、って……」

　雪乃は啞あ然ぜんとする。改めて言われるとその通りだが、相当具体的なシミュレーションが頭の中で行われていないと、そんな感覚にはならない。

　こんな漠ばく然ぜんとした情報しかない中で。

　思わず、雪乃は言った。

「…………白しら野の君、あなた」

「何？」

「相当な変わり者か、そうじゃなきゃ馬鹿だわ」

「……え」

　僅わずかに傷ついた表情になる、蒼衣。







　　　　２




　一かず真まと臣しんにとって、金かな森もり家は「琴こと里りの家」だ。

　琴こと里りがいなくなってからも、口をつくのはその呼び名。そして時々ふと気がついた時に、その呼び名に、何ともいえない複雑な感情が湧わき上がる。

　駅前に続く通りの端はしの方、一かず真まの家がある辺りの程近くにある、そんな琴里の家。

　ここ数年は使われていない荒れた田畑に三方を面しているこの家は、臣しんの家ほど大きくはないものの、一階にシャッターのついた大きな物置が一体になっていたりと、やはりこの辺りでは珍しくない、農家を元にした家の造りをしていた。

　玄げん関かん戸どとシャッターと縁側が面した表に、車二台が何とか停められるほどのスペース。

　そして二階には取ってつけたような物干し台つきのベランダというように、幾度か改築された痕こん跡せきがあるものの、少なくとも一真の知る限り、すでに物心ついた頃には琴里の家はこの形をしていた。

　小学校の頃にはベランダから瓦かわら屋根に上がって寝転がったりと、思い出のある家。

　もう夜も更ふけつつある時間、一真と臣は、そんな琴里の家に、二人して手伝いをするために上がりこんでいた。

　急なおばさんの死に際して、この金かな森もり家では手続きや親類への連絡など、対応におおわらわだった。

　そんなところに家族でも大人おとなでもない一真や臣がいても正直できることは多くなかったが、この家にいるのは梢枝こずえとおじさんの二人だけ。今の状態であの二人だけを家に置いておくのは一真も臣も一致して不安に思っていた。

　理由は一つ。外では大人しい人物として通っているおじさんが、中では酒を飲んで梢枝に暴力を振るっていた、例の過去だ。それがたとえ、おばさんが浮気して家を出ていたことが原因で、よりを戻したここ二年ほどは鳴りを潜ひそめていたとはいっても、この前科のために一真も臣もおじさんにはあまりいい印象を持っておらず、この事態に至って再発するのではないかという疑いを、二人はごく自然の成り行きとして持っていたのだった。

　手伝いは決して名目なわけではなったが、おじさんと梢枝が諍いさかいを起こさないか様子を見る意味の方が強かった。

　遺体のない、通つ夜や前夜のこの家。その中で一真と臣は二人、家の中を客を入れられる状態にするために、仏ぶつ間まから座敷にかけての襖ふすまを取り払って、一続きの大部屋を作るという作業を始めていた。

　この辺りでは都会と違って、葬そう式しきは自宅でやるのが一般的だ。

　そのための設営の手伝いを二人は買って出たわけなのだが、逆に言うとそれくらいしか、当面二人に手伝えることはないというのが実情でもある。

「──────」

　奥の居間では、梢枝と打ち合わせをしながら、親しん戚せきなどに電話連絡をするおじさんの声が微かすかに聞こえる。

　その声ばかりが聞こえる静けさに満ち、どこか埃ほこりっぽくも見える黄ばんだ蛍けい光こう灯とうの明かりに照らされた家の中で、床ゆかが軋きしむ音を時々させながら、二人はガタガタと襖ふすまを外しては、目立たない廊ろう下かの奥に立てかけてゆく作業を、黙もく々もくと進めていた。

「──────」

　おじさんと梢枝こずえの喧けん嘩かが始まらないか、居間から聞こえる声に、耳をそばだてながら。

　とりあえず今は問題なさそうだ。一かず真まは淡々と、襖の両側に手をかけて、ゴト、と音を立てて持ち上げて外し、軽くふらつきながら部屋の外に運び出す。

　重さで軽く腕うでに痛みを感じつつ、靴くつ下したを履はいた足で畳たたみを踏み、冷たい感かん触しよくの板張りの廊下へと出る。靴下が畳を擦こすり、みし、と廊下が軋む微かすかな音をさせながら、廊下の壁にすでに立てかけてある襖に、抱かかえた襖を重ねて立てかける。

「よっ……と」

　一真が場所を開けると、すでに後ろに立っていた臣しんが、かけ声もなく軽々と襖を置いた。

　基本体力がまるで違う。いつもならこの辺りで軽口が入るのだが、今日の二人は、そんな雰ふん囲い気きではなかった。

　二人とも、表情にどこか影がある。

　そして一真は、そこで次の襖を外す作業に移らずに廊下に立ったまま、襖を立てかける臣を見つつ腰こしに手を当て、ぼそりと低い声で臣に言った。

「……どうするよ」

「どうする、って言われてもなあ……」

　臣は横顔を向けたまま溜ため息いき混じりに小声で言い、一真に向き直った。

「やっぱり隠かくしとくしかないだろ。いま教えたら、ねえさんまで飛び込みそうだ」

「だよなあ……」

　シーザーのことだ。結局一真たちはシーザーが事故死して見つかったことを梢枝には知らせずに、事情を警察に説明して、ただおばさんの頭が見つかったことだけを伝えてその他ほかの部分は伏せてもらっているのだ。

　そして「本当にこのままでいいのか」と、ずっと二人で考えていた。

　シーザーの遺体をどうするかもまだ決まっていない。これも明日あすには結論を出さなければいけないのだが、その打ち合わせの場に立つのは飼かい主の家の家長であり、梢枝を除のぞいては唯一の大人おとなであるおじさんだ。これも不安な点だった。

　しかしとにかく、梢枝にはまだ、シーザーの死は教えられない。

　この点では一致している。そしておじさんが余計なことを、ぽろりと漏もらしてしまうのではないかと、密ひそかに一真たちは危き惧ぐしていた。おじさんは一真たちにとって、間違っても信用できる大人ではないのだった。

「梢枝姉ねぇ、琴こと里りがああなってから弱くなったからなあ……」

「ああ」

　一かず真まの嘆たん息そくに、臣しんも頷うなずく。

「そんなこと思いもしなかったけど、ねえさんは琴こと里りのねえさんだから強かったんだ。その強さにおれたちも世話になったんだから、今度はおれたちが守ってやらないと」

「そだなあ。悪さした俺おれと琴里を庇かばって、何度も大人おとな相手に頭下げたり啖たん呵かきったりしてたあの梢枝こずえ姉ねぇだからさ。信じられねえよ。俺も考えもしなかった」

　両親ともに当てにならかなった琴里にとっての唯一の親代わりだった梢枝は、見た目も人当たりもいかにも女性的な女性だったが芯しんが強く度胸が据すわっていて、やんちゃな琴里と一真が無茶をして問題になった時はいつでも飛んできてくれる、一真たちにとっては頼りになる印象しかないお姉さんだったのだ。

　貧血気味の体質さえ、ひ弱さではなく、傷を抱かかえて戦う強さというイメージがあるほど。

　それほどの意思の強さとしっかりした考え。そんな半ば神格化してさえ見えていた梢枝が、琴里の自殺を契機に、急に不安定になった。

「俺たちの知ってる梢枝姉ぇは、どんなに気分が悪くなっても。線路の真ん中で座り込むなんてあり得なかったよなあ……」

「そうだな。絶対に最悪は避ける人だった」

「多分な、琴里が自殺したって警察から電話が来て、本当だと分かった瞬しゆん間かんに電話口でぶっ倒れたあの時に、昔のねえさんは、いなくなっちまったんだ」

「ああ、今のねえさんは心配だ。せめて頼りになる家族がいるなら、こんなに心配する必要はないんだけどな……」

　それらの心配から臣は、今日ここに泊り込むことを、即断したほどだ。

　一真も本心では、そうしたかった。

　だが一真の家は自営業の母子家庭であるため、朝と夜には花屋の荷物運びなどの手伝いはしなければならず、全すべて臣に任せるしかなかった。

　そして別の用もある。群むら草くさの家────〈ロッジ〉に戻り、打ち合わせをすること。

　立て続けに事件が起こり、もう実の姉同然に育ってきた梢枝を心配するあまりにこのようなことになったが、実のところ心配事はそれだけではない。それ以上の優先しなければならない問題が立て続けに起こっているだけで、最初の問題だった、〈泡ほう禍か〉の疑いが消えたわけではないのだ。

　消えたのは、あの怪しい『花』の方だ。

　何がどうなっているのかは分からない。ただあの空っぽの一輪挿ざしを臣の部屋で見つけた時に、緊張に満ちた密ひそかな混乱の中で、愕がく然ぜんとした表情の臣が「琴里……」と呟つぶやいたのを一真は聞いていた。

　臣はすぐに平静を取り繕つくろったが、やはりどの程度かは知らないが、臣はあの『花』に琴里を仮か託たくしていた。

　教室からあの、一本のテッポウユリを盗ぬすみ出した時から、臣しんはあまり琴こと里りのことを語らなくなったので、琴里の自殺をどのような形で臣が心の中で消化しているのかは窺うかがい知ることはできない。

　そしてどの程度、あの〈泡ほう禍か〉を疑わせる『花』と、琴里のことが関係あるのかも。

　また、あの『花』が部屋から消えてしまったことについて、臣がどう思い、どう感じているのかも、本当のところは分からない。

「……」

　臣は居間の方に目を向けて軽く溜ため息いきをつくと、次の襖ふすまを外しに向かう。

　一かず真まは廊ろう下かに立ったまま、それを追うように、続けて口を開いた。

「なあ、臣……」

「ん？」

「おまえさ、あの『花』……」

　そこまで一真が言いかけた時、奥から足音がやって来るのが聞こえて、一真は慌あわてて口をつぐんだ。

　スリッパの音。そして奥からやって来たのは、梢枝こずえだった。

　血の混じった水を吸って汚よごれた服はとっくに着替えて、髪かみも頭の後ろで巻くようにしてまとめた梢枝は、憔しよう悴すいの見え隠かくれする顔を座敷に覗のぞかせると、弟たちに向ける笑顔で一真たちに言った。

「カズくん、臣くん、ありがと。襖だけ外したら、後は押入れからお座布団出して、隅すみっこに積んどくだけでいいから」

　疲れた、笑顔。

「ん」

　臣はそれを背中に聞きながら新しい襖を外す。もうすぐ襖は片付きそうなので、一真は座敷兼客間になっているこの部屋の押入れを開けて、中に積んである来客用の座布団を引っ張り出し、すぐ脇わきに積み重ねることにした。

　大きな座敷と小さな仏ぶつ間ま。その二ふた間まの境はほぼ取り払われ、奥に床とこの間と、扉の閉じた仏ぶつ壇だんが見える。この仏間は昔はおばあさんが寝起きしていたらしいが、一真たちが物心つくくらいの頃に亡くなってしまっていた。

　そのおばあさんは、もっと前に亡くなった夫と共に、写真として壁にかかっている。

　梢枝は、乱雑な一真たちの足音とは全く違う静しず々しずとした足音を立てて部屋に入って来ると、仏間の鴨かも居いに上にかかった写真を見上げて、ぽつりと呟つぶやいた。

「……お母さんの写真、隣となりにかけたらおばあちゃん怒るかな……」

　仲が悪かったのだろう。そういえば特に聞いたことはなかったが、考えてみれば家を出て他ほかの男と暮らしていた嫁よめを旦だん那なの母親が快く思うはずがない。よく離り婚こんしなかったものだと思うが、おばさんも特に離婚を求めたわけではなく、おじさんも離婚する気はなかったようで、おばさんが家を出てから今まで、書類上では夫婦は何の問題もなく夫婦のままだった、ということのようだった。

　一かず真まとしてはもう子供のつもりはないが、それでも大人おとなのやることはよく分からない。

　おばさんも、見た目はそんな美人でも、派は手ででもない、普通のオバサンだ。こんなドロドロの不ふ倫りん劇げきをやっているなど、聞いただけでは信じられないくらいだ。

「そんな風ふうには見えない人だったよなあ、おばさん」

　思うところを、一真は口にする。

「……ただのオバサンじゃん、ってこと？」

　梢枝こずえは写真を見上げた姿のまま、一真にそう、訊たずねた。

「うん、ぶっちゃけ、そう」

「一真、おまえなあ……」

「いいのよ、臣しんくん、ほんとのことだもん」

　寂さびしそうに微笑ほほえんで、梢枝は一真たちに目を向ける。

「臣くんは東京に進学するのよね。その方がいいよ。こんな田舎いなかじゃ、不倫と人の悪口とパチンコくらいしか娯ご楽らくがないもん。こんなところに首まで浸つかった大人になったら駄だ目めになる。臣くんは頭がいいんだからもったいないよ」

「ねえさん……」

　梢枝の言葉に、困こん惑わくする臣。襖ふすまを持ったまま、立ち止まって梢枝を振り返る。

　一真は空気を変えようと、言った。

「梢枝姉ねぇ、俺おれは？」

「あ……カズくんも、もったいないよ、もちろん」

「おっ、そう？　どこが？」

「え、えっとね……」

「うわ！　考えてる！　オレ傷ついた！」

「ち、違うからカズくん！　えーとね……」

　慌あわてる梢枝に、一真はしてやったりと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。そして座布団を出し終わった押入れを閉めて、携帯の時計に目をやり、言った。

「……じゃあ、梢枝姉ぇ、それ宿題な。俺そろそろ時間だから、帰るわ」

　じゃ、と手を上げる一真。

「あ……うん、今日はごめんね。ありがとう」

「ああ、一真、また明日あしたな」

「おう。自転車チヤリ借りてくからな」

　それぞれの挨あい拶さつを聞いて、一かず真まは臣しんたちに背を向けて戸を開け、玄げん関かんに向かおうとする。

　そんな一真の背中に、梢枝こずえの声が投げかけられた。

「……カズくんはね、優しい」

「うっせ」

　一真はひと言そう返すと、苦笑いを隠かくすように背を丸めて廊ろう下かに出て────玄関に目を向けて、その瞬しゆん間かんに凍こおりついた。




　玄関のコンクリートに、濡れた足跡がついていた。




　切れる寸前の濁にごった蛍けい光こう灯とうに照らされたコンクリート敷きの玄関。そこには水浸しの人間が入って来たかのような五本の指も露あらわな、裸足はだしの人間の足あし跡あとが、べったりと捺おされて玄関を横切っていた。

　絶えず微かすかに瞬しばたく不安定な明かりの中で、点、点、と続くその足跡。

　そしてその始まりに、猛もう烈れつな不安を催もよおさせる外の夜よ闇やみを覗のぞかせて、ほっそりと開いている、格こう子しと曇りガラスが嵌はまった玄関の戸。




「………………………………………………！」




　見るにつれて、ぞーっ、と肌はだに鳥とり肌はだが駆かけ上がっていった。

　気のせいか、これまでは軽く蒸すように肌に触ふれていた家の中の空気の温度が、一気に下がったような気がした。

　嫌いやな空気と暗くら闇やみ。深層意識に働きかけるような、ちらちらと不安定に瞬く明かり。

　そして視線の先に見えているのは、コンクリートを黒々と濡ぬらして、そう広くはない圧迫感さえ感じる玄関を横切っている、ただ存在している、足跡。

　それは今、まさに上がり口の前に立っているかのように、上がり口の前に二つ並んで、途と切ぎれていた。

　今から向かう、玄関の上がり口に。

「…………」

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。しかしすぐに躊躇よりも、背後にいる二人に悟さとられる怖おそれが、上回った。

　その恐れが足を動かす。糊こ塗とと義務感に無理矢理動かされるようにして、止まった足が、前に出る。




　ぎ、




　と軋きしむ廊ろう下か。その音が、いやに大きく意識の中に聞こえる。

　景色けしきが前に出る。玄げん関かんへ続く、罅ひびの入った漆しつ喰くいの壁と、薄うすっぺらい板張りの短い廊下が、足を前に出すたびに、硬直した自分の姿勢がおかしくなっているのか単なる錯さつ覚かくなのか斜めに傾かしいでゆくような気がする。




　ぎ、




　足は止められない。玄関が近づく。

　そしてそこまで足を踏み出した途と端たん、足の先から、冷たい悪お寒かんが駆かけ上がった。

「……う！」

　水。

　靴くつ下したの先に、冷たい水が沁しみこんで足の指に触ふれたのだ。

　ばっ、と足元に目をやった。足元に見えたのは薄うすい水の痕あと。すでの家の奥へ向けて廊下を進んでいる、途と切ぎれ途切れの、濡ぬれた足跡。

「………………！」

　まずい。

　本能的に感じた。

　脳のう裏りに浮かんだのは、臣しんの部屋の窓で見た、あのべったりとガラスに張り付いた、水っぽい脂あぶらの痕。




　家の中に、何かが入り込んだ。




　軽く後ろを振り返った。臣と梢枝こずえが何も気づかず、仏ぶつ間まから片付けるものについて、話をしていた。

「…………」

　声を上げそうになって、危うく堪こらえた。

　言ってもどうにもならない。二人を残してここを去ることに強烈な不安も感じたが、自分がいても何もできない。

　全身に広がる、〝恐れ〟。

　早く〈ロッジ〉に戻って、〈雪の女王〉たちに。

　一かず真まは直後、その怖おそれに背中を強く押されたように動き出した。

　慌あわてて玄げん関かんで靴を履はき、玄関の足跡を踏み消すように擦こすり、一真は細く開いた玄関の戸を思い切るように開くと、琴こと里りの家を飛び出した。







　　　　３




　石いし田だ臣しんにとって、一かず真まと琴こと里りは親友であると同時に何かと心配な存在だったが、それだけではなく、同時に理想の存在だった。

　臣は自分の高い能力と評価も、それを自分の真面目まじめな性格と規き範はんが支えていることも理解しているが、それは決して自分の望む姿ではなかった。臣は自分がほとんどレールの上しか走れない臆おく病びよう者ものであることを、自分でよく理解していた。

　小さい頃から大人おとなの、そして周囲の目を気にして生きてきた臣は、それを気にする余り何もしないような臆病さを持つことはなかったものの、優等生としての振る舞いが自然として身についた子供だった。

　たまに羽は目めは外すが、それさえも常日頃の評価を鑑かんがみると充分に許されるか、むしろプラスに見られるような振る舞いにしか及ばない。その時は自分も「やってやった」と思い、周りの皆も「真面目な石田もやるときはやるんだ」と評価するが、後で考えてみると「この程度のことしかできなかったのか」と後悔する。臣は昔からそうやって、自分の限界に幻滅し続けて生きてきた子供だった。

　誠実さ。

　頭のよさ。

　しっかりした考え。

　だが臣にとって身についたそれは、自分の限界を決める、鎖くさりでしかなかった。

　一真と琴里とは、まだそんな自覚ができる以前、幼稚園の頃に都会から引っ越して来た時に出会った。だが臣は、その二人と友達になったのは、幼い頃の自分が、本能的に自分を縛しばる枷かせの存在に気づいていたからだと、半ば本気で信じていた。

　出会った時、幼稚園児の一真と琴里は、二人だけで遊んでいた。

　その時からすでに二人が仲が良かったせいもあるが、それだけではない。数日前までは普通に皆と遊んでいたのだが、少し危険な場所で遊ぶことに手を出して怪け我が人にんを出し、中心人物だった二人と遊ばせることを周囲の大人おとなたちが嫌きらったせいだった。

　二人はこの田舎いなかで、以前から大人の間では育ちの悪い子供とみなされていた。

　母子家庭と、頻ひん繁ぱんに地域の噂うわさに上るような不ふ倫りん別居の家の子供。良いことをしても評価はされず、悪いことをすれば「やはり」と言われ、偏へん見けんに満ちたうるさい親は最初から「あの二人と遊んじゃいけません」と自分の子供に厳命する。臣が出会った時から、いや、生まれた時から二人は〝正しいこと〟から外れた異い端たん者しやだったのだ。

　臣は二人と出会ってから、すぐさま意気投合し、仲良くなった。

　最初から憧あこがれがあった。二人は活発な、そして少々危険な遊びを好む子供だったので、都会の幼稚園で一番悪さをした子でさえまるで及ばない、刺激的な遊びと遊び場に、喜んで臣しんを連れ回した。

　都会ではほとんど見ない馬鹿でかい木に登り、造園業者が山と積んだ巨石の上を飛ぶ。

　川の中を歩き、海辺をうろつき、さらには都会では塞ふさがれていない侵入口など見たことがない、深く危ない下水道を探検する。

　とにかく二人は興味と衝しよう動どうに正直で、大人おとなの言いつけを聞かない子供で、そして大抵の危険なら持ち前の敏びん捷しようさで回かい避ひして見せる、臣にはできない大人への反抗を体現したヒーローとも呼べる存在だった。

　二人よりも背が高く、賢く、運動もできた臣だったが、臆おく病びような臣は二人の遊びに付き合うことはしても、深入りすることはなかった。

　ただ、当時からどこか大人びて落ち着いたところがあり、やる時はやることを示してきた臣のこの行動を、誰も臆病とは取らなかった。そして、時々度を越したり、へまをしたりして危ない目に遭あう二人を、控えていた臣が助けると、二人は満面の笑顔で臣に感謝した。

　本当は、規範から外れることが怖かっただけなのだ。

　臣は二人の無鉄砲さを心配し、同時に心の底では憧あこがれながら、二人から受ける感謝と親愛と信頼を喜び、二人をフォローする立場を楽しんだ。

　そんな自分を大人だと思い、同時に心の底では嫌きらいながら。

　成長し、あの頃から見ると三人の関係も変わってしまったが、その経験と思いは深く、臣の心の根を下ろしていた。

　二人はいくらか落ち着いて、いくらか大人の論理に屈したものの、相変わらず無茶で、心配で、しかし小こ気ぎ味みのいい存在だった。

　早々に髪かみを染め斜しやに構え出した一かず真まと、相変わらずの暴走特急でトラブルを起こす琴こと里り。

　そんな二人を、大人ぶって後ろに構えて見つめ、自分にできないことを楽しみ、しくじった時に手を差し伸べて尊敬を受ける。臣にとってこの三人組は、そんな二人と一人だった。色々あって臣と琴里が付き合いだした後、琴里が一気に臣寄りになったことを、どこか後ろめたく思うほどにだ。

　彼らの仲間であることが誇りだった。

　だが、全すべては、あの事件までのこと。

　琴里の自殺。いつかは何らかの形で終わるだろうと覚かく悟ごはしていたが、それでも全く予想も納得もできなかった形の、突然で悲劇的な終わり。

　どうして琴里があんなことをしたのか、推定の理由は聞かされたものの、臣にはとても理解できなかった。いや、元々理解などできるわけがない。そんな臣の発想では考えもつかない、彼女の天てん衣い無む縫ほうさに、臣は憧れて、見守っていたのだから。

　そして考えもしなかった。彼女が成績と進学などに、それほど悩んでいるなど。

　もしもこの臣しんの無理解が彼女を追い詰めていたのだとしたら……そう考えると臣の胸の中には吐はきそうなほどの、重い悔いが湧わき上がった。

　一かず真まは、そんなことはない、臣に落ち度はないと言う。

　しかしそんな一真の言葉にも、臣は納得できなかった。悔いた。

　そして割り切れない思いと後悔とを胸に、せめてこれまでそうだったように、しっかりした落ち着いた態度を取るべきだと決めた。それくらいしかできなかった。そしてせめて、何か納得できるものが見つかるまで、彼女の残したもの、関わりのあるものを守り、手を貸して行こうと、臣は心に決めていた。




「……」




　そして今も、臣はそんな思いと共に、一真の帰った後の琴こと里りの家にいる。

　つい先ほど自分たちの手で襖ふすまを取り払った、仏ぶつ間まと座敷のぶち抜きの部屋。臣はそこで、がらんとした仏間の真ん中に座布団を敷いて、ほとんど物置と化している廊ろう下かの目立たない端はしに置かれていた、死んだおばあさんのものだったらしい文ふみ机づくえを出して来て、その上に置いた参考書をずっと睨にらんでいた。

　臣は、今夜ここに泊まることにしていた。

　梢枝こずえからは琴里の部屋を使っていいと言われたが、辞じ退たいした。それこそ昔から数え切れないくらい入ったことのある部屋で、臣が勝手に使ったところで彼女はまるで気にしないだろうと分かっていたが、まだ彼女の生前そのままに置かれている部屋で寝泊りなどしたら、自分が仮面のように被かぶっているこの態度に、罅ひびが入りそうな気がしたからだ。

　部屋の隅すみに来客用の布団が畳たたみ置かれた、どこか空気のくすんだ仏間。

　そんな部屋の真ん中に胡坐あぐらをかく臣。勉強用のデスクライトなど使う人間が琴里を含めこの家にいなかったので、文机は天てん井じようから下がっている、古びて色あせた蛍けい光こう灯とうの笠かさの下に置くしかなかったのだ。

　それでも、手元に来る明かりは暗い。

　実質主婦だった家事手伝いであり、しかも働いている梢枝一人の手で家が切り回されていたため、この家は全体的に手が入っていなかった。

　普段ほとんど使われていない部屋については特にそれが顕けん著ちよで、この仏間や座敷、廊下などの蛍光灯はもう長く放置されていたらしい。そのためこの座敷の辺りを照らす明かりは蛍光灯が劣化したり覆おおいが薄うす汚よごれたりしていて、薄暗くて黄色っぽく、ちらちらと絶えず瞬またたいている靄もやっぽい光を発するものばかりだった。

　棚たなや床ゆかの陰、隙すき間まや隅、どれも染み出してきそうなほど影が濃こい。

　そんなぼんやりとした明かりの中で、ぽつんと、一人。

　最初は手元の暗さが気になったが、そのうち気にならなくなった。見えるようになったわけではなく、手元の参考書に集中できなかったからだ。

　琴こと里りのことが、悔いが、頭に浮かぶ。

　一かず真まが心配するのであまり口にはしないが、自分が憧あこがれた二人の片割れを、自分が殺したも同然だと、臣しんは思っていた。

　もう過ぎたことはどうにもならないと、理性は冷静に告げる。

　どうするべきだったのだろう、どうすれば避けられたのだろうと、その理性の厚い地層の底で、感情が血を吐はくように呟つぶやき続ける。

　そしてもう一つ浮かぶのが────『花』。

　あの時、教室の、琴里の机の上から衝しよう動どうのままに毟むしり取って来た、まさに臣の未練そのものとも言える象徴的なあの百合ゆりは、まるで窓から侵入した人間に盗ぬすまれたかのように、臣の部屋から消えていた。

　当然最初に疑ったのは泥どろ棒ぼうだったが、他ほかにオーディオ類やＣＤなど金かね目めのものはいくらでもあったのに、それは手付かずだった。

　花だけが、一輪挿ざしから抜き取られて、なくなっていたのだ。

　水浸しの、机と床ゆかに痕こん跡せきを残して。

　もしもそれが盗まれたのでなければ、花が一輪挿しから抜け出して、窓から逃げ出したかのように。

　見た瞬しゆん間かんに、愕がく然ぜんとした。

　一いつ瞬しゆん全すべてへの疑いが頭の中を巡めぐった。見知らぬ泥棒。そして一真の連れて来た、霊れい能力者だという見知らぬ学校の制服を着た、二人連れの少女と少年。臣たちを騙だます目的があって、彼女らが盗んだのではないかと。臣は超常現象を信じる性質ではない。一真も騙されているのではないかと疑った。

　しかし臣は直後に、それらの疑いを全て頭から追い出し、この『花』のことについて一切追及しないことを決めた。

　理由はいくつかある。一つは彼女らを疑うことは一真を落らく胆たんさせることになること。もう一つは、時とき槻つき雪ゆき乃のと名乗ったあの霊能者の少女が、無理を言って連れて来られたとしか思えないくらいに始終不ふ機き嫌げんで、『花』がないと分かると、何も霊能めかしたことを言わずに帰ってしまったこと。

　そしてもう一つの理由が、決定的だった。

　臣は気づいてしまったのだ。臣は、自分の傍かたわらにあったあの花に、自分でも思いもしていなかったほど深く、琴里を仮か託たくしていたという事実にだった。

　明らかに自分は、あの琴里の花に対して冷静さを失っていた。

　無くなったのを見た時の、自分の受けたショックの強さに、まず自分が驚いた。

　冷静に考えれば、あんなに長く保もつ切り花など、指し摘てきされるまでもなくおかしいことは明白だ。危険だ。これ以上は関わるべきではない。すぐにでもあの花のことは諦あきらめて、忘れるべきだとすぐさま判断した。

　あの白い、百合ゆり。

　忘れるべき。先程までは「それどころではない」と手伝いに駆かけ回って考えずに済んだが、やるべきことがなくなって一人になると、嫌いやでも浮かんで来る。

　部屋で、あの百合を見た瞬しゆん間かんの、一かず真まの強こわ張ばった顔。

　忘れるべきだ。あの花のことは。琴こと里りの死に捧ささげられた、あの花のことは。

　琴里の────

　そんな思いが頭の中を巡めぐっていた、その時だった。




　ごとり、




　部屋と意識に満ちる静せい寂じやくの中に、不意に微かすかな物音が、背後から聞こえてきた。

　ひた、と身じろぎが、止まった。

　手元に目を落としたまま、動きを止める。探るように音に意識を研とぎ澄ませて、自分の呼吸が、静かになった。




「………………………………………………」




　生まれた静寂の中、空気を、背後を、感覚が、肌はだが、探った。

　しん、と肌に触ふれる静寂。その静寂が、奇き妙みように冷え冷えと冷たかった。

　振り向くことはしなかった。背後に何があるかは、見るまでもなく知っていた。

　部屋の真ん中に置いた文ふみ机づくえに座り、手元の参考書に目を落としているその背中。その向こうには廊ろう下かも部屋も何もなく、ただ仏壇が、あるだけだった。




「………………」




　壁の棚たなに据すえつけられた、古い黒塗りの扉とびらが閉じた、仏ぶつ壇だんが。

　座る自分の背中と、閉じた仏壇までの間に広がる空間が、奇妙に強くぽっかりと、そして同時に背中にのしかかるように、意識される。




　────しん、




　と耳を貫く、夜の部屋の静せい寂じやく。

　明かりであるにも関わらず、妙みように暗さが意識される、黄色くくすんで薄うす汚よごれた、埃ほこりが混じったように、ぼんやりとした蛍けい光こう灯とうの明かり。

　その中で、ぽつんと、一人。

　一いつ瞬しゆん聞こえた小さな音。たったそれだけの小さなことが、心の中から異様なほどに不安を湧わき上がらせた。

　襖ふすまに区切られた向こうの、廊ろう下かの空間。

　襖が取り外され、がらん、と繫つながって開いた、明かりの落とされた、座敷の空間。




「………………」




　それら影の落ちた空間に囲まれて、たった一人、座っている。

　圧倒的な孤立の中で、ただ強く感じられるのは、背後にのしかかるような、仏ぶつ壇だんの扉とびらの気配だけ。




　────しん、




　と背中の向こうに静寂が、広がる。

　時間が、静かに冷たく、停止していた。

　静かに張り詰める、空気。

　空気に触ふれて張り詰める、皮ひ膚ふの感覚。

　と……気づくと、蛍光灯の明かりがこれまで以上に、妙に遠く、暗く感じた。

　そしてそんな気がして、あれ？　と思ったその瞬しゆん間かん──────




　ぎいい、




　背後で。

　仏壇が。
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　　　五章　　朱い朱い黒犬







　　　　１




　ギッ、ギッ、ギッ、




　女物の自転車が軋きしむほど力を込め、立ち漕こぎでペダルを踏む一かず真ま。

　何かが起ころうとしている。だがそれに気づいていても何もできない一真は、一路夜道を、群むら草くさの工房へと急いでいた。

　駅前を通る道であってさえ街灯がろくにない田舎いなか道みちを、一真の乗る自転車は全力で走る。ペダルを踏み込むたび、前輪にへばりついているダイナモが耳に障さわる唸うなりを上げて、それに合わせて光を強弱させる黄色がかったライトの光が、真っ暗な路面の前方を、ぽっかりと照らしている。




　ギッ、ギッ、




　そんな夜よ闇やみの中を音を立てて、息が上がるほど、全力で漕ぐ。

　各部の軋みと、ギアとチェーンが回る音。そしてゴムがアスファルトの路面を引っ搔かいて、砂や小石を踏みつける、ばりばりというタイヤの音。

　ギアチェンジのない女物の自転車は、ライトをつけていてさえ、ペダルが軽い。

　しかし思ったようにスピードが出ないのが苛いら立だたしく、必死で体重を込めてペダルを踏み込むたびに、自転車はぎしぎしと左右に傾かしぎ、先導して道路を照らしている歪ゆがんだ扇おうぎ形がたのライトの光がゆさゆさと左右に振れていた。

　周囲一面に広がるのは、田畑と野原、雑木林の闇。

　そんな暗闇に点在する、人家の明かり。彼方かなたの山の影まで、見渡す限りの世界。

　その中でも人家が集まり、並んでいるのが駅前の通りだ。そこを目指して突っ走る一真の視界には、ライトの光の端はしにガードレールが白く照らし出されて、勢いよく後ろへ流れて行っていた。

　夜風が身体からだにぶち当たり、服と髪かみを乱して、吹き抜けて行く。

　息は切れ、激しい運動に身体の内側は熱くなっていたが、風でみるみる汗あせが乾かわく剝むき出しの肌はだは、完全に冷え切っていた。

　冷たさに覆おおわれた肌に、人家の脇わきを通るたび、明かりに集まっている羽は虫むしが当たる。

　それでも一かず真まは足を止めず、まるで不安を振り切ろうとしているかのように、あるいは憑つかれているかのように、自転車を漕こいで必死になって工房へと急ぐ。

　夜の中、〈雪の女王〉に助けを求めるために。

　何が起ころうとしているのか、あるいは何が起こっているのかも一真には分からない。しかし一真の心の中には猛もう烈れつに嫌いやな予感が一杯に膨ふくれ上がって、爆発しそうな不安に駆かり立てられて、自転車を漕ぎ続けるしかなかった。

　一真の見た、あの光景。

　ひた……ひた……と玄げん関かんから、家の廊ろう下かへと続いた、濡ぬれた足あし跡あと。

　琴こと里りの家で見たそのことについて、臣しんたちには何も告げずに、一真は出てきた。

　言っても混乱させるだけで、どうにもならないことは明白だったが、しかしそれでもなお一真の中には、臣たちを見捨てて逃げてきたような、罪悪感に近い感情があった。

「はあっ、はあっ……！」

　焦あせりと罪悪感に囚とらわれて、自転車を漕ぐ一真。

　急がなければ。ただその一念で、夜の中を、一真は走る。

　自転車はなおも軋きしみと唸うなりを上げ、先を照らしているライトの中で、道が、汚よごれた白線が、ガードレールが、次々と駆け抜けてゆく。ガードレールの足元の、鬱うつ蒼そうとした田畑の畦あぜと、そこに生い茂った雑草も、視界の端はしを流されてゆく。

　ライトの光の中、流れてゆく夜道の景色。

　流れる路面。道路脇わきの白線。

　現れては流されて消えてゆく、ガードレールの支柱と、形も育ちも様々な草。

　そしてガードレールが不意に途と切ぎれて現れる、田畑に降りるための傾斜と、そこに駐車された古びた軽トラック。

　と────その時だった。

　ライトに照らされた、古いフィルムを映写しているような濁にごった路面の光景の中に、道路の上にずるりと横たわった、大量の髪の毛が照らし出されたのは。




「……っ!!」




　見た瞬しゆん間かん息が止まった。心臓が大きく跳はね上がった。

　見えたのはトラックの下だ。路ろ肩かたに停められた軽トラックの下から、まるで事故で車体の下に巻き込まれた人間の髪の毛がはみ出しているかのように、ごっそりとこぼれ出し、道路に横たわっているのが見えたのだ。

「…………………………!!」

　それが何か脳よりも先に肌はだが、本能が認識し、その瞬しゆん間かん張り詰めていた神経が弾はじかれるようにブレーキを力一杯握にぎり締めた。一いつ瞬しゆんのパニック。凄すさまじく耳障ざわりなブレーキの音がして、がくん、という強い衝しよう撃げきと共に自転車が急停止し、タイヤが摩すり下ろされるような激しい摩ま擦さつ音おんを立てて、その走行が完全に止まった。

　その瞬間、ふっつりとライトが消える。

「!!」

　すうっ、落ちる暗くら闇やみ。一瞬見えた気がした車の下の髪かみの毛が、確認する間もなく、一気に落ちた闇の中に沈んで消えた。

　タイヤの回転から電力を得ていたライトが、自転車の停止と共に消えたのだ。ろくに明かりもない夜道の真ん中で光源を失った自転車はあっという間に暗闇に包まれてしまい、路面の色の区別さえつかない闇の中で、たったいま見えた気がした異様な光景は目の錯さつ覚かくだったかも確認することもできないまま、完全に見えなくなってしまった。







　────しん。







　ひどい静せい寂じやくが、包んだ。

「………………………………………………」

　真っ暗な夜道の中でたった一人、自転車に跨またがって、立つ。

　暗闇は周囲の全すべてを、真っ黒に塗り潰つぶしていた。冗じよう談だんのように暗い、月さえない夜の下で、辛かろうじて見えるのは傍かたわらのガードレールと雑草と、ほんの足元ほどまでの白線。

　そして前方にある軽トラックの、さっきまで存在した明かりで見えていたものの残像にも思える、滲にじむようにぼやけた影。

　墨すみを満たしたような空気の中に広がるのは、耳が、聴覚が、脳が食われるような、静寂。

　いつの間にか風は止み、周囲にはもう一片の音もなく、ただ自分の胸と口から発される呼吸の音だけが、ゆっくりと聞こえていた。

　あれだけ上がっていた息さえも、静寂と緊張に、抑おさえつけられていた。

　冷たい汗あせに体温を奪われた、冷え切った体が、ぽつんと暗闇の静寂の中に、絶望的なまでに取り残されていた。

　孤立。

　孤独。

　ただ、すでに心の中に溢あふれているこの猛もう烈れつな不安と恐怖は、ただ暗闇の中に取り残されているからではない。

　何かがそこにある暗くら闇やみの中に、自分が立っているからだ。

　一いつ瞬しゆん見えた、トラックの下から伸びた髪かみの毛。それは否いやが応でも頭の中から嫌いやな記き憶おくを思い起こさせて、そして連想させるだけでなく、実際に、それは似ていたのだった。




　列車に轢き潰された、おばさんの髪の毛に。




　ぞっ、と悪お寒かんが身体からだの芯しんを貫いて、冷え切った肌はだに、鳥肌が立った。

　今まさに目の前にある闇の中に一瞬見えて、もう見えなくなってしまった、それ。

　目の錯さつ覚かく。気のせい。あまりにも唐とう突とつに視界の中に現れ、唐突に見えなくなったものを、そう必死で思い込もうとしたが、その光景は目に焼きつき、脳にも焼き付いて、何も見えない先の闇の中に、まるで見えているかのように脳裏でその像を結んでいた。

「………………」

　自転車のペダルから足を降ろしたまま、じっ、と息を潜ひそめて目の前の闇に意識を向ける。

　じり、と微かすかな身じろぎに、タイヤが砂を嚙かむ音を立てる。

　ごくり、と妙みように乾かわいた口の中で、唾つばとも空気ともつかない塊かたまりが、喉のどの奥に落ちる。いや、落ち着け。仮にそんなものが本当に見えたからと言って、見間違いや超常的なものだとは限らないではないか。怪け我が人にんや酔よっ払ぱらいかも知れないではないか。

　確認が必要だ。

　それにどのみち、先に進まなければいけないことには変わりがないのだ。

　だが意思を裏切るように、肌はすでに産うぶ毛げが逆さか立だち、びっしりと鳥肌が立っている。

　皮ひ膚ふ感覚は異常を感じて、胸の中は緊張が張り詰めていたが、そんな皮膚感覚の訴えなど意思は無視して、じっ、とそれが見えたはずの路上に目を据すえて、そしてそっと、ペダルから降ろした足を動かした。




　じり、




　と靴くつ底ぞこと路面の間が、小さな音を立てた。

　その音と共に少しだけ自転車が前へと動いて、ぼんやりと路面の様子が見て取れる夜目の範はん囲いが、少しだけ、にじり寄るように前進した。




　じりっ……じりっ……




　前へ。前へ。

　辛かろうじて路面が見て取れる足元に目を落としたまま、前輪がゆっくりと回るのを見つめて、じりじりと前へ進んでゆく。動いてゆくごとに、胸の中に張り詰めている緊張は大きさと密度を、徐じよ々じよに徐々に上げてゆく。

　ざり、ざり、という、靴くつが路面を擦こする音。

　かち、かち、という、自転車のギアが空回る音。

　鼓こ膜まくの切れそうな静せい寂じやくの中に、聞こえるのはその音ばかり。空気の中に張り詰めた静寂は、鳥とり肌はだの立った肌から、心を侵す毒物のゆっくりと沁しみこんで、緊張で風船のように膨ふくらんだ心臓をじりじりと追い詰めてゆく。




　じりっ……じりっ……




　前へ。前へ。

　路ろ肩かたの軽トラックと、すれ違おうとしているかのように。

　顔のすぐ横の視野に、真っ黒な虚うつろを透すかすトラックの窓ガラスが来る。

　視線は下に向けたまま、動かさない。顔のすぐ横で窓のガラスがいっぱいに、じーっ、とこちらの横顔を見つめている。




　じりっ、じりっ、




　自然と、足が速まる。

　焦あせりが、緊張が、胸の中で荒れ狂う。

　軽トラックの窓の横を、通り過ぎる。気がつけば、そこはもう軽トラックの真横で、最初にライトに照らされて髪かみの毛のようなものが見えた位置を、もう通り過ぎていた。

「…………………………」

　道路には、何もなかった。

　何もない。やはり目の錯さつ覚かくだったらしい。

　あれだけの悲ひ惨さんなものを見たのだ。無理もない。

　さっさとこんな所は立ち去るべきだ。自分は急がなければいけないのだ。

　そして停まった車の横で、前を向き、ペダルに足を乗せた時。




　ぐっ、




　と降ろしていた足が、摑まれた。

　足首を握にぎった、人間の手指の冷たい感かん触しよく。

　自分の顔に、強く強こわ張ばった感覚が広がって────心が辛かろうじて繫つなぎとめられている、爆発寸前の恐ろしい均きん衡こうで凪ないだ。

「………………」

　ゆっくりと、前を向いた視線を下ろす。

　まず自分の跨またがっている女物の自転車の籠かごと、前輪が見えた。

　次に空のペダルと、地面に降ろしている、ズボンを穿はいた、自分の膝ひざ。

　そして──────




　すぐ隣となりの、軽トラックの車体の暗くら闇やみの下から、血塗れの女の手が這い出すように伸びて、自分の足首を握り締めていた。




　一いつ瞬しゆんの間。

　見開く目。

　そして、




「────うわああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　直後、全すべての均衡が崩ほう壊かいし、爆発した心の中が噴ふき出すような凄すさまじい悲鳴が迸ほとばしり出た。喉のどの奥から声とも言えない声の奔ほん流りゆうが、肺から口までの空くう洞どうの全てを揺るがせて、自分の聴覚と頭の中さえをも完全に飲み込んで、噴き出すように響ひびき渡った。

　がしゃん、と自転車がひっくり返り、逃げようとして転んだ。片足が下敷きになりそうになりながらも必死でそこから逃れようと這はい、自分の足を摑つかむ〝手〟から逃れようとして足あ搔がいたが、〝手〟は足に結ばれた紐ひものようにびくともせず、車の下の闇と足首とを、頑がんとして繫いでいた。

　力の限りに引っ張っても、ただ足首に、がつんとした衝しよう撃げきが伝わるだけ。

　そして〝手〟が伸びている、車の下の暗闇に向いた視線の先で、暗闇が身じろぎする。




　はっ、はっ、




　呼吸の気配、音。

　やがて車の下から〝手〟の根元に当たる〝モノ〟が、ずるずると生肉を引きずるような音を立ててこちらへ向けて這い出して来た。

　途と端たんに空気に満ちる、生なま臭ぐさい血の臭におい。

　車の下から姿すがたを現したのは、崩くずれた〝黒犬〟の姿だった。

　出で鱈たら目めに轢ひき潰つぶされ、毛皮が破れ、中の露ろ出しゆつした肉と内臓で辛かろうじて繫つながった蠢く犬の残骸。そして血ち塗まみれの女の腕うではその露出した犬の内臓と繫がっていて、さらにはあちこちに大量の女の髪かみや皮ひ膚ふと思しき組織が入り混じり、世にも冒ぼう瀆とく的てきでおぞましい光景をそこに作り上げていた。

　あらぬ方向を向いて飛び出た眼球に、どこまで口か判別できないほどに裂さけ、裏返った口からはみ出た舌した。暗くら闇やみの中でさえその赤さが分かる、真まっ赤かに露出した、血と粘ねん液えきに塗れた、肉と内臓。

　裂けた肉の中から生えた犬の脚あしが蠢うごめき、爪つめの音を立てて道路を引っ搔かく。

　そしてずたずたの犬の腹に突っ込まれたようにしか見えない女の腕が、実はそうではないことに気づくのに時間はかからなかった。それは〝犬〟の死し骸がいが変形しているのだった。見ている間にも常に蠢き、絡からみ合う肉と内臓は、それらはあちこちで徐じよ々じよにぶよぶよと蠢きながら、色を変え、人間の組織にしか見えない部位に変質しているのだった。

　血に塗れながら、薄うす皮かわが張るように生白い人間の皮膚が。

　突起が盛り上がって、足の指のようなものが。

　短い犬の毛が伸びて、髪の毛が。

　それらは常に蠢き、犬の肉や毛皮と混じって、蠕ぜん動どうする生肉の間に巻き込まれて、ずるずると内側に吞のみ込まれていたのだ。




　そして────目の前で犬の毛皮が、ライチの皮のように、ずる、と肉から剝むけた。




　毛皮の下から現れた肉は、顔だった。

　半分に少し足りない、女性の貌かお。

　それは生まれたばかりの赤子のような異様な肌はだの色をして、半ば以上が蠢く犬の組織になっていたが、紛まぎれもなく見覚えのある顔だった。それはあの踏切でズタズタになって死んだ、琴里の母親の顔だったのだ。




「わあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　絶叫した。恐怖が噴ふき出した。

　滅茶苦茶に足を、腕を振り回したが、何の意味もなかった。〝黒犬〟は焦しよう点てんなど全く合っていない三つの目で一かず真まを見つめたまま、そして血塗れの女の手で足首を摑つかんだまま、輪りん郭かくの崩くずれた出鱈目な動きで近づいて、のしかかって来た。

「ああああああああああああああああああっ!!」

　足の上に血と粘ねん液えきにまみれた柔やわらかい肉がのしかかり、付け根がほとんど肉の絡からむ骨になっている犬の前足が腹の上に乗り、押さえつけられた。もがき、暴れたが、引き剝はがそうとして〝黒犬〟を押しやった手指が冷たく湿しめった肉の中にめり込んだだけで、生肉の重みはそのまま構わず体の上にのしかかって来た。

　生なま臭ぐさい血と肉の臭においに、獣けものの毛の臭い、そして犬の口こう臭しゆうが混じった猛もう烈れつな悪臭。

　そしてメビウスの輪にも似た形で牙が並ぶ異常な形に開いた顎あごが、蛇へびが襲い掛かって来るように波打ちながら覆おおい被かぶさり、頭から吞のみ込もうとするかのように顔に嚙かみ付いた。




　がりっ。




　妙みようにくぐもった音と共に、頭ず蓋がい骨こつに、耳に、頰ほおに、頸くびに、ずらりと並んだ牙が皮を破って突き立った。

「────っ!!」

　びっしりと生えた牙が肉の中にめり込む激痛が頭部を襲ったが、もう声も出せなかった。垂れ下がった巨大な舌と口内の肉が、口と鼻を塞ふさいで、息ができなくなった。

「………………………………………………っ!!」

　目の前にあるのは暗くら闇やみ。肉の色をした暗闇。

　口と鼻が塞がれ、後には悲鳴のせいで空っぽになった肺だけが残されて、酸素を失った体が痙けい攣れんし、意識が暗く沈み始めた。

　必死で酸素を求めて喉のどと肺が蠢うごめくが、冷たいぶよぶよとした肉に塞がれている。

　息が吸えない。恐ろしい苦痛。心臓が悲鳴を上げる。びくんびくんと痙けい攣れんする身体からだ。

　そしてぐびぐびと鳴って蠢く喉の筋肉に、どんどんと深く、肉を食いちぎらんばかりに牙がめり込んでゆく。中に牙を埋うめたまま、痙攣するように、頸の筋肉と筋が動く。

　頭部の薄うすい肉を貫き、頭蓋骨に牙がめり込み始めた。

　みしみしと頭の中に響ひびく、骨の軋きしむ嫌いやな音。




「──────────!!」




　目の前が、赤くなっていった。

　苦痛の中に遠のく意識。その中で、頭のすぐ横に、ごつっ、と重い靴くつ音おとのような音が、一つ聞こえた気がした。







　　　　２




　がしゃーん!!

　と何かが割れる大きな音が、居間から響ひびいて来た。




「!!」




　はっ、と臣しんは顔を上げる。その瞬しゆん間かん、自分の周りに満ちていた空気も、気配も、異様に暗かった照明も、そんな事実などなかったとしか思えないほど綺き麗れいさっぱり、夢でも見ていたかのように吹き飛んでいた。

　がば、と臣は、慌あわてて後ろを振り返る。

　しかし背後の仏ぶつ壇だんの扉とびらはぴったりと閉じていて、掛け金がねさえ外れていなかった。おかしな気配さえ、どこにも感じられない。

「な……!?」

　仏壇の扉を見上げ、片かた膝ひざ立だちで振り返った姿し勢せいのまま、臣は一いつ瞬しゆん混乱した。

　それはまさしく、いきなり睡すい眠みんから覚めた瞬間の、たった今まで見ていた夢と現実の切り替えがつかずに混乱している、あの感覚そのままだった。

　つい先ほどまで感じ、聞いていたと思っていたもの、全すべてが消え失うせていた。

　ただその、たった今まで現実だと思っていたものの名残なごりとして、ぞーっ、と全身の皮ひ膚ふに一いつ斉せいに不快な鳥とり肌はだが立ち、そして通り過ぎるように、消えていった。

「ね、寝てたのか……？」

　呆ぼう然ぜんと、臣は自分で自分を確認するように、呟つぶやいた。

　唇くちびるが乾かわき、張り付いていた。それも臣には自分が寝ていたことの証左に思えた。鼻と喉のどの奥も乾燥している。

　文ふみ机づくえの前で参考書を見ながら、うたた寝をしていたと見て、何の矛む盾じゆんもない。

　色々あり過ぎて疲れていたのだと理由もつく。そしてあんな夢を見たことについても、同じことが、理由にできる。

「………………」

　臣は、微かすかに重く感じる頭を、軽く振った。

　状況はだんだんと吞のみ込めたが、混乱していることには変わりがない。少なくとも身体からだの感覚は、全体的に重かった。

　しかしそれも、そこまでだった。

　臣が目を覚ますきっかけになった居間からの物音。それが再び聞こえてきて、さらに男の裏返った怒ど鳴なり声が、それに続いたからだった。




　……の……おまえの……だぞ！




「……おじさん!?」

　そこだけは夢ではなかった。

　臣しんは慌あわてて立ち上がる。警けい戒かいしていたことが起こっていた。そして臣はそのために今日はここにいるのだった。

　急いで襖ふすまを開けて、廊ろう下かに出て、居間へ向かう。

　居間からは騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きが感じられ、その中からおじさんの怒鳴る声が、先ほどよりもはっきりと、聞こえてきた。




「……お前だけ責任がないつもりか!?　ふざけるな！　お前らのせいだろうが！　秋あき子こが死んだのは!!」




　小動物が咆ほえるイメージが付きまとう、おじさんの甲かん高だかい怒鳴り声は、そう言っていた。

　秋子はおばさんの名前だ。そしてその非難の声の直後、食器か何かが激しく叩たたきつけられ、砕くだけて割れる音。

「なんでよ！　なんで私のせいなの!?」

「自殺なんかしやがって、最後の最後まで迷めい惑わくかけやがったのは琴こと里りの奴やつじゃないか！　それを秋子のせいみたいに言いやがったのはお前らだろう!?　お前らが追い詰めたんだろうが！　違うか!?」

　梢枝こずえの問いに、おじさんの叫び。

　その現場に向かう臣の表情も、それを聞いて、自然と厳しくなってゆく。

「琴里のこと、そんな風ふうに言うのはやめて！」

「おまえがそんな風に甘やかすから、あいつはあんな風になったんだろうが!!」

「ろくに育てもしなかったくせに！」

「うるさい!!　俺おれのせいにする気か!?　死んだのは琴里の馬鹿が勝手に死にやがったんだろうが！　そうじゃなかったら石いし田だの息子むすこが原因だ!!」

　がら、とその瞬しゆん間かんに、臣は障しよう子じ風ふうの曇りガラスが入った居間の戸を開けた。

「……おれが、どうかしましたか？」

「…………………………」

　臣が言うと、顔を真まっ赤かにして怒鳴っていたおじさんは、途と端たんに黙だまり込んだ。

　炬こ燵たつ布団のない掘り炬燵がある居間の、畳たたみの床ゆかには、柱に叩きつけられて粉々に割れた湯飲みと灰皿が、煙草たばこの灰と共に撒まき散らされていた。

　テーブルの上には電話機と、住所録と思われる帳面や、メモ帳。

　縁者への連絡中に口論になったらしい。部屋に立ち尽くしていた梢枝こずえは、臣しんを見ると目に一杯に涙なみだを溜ためた顔を逸そらして、戸の前に立った臣を押しのけて廊ろう下かに出て、自室のある二階へと逃げるように階段を駆かけ上がって行った。




「…………」

「…………」




　残された二人の間に、気まずい沈ちん黙もく。

　臣は口元を引き結び、非難するようにおじさんを見て、そして「失礼します」とだけ言い残し、再び戸を閉めた。

　臣は、この琴こと里りのおじさんという人間が、理解できない。

　娘むすめにばかり激げつ昂こうする小心も、責任を娘たちに向ける矛ほこ先さきも、裏切った妻への執しゆう着ちやくも、そのどれもこれもが臣にとっては理解できない、好ましからざる精神性だった。

　正直なところ軽けい蔑べつばかりがあるが、それは臣が持っている、年上には敬意を払うべきという倫理観との葛かつ藤とうがある。一かず真まなどは悪あし様ざまに言い、臣はいつもそれに良い顔をしないが、意見そのものはほぼ同意だった。

「……」

　臣は気まずい思いを背に、いくぶん肩かたを落として、もと来た廊下を戻る。

　これでも臣は、おじさんが口走っていた、「琴こと里りの自殺は臣が原因だ」という意味合いの言葉が、それなりに堪こたえていたのだ。

　情も品位も自制もないとしか思えないおじさんの言葉だが、それゆえに彼の言葉には下げ世せ話わな面から見た剝むき出しの真実があった。常識やプライドのある人間ならば、見ようとも口にしようとも思わないだろう、醜みにくい形の真実だ。

　元よりの自責に加えて、人の精神の醜さに触ふれてしまった気がして、何か当てられたように、気分が落ち込んだ。そんな心の中が具現化したような暗い廊下を、とぼとぼと歩いて、臣は部屋へと戻る。

「……」

　そして開けっ放しで出てきた襖ふすまから廊下に光が漏もれている、仏ぶつ間まの前へと、臣が重い足取りで辿たどりついた時だった。







　────ぎい、







　目を伏せていた視界の外、部屋の中から、音が聞こえた。

「……!!」

　びくん、とその瞬しゆん間かん、体が震ふるえ、廊ろう下かから部屋に踏み入れかけた足が止まった。

　このたった一つの、小さな物音を境に、精神が、肉体が、世界が、たった今まで夢だと思っていたモノの中に、一いつ瞬しゆんのうちに引き戻された。

　あの夢の中で聞いた、扉が軋むような音。




「…………………………！」




　畳たたみと文ふみ机づくえの脚あしを見下ろす自分の視界が、奇き妙みように濁にごり、霞かすんでいるのを感じた。

　暗い廊下を抜けた先に灯ともっている、居間とは比べ物にならないほど、暗く汚よごれて劣れつ化かした、微かすかにちらつく電でん灯とうの明かり。そんな明かりの満ちる、劣化したフィルムで映したような光景の仏ぶつ間まを、臣しんはゆっくりと顔を上げて、視線を動かして覗のぞき込んだ。

　しかし中には自分が座っていた文机と座布団が、ぽつんとあるだけで、何かがいるような様子はない。

「……」

　沈ちん黙もく。

　そして足を、部屋の中に進めた。




　みし、




　と古く冷たい畳を踏む感かん触しよくと、床ゆかが微かに軋きしむ音。

　部屋の中に身を乗り出し、首を巡めぐらせるように、奥を覗き込んだ。視線の先に、部屋の奥に据すえられた仏ぶつ壇だんが現れて、臣はその重々しい存在感を放つ黒い扉とびらを、じっ、と息を潜ひそめてしばし見つめた。

「……」

　表面に細かい傷やかすれのある、古い仏壇の扉。

　扉は、ぴったりと閉じている。

　異常はない。そう見て取った。

　しかし違和感。何かが引っかかる。その意識に引っかかる違和感の正体を探ろうとしばしそこに立ち止まっていた臣は、やがてそれに、気がついた。

「………………!!」

　そして気づいた瞬しゆん間かん、背筋にぞっと悪お寒かんが走った。




　扉の掛け金が、外れていた。




　剝はげた金色の、左右の扉とびらを繫つないで固定していた掛け金がねが、片方の金かな具ぐから外れてぶらんとぶら下がっていた。部屋を出る前にはかかっていたはずの掛け金。きちんと確認した。勘かん違ちがいではあり得なかった。

　自然に外れるような金具でもない。

　誰かが、外した？

「………………」

　無言で立ち竦すくんだ。冷たいものが背筋を撫なでた。

　じっとりと冷たい汗あせが浮く。あの〝音〟が、脳のう裏りに浮かんだ。

　ぎい、という仏ぶつ壇だんの扉が軋きしむような、たった今ここで聞いたばかりの音。

　そして居間で始まった口論の音に断ち切られた、あの〝夢〟の最後に聞いた気がした、小さな、しかし静せい寂じやくの中でやけにはっきりと聞こえた音。

　それを思い出す臣しんの周囲に、




　────しん、




　とあの日本家屋特有の薄うす暗ぐらい静けさが広がっていた。

　それは心の中に張り詰めた緊張が、そのまま空気に伝わったかのような、ひどい不安感に満ちた、異様な静寂だった。

　例えるなら────何かが潜んでいるかのような静寂。

　そして目の前には、知らない間に掛け金が外されていた、仏壇の扉。

「………………」

　臣は、霊れいの存在を信じない現実主義者だった。そして現実主義者である臣の常識と意思は、本能がどれだけ悲鳴を上げようとも、自分の足に、手に、目に、眼前にある〝それ〟を、確認することを要求した。




　みし、




　無言で一歩近づく、臣。

　靴くつ下したの足が畳たたみを踏み、微かすかに床ゆかが軋む音を立てた。

　近づく仏壇の扉。自分の心臓の鼓こ動どうを、やけに胸の中に大きく感じた。

　どっ、どっ、どっ、と自分の心臓が鳴る音。意識の底に沈むように存在する本能的な怯おびえが、目を逸そらすことも、瞬まばたきすることも許さない。

　仏ぶつ壇だんの扉とびらから目を放せば恐ろしいことになりそうな、無意識の恐れ。

　音を潜ひそめた浅い呼吸。まるで呼吸の音を聞かれるのを恐れているような、冷え冷えとした呼吸をしていることに、自分では気づかない。

　ただ頭の中は、それでも確認しなければという思いに、囚とらわれていた。

　傷だらけで掠かすれた、古い黒塗りの表面に、天てん井じようから下がった鈍にぶく黄色い明かりをぼんやりと反射している仏壇の扉に、また一歩、近寄る。




　みしっ、




　軋きしむ、音。

　近づく仏壇。ぴったりと閉じた扉と、外れた掛け金がね。

　くすんだ空気の中に、古く染み付いた線香の匂においを感じた。仏壇という物体が持つ空気と存在感が、仏ぶつ間まの空気に異様な重さを乗せ、呼吸が重くなった気がした。

「…………」

　そして不ふ吉きつな存在感をもって、扉にぶら下がる、外れた掛け金。




　みし、




　それでも、自分の呼吸と心臓の音ばかりを聞きながら、前へ進んだ。

　近づく仏壇の扉。手を伸ばせば、そろそろ届く距離。

　手を上げ、前に出した。

　自分の視界の中に現れた手は、指先が微かすかに震ふるえていた。




　みし、




　とうとう、仏壇の前に立つ。

　もう視界の中には、仏壇の扉しかない。

　年ねん季きの入った傷だらけの扉に映る、黄色っぽい蛍けい光こう灯とうの光。

　無数の傷で乱反射してぼやけた反射光の中には、自分の顔がひどく滲にじんで、ほとんど顔形が判別できないほど壊こわれた、不ぶ気き味みな姿すがたとして映っている。




　どっ、どっ、どっ……




　心臓の音。

　くすんだ光に照らされたくすんだ世界の中で、周囲を感じる聴覚と皮ひ膚ふ感覚だけが、やけに冴さえ冴ざえと鮮せん明めいだった。

　周囲の影から、何かを感じ取ろうとしているかのように。

　そして目の前に仏ぶつ壇だんの閉じた扉とびらの〝向こう〟に、何かがあるのを、感じ取ろうとしているかのように。




　────しん、




　と静まり返った、世界。

　ごくり、といやに大きな音を立てて自分の喉のどが、唾つばの塊かたまりを嚥えん下げした。

　手を伸ばす。扉へ。

　扉の表面に、滲にじんだ輪りん郭かくの肌はだ色いろが映る。

　どっ、どっ……心臓の鼓こ動どうが早くなる。

　目が徐じよ々じよに、見開かれる。

　呼吸の音。

　震ふるえる指先。

　破は裂れつしそうなほど、張り詰めた意識。

　それらを感じながら、指先を扉の合わせ目へと。

　扉を開けて、中を確認するのだ。

　どうせ何もない。

　ないはずだ。

　ないはず。

　だが……







　その瞬しゆん間かん、ばたーん!!　と音を立てて内側から仏壇が開き、中から倒れ込むようにして濡れた女の手が転がり出して腕うでを摑つかまれ──────







　臣しんは、絶叫した。







　　　　３




「………………」




　傲ごう然ぜんと立ち、氷のような目で〝それ〟を見下ろす雪ゆき乃の。

　そして雪乃はおもむろに〝それ〟に歩み寄ると、一いつ瞬しゆん無言で〝それ〟を見下ろして、直後、一かず真まの頭に喰らいついている黒犬の頭と思われる〝それ〟に向かって、無言のまま一片の容よう赦しやもなく足を振るい、硬いブーツの先を力の限りに叩たたき込んだ。




　ぎゃあっ!!




　ごつっ、という柔やわらかい塊かたまりを蹴ける重い感かん触しよくと衝しよう撃げきが足に響ひびき、その瞬しゆん間かん、〝黒犬〟は犬というより人間が叫ぶような耳みみ障ざわりな悲鳴を上げた。食いついていた口が、血と涎よだれと粘ねん液えきを撒まき散らして一真の頭から離れると、次の瞬間タイミングを合わせた蒼あお衣いが雪乃の横に踏み込んで、群むら草くさの工房から持ち出して来たかなてこを両手で振り上げ、ゴルフのスイングをするように、〝それ〟の胴どう体たいへと向けて思い切り振り抜いた。

「やっ!!」

　ぶん、と鉄の棒ぼうが空気を切る重い音がして、不定形の塊の胴に、かなてこが横薙なぎに突き刺ささった。どんっ、と形容するのが相応ふさわしい鈍にぶい音と共に〝それ〟が一真の上から吹き飛んで、この一帯を照らしている自動車のライトから少しばかり外れた位置の、道路の上に叩きつけられた。

　蒼衣の肩かたにスリングで吊つられていただけの大型の懐かい中ちゆう電でん灯とうが、めちゃめちゃに振られてサーチライトのように出で鱈たら目めに辺りを照らす。蒼衣は一真から〝それ〟が離れたのを見届けると、かなてこの先をアスファルトの地面に降ろし、懐中電灯を持ち直して〝それ〟の姿をはっきりと照らし出した。

「……『黒犬への変身』。こういうことになるわけ？」

　雪乃は群むら草くさの車のエンジン音と匂においの中で、ひどく冷れい徹てつに、二つのライトの光の中で蠢うごめくおぞましい肉にく塊かいを見み据すえて言った。そんな雪乃の足元で、のしかかっていた〝それ〟から解放された一真が、道路に横倒しに横たわって、今にも嘔おう吐としそうなほどえずきながら、必死で空気を貪むさぼっていた。

「ご……ごほっ！　げっ……」

　そして僅わずかに見上げた一真の目が、驚きよう愕がくに大きく見開かれる。

「……お……あ…………」

「うるさい。邪じや魔まよ」

　闇やみと、それを横薙なぎに照らす光の中に立って言い放つ雪ゆき乃のの身を包むのは、漆しつ黒こくと純白の彩いろどる怖おぞ気けをふるう退たい廃はい美び。ゴシックロリータの衣い装しようだった。

　ポニーテール気味に結ばれた漆黒に流れる髪かみと、それを彩る黒いレースのリボン。

　そして豪ごう奢しやなレースに彩られたスカートを揺らし、こつっ、と重々しいブーツの足音を立てて、雪乃は一歩前に出る。

　手にはすでに、赤い柄えをしたカッターナイフ。

　華きや奢しやな姿すがたに、絶望的なまでの退廃と威厳と殺意を纏まとわせた雪乃は、その黒犬と人間の女を粉ふん砕さいして混合したような生物と真正面ましょうめんから対たい峙じすると、そのぐちゃぐちゃと蠢うごめいているおぞましい姿と音に、不快げに眉まゆをひそめた。

　そして────




　ぢぎぢぎぢぎっ！




　右手に握にぎったカッターナイフの刃はを、音を立てて目いっぱいに押し出す。

　問答無用の意思。この瞬しゆん間かん、意識が、そして周囲の空気全すべてが、氷のように冷たい殺意と狂気と恐怖に満ちた高揚────すなわち雪乃の抱かかえている〈悪夢〉への恐怖によって、瞬またたく間に塗り潰つぶされた。

　そのまま雪乃は左手首に巻かれた包ほう帯たいに指をかけ、引き千ち切ぎるように解く。途と端たんに包帯を留めていた金属製のピンが弾はじけ飛び、アスファルトの上で跳はねて、ちりん、ちりん、と澄すんだ音を立てた。

　夜よ闇やみの中をはらりと舞って落ちる、白い包帯。




「〈私の痛みよ、世界よ焼け〉っ!!」




　そして直後、雪乃は裂れつ帛ぱくの意思を込めて叫び、それと同時に目盛りのように傷きず跡あとが刻まれた左腕うでの肌はだに、カッターナイフの刃を強く当て、思い切り引き切った。

「！」

　自分の腕に当てた、押し付けただけで肌が切れる鋭い薄うす刃ばが引かれて、皮を裂さき、肉に刃が潜もぐり込む一いつ瞬しゆんの焼けたような熱。そしてほとんど同時に、手首を縦たてに走っている筋に、半ばまでカッターの刃が切り込んだ、電気が走るようなおぞましい痛みが体の芯しんを貫いて、びくん、と身体からだが痙けい攣れんした。

　と、




　ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!




　耳を劈つんざく凄すさまじい絶叫と共に、周囲の景色けしきが炙あぶられるように、白っぽい炎ほのおの色で照らし出された。轟ごう、と音を立てて地じ獄ごくのような勢いで上がる炎の柱に〝黒犬〟の姿は完全に吞のみ込まれて、髪かみの毛が焼ける悪あく臭しゆうが猛もう烈れつな熱気と共に空気の中に吹き上がった。

　そうする間にも、たったいま肉に開いた傷は、灼しやく熱ねつするような痛みを発し始める。無数の血管ごと切り割られた肉の断面から血が滲にじみ出して、溢あふれ、あっという間に表面張力を超えて流れ落ち始めて、肌はだを伝ってぼたぼたと地面にこぼれていった。

「…………………………っ！」

　ぎり、と痛みで、音がするほど奥歯を嚙かみ締めた。

　脳天を麻ま痺ひさせるような痛みを発する傷口から流れる血が、肌を這はい、指先に溜たまって、大粒の雫しずくとなって、地面へと降り落ちてゆく感かん触しよく。

　凄まじい激痛から悪お寒かんが揺り返し、肌が粟あわ立だち、力の入った体がぶるぶると震ふるえる。

　目の端はしに涙なみだが浮かぶ。そして小刻みに震えるカッターナイフの切っ先に無理矢理に力を入れて再び肌に当てると、ぴり、と痛みが走り、たった今しがたその行為によって生まれた激痛のせいで本能が恐怖に支配されて、腕の力が萎なえそうになった。




　ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああっ!!




　それでも見み据すえる目の前で上がり続ける、人間そのものの断だん末まつ魔ま。

　しかし人間ならばとっくに絶命しているだろう猛もう火かの中で、なお上がり続けるがゆえに人間のものではない、長く恐ろしい断末魔の叫びが、夜の空気をびりびりと振るわせる。

　絶叫しながら炎を吹き上げ、火の粉を撒まき散らして、〝黒犬〟は火をつけられた生物そのままに激しく苦く悶もんに身をよじり、火ひ達磨だるまで転げ回った。完全に炭たん化かした末まつ端たんが崩くずれて火の粉と共に飛び散り、それでもなお内側から露出した赤い肉で、アスファルトを引っ搔かいた。

　その中で、白はく濁だくし、融とけ焦こげる眼球が、不意に雪ゆき乃のを認めた。

「!!」

　目が合ったのを雪乃も直感する。炎に纏まとわりつかれながら、そして体中の部位が別の生物であるかのように暴れ回りながら、〝黒犬〟の頭部は憎ぞう悪おと怒りを込めた咆ほう哮こうを思わせる激しい勢いで、胴どうまで裂けた恐ろしく巨大な口を、がば、と開いた。

「〈焼け〉!!」

　即座に雪乃は自分の腕に当てたカッターを、殺意の叫びと共に引いた。

　再び痛みが身体からだの芯しんから頭までを貫いた瞬しゆん間かん、〝黒犬〟を包んでいた炎はガソリンを注がれたかのように爆発的に勢いを増し、大きく開いた口からも、人の背せ丈たけを越えるほどの巨大な火柱が噴ふき上がった。

「ぐ…………!!」

　みしみしと歯を食いしばり、震える手を握にぎり締め、〝黒犬〟を睨にらみつける。

　やがて、ぼんっ！　と音を立てて〝黒犬〟の一部が破は裂れつし、燃え盛さかる肉片と炭たん化かした組織と大量の火の粉を撒まき散らして、激しい炎ほのおの中で影となっていた〝黒犬〟の全ぜん貌ぼうがほとんど半壊し、どう、と音を立てて道路の上に倒れた。

　それでも〝黒犬〟はもがき続けたが、すでに大勢は決していた。

　ぼたぼたと左手から雨のように血を滴したたらせて立つ雪ゆき乃のの前で、〝黒犬〟はしばらく炎に包まれて弱々しく動いていたが、みるみる力を失ってゆくその動きもやがて止まり、とうとう完全に動かなくなった。




「…………………………」




　雪乃はしばしそれを警けい戒かいの表情で見つめた後、ふう、と溜ため息いきをついた。

　途と端たんに〝黒犬〟を包んでいた炎は空気に吸い込まれたように完全に消えてなくなり、周囲は再び夜の闇やみが戻って、その後には車のライトに照らされた、ぶずぶずと生なま焼けの音を立てて煙を上げる、焦こげ臭くさい奇怪な残ざん骸がいが残った。

　雪乃の後ろでは、道路から起き上がることも呼吸も忘れたかのように、呆ぼう然ぜんとした表情でその光景を見つめる一かず真ま。

　雪乃は、ふん、と不ふ機き嫌げんそうにひとつ鼻を鳴らすと、腕うでに刻んだ二本の傷の痛みを、平静を装って耐えながら、ポーチの中から取り出したガーゼを腕に乗せ、それを器用に包ほう帯たいで縛しばりつけ始めた。鈍どん痛つう。

「雪乃さん、平気？」

　蒼あお衣いが、かなてこと懐かい中ちゆう電でん灯とうを手に、近づいて来る。

「……」

　雪乃は不機嫌に、答えない。痛みが揺り返し、額ひたいに脂あぶら汗あせが浮いているのを指し摘てきされるのが嫌いやなこともあるが、それ以上にいま起こり始末した〈泡ほう禍か〉が、雪乃としては、どうにも気に入らなかったのだ。

「……童話に従うなら、私は黒犬に炭を食べさせる係なのかしら？」

『いいじゃない。御ご殿てんのお料理番でしょう？』

　雪乃の呟つぶやきに、〈泡禍〉の気配を嗅かぎ取って雪乃に告げ、雪乃たちがここに来るきっかけを作った張本人が、くすくす笑いながら言った。

『誰に言われるでもなく、黒犬に熱い炭火を食べさせる役。ぴったりよね？』

「うるさい」

　結局この〈泡ほう禍か〉が〈グランギニョルの索さく引いんひき〉による予言のもので、それにおめおめと組み込まれている自分が、不ふ愉ゆ快かいだったのだ。

　ある意味、本来の管かん轄かつである町を離れてここにやって来た自分の判断が、正しいことが完全に証明されたとも言える。しかし同時に、結局それは〈泡禍〉との巡めぐり合わせの競争で、蒼あお衣いに負けたようなものでもあった。

『ふふ。でもお料理番は、きっと本当は、誰に言われるでもなく黒犬に炭火を食べさせたんじゃないわ』

　風かぜ乃のは車のライトから僅わずかに外れた〝黒犬〟の残ざん骸がいの横に、夜よ闇やみを背に溶とけ込むように立って、言った。

『王おう子じの願いが、神様に与えられた力にそうさせたの。きっと天の声でも受けたんじゃないかしら？　雪ゆき乃のと同じ』

「……どういうこと？」

　いつもなら無視する戯ざれ言ごとだが、自分と同じと言われて、雪乃は眉まゆをひそめる。

　風乃はくす、と陰いん湿しつな悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　そして言った。

『私に言われて、雪乃はここに来て、このようにした。私が天の声よ。だって『神様』は、私たちの中では〈悪夢〉と〈泡禍〉のことじゃない。私が〈悪夢〉の声だってことに、雪乃は異論がある？』

「…………ないわ」

　雪乃は少し考えて、答えた。

　そして、

「じゃあ、せいぜい私は、姉さんの言いなりにならないように気をつけることにするわ」

　雪乃が精一杯突き放すようにそう言った、その時だった。

　バンの運転席のドアが開いて、群むら草くさが顔を出し、声をかけてきた。

「……おい、終わったのか？　終わったんなら油売ってねえで、とっととソイツを片付けてここから離れるぞ」

　群草は言って、車の中からブルーシートを引きずり出しながら、車を降りてきた。

　彼の言う『ソイツ』とは〝黒犬〟の死体のことだ。派は手でに損そん壊かいしているが、いや、だからこそ────まだ人間と動物の部位があちこちに見て取れる〝それ〟を、人目に晒さらすわけにはいかなかった。

　とにかく回収でも何でもして隠かくしておいて、〈葬そう儀ぎ屋や〉などの死体処理役の〈騎き士し〉を呼ぶか、どうにかして自分で処理しなければならない。相応の〈断だん章しよう〉を持った者がいれば、異常な痕こん跡せきだらけの現場ごと隠かくしてしまうのがベストだが、今はそれは望めない。できる形でなんとかするしかなかった。

　蒼あお衣いが群むら草くさの呼びかけに応じて、慌あわてて車に向かう。

「あ、はい！」

「ほらよ」

　そんな蒼衣に群草が、軍手を放り投げる。

　落としかけながら、慌ててキャッチする蒼衣。群草はそれを尻しり目めに、露ろ出しゆつしている表面の大半が炭たん化かした遺い骸がいの脇わきに、ブルーシートを下ろして、厚く折りたたまれたそれをガサガサと拡げ始めた。

　そして、

「おい、カズ、ぼーっとすんな。手伝え」

　群草がそう、地面にへたり込んだ一かず真まに向かって声をかけた時だった。

　放心していた一真はその途と端たんに、はっ、と正気に返ると、慌てて顔を上げて縋すがりつかんばかりの様子で雪ゆき乃のに向かって言った。

「そ……そうだ！　頼む、〈雪の女王〉、すぐ来てくれ！」

「……？」

　雪乃はそれを見下ろして、不審そうに眉まゆを寄せた。

「やばいんだ。琴こと里りの家の中に、〝何か〟が入って来た。臣しんも、梢枝こずえ姉ねぇもいる家の中だ。何かあったら、全員終わりだ……！」

　やや支し離り滅めつ裂れつな訴え。しかし雪乃は無視できないものを感じ、目を細め、そして振り返って群草を見た。

　群草も、雪乃たちの方を見ていた。

　そして雪乃と目が合うと、その偏へん屈くつそうな顔を、迷めい惑わくげに歪ゆがめた。

「ああ、わかった。さっさと行け」

　ふん、と鼻を鳴らして、群草は言った。




「また、わしの役目になるんだろう？　分かっとるさ。いつだってそうだ。いつだってわししか、やる者がおらんのだ」




　………………
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　　　間章　　おわらない花







　夜道を、ほとんど駆かけ足で進む三人。

　一人は自転車を押して。一人は少女で、怪け我が人にん。

　ろくに明かりのない、田畑と空き地の中を進む狭せまい道を、懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりを頼りにして三人は進む。そして目的の場所である、金かな森もり家に辿たどりついた蒼あお衣いたちは、ようやく辿りついた家を見上げて、そのままそれぞれの表情でその場に立ち尽くした。




「…………なんだこれ……」




　不ふ吉きつ。

　ただひたすらの不吉。

　呆ぼう然ぜんと、あるいは厳しい表情で見上げる三人の中で、蒼衣はぽつりと呟つぶやいた。

　そこには、のしかかるように暗い夜の空を背に、窓から漏もれる明かりと玄げん関かん灯とうによって家のシルエットが浮かび上がっていた。そして家は、その屋根の頂上部と物干し台、アンテナ、さらには屋根から張り出している電線類に、びっしりとカラスがとまって、ギャアギャアと夜よ闇やみの中に不吉な鳴き声を上げていたのだ。

　家は路上に打ち捨てられた死し骸がいのように、カラスに覆おおい尽くされていた。

　絶えず聞こえる鳴き声と羽は音おと。家から漏れる明かりの範はん囲いを時折カラスが飛び、そのたびに夜空の中に、黒い影が掠かすめるようにして浮かび上がる。

　頭の上を飛び回る、思わず身を竦すくませてしまうような威圧的な羽音。

　光の届かない、辛かろうじて影が見える程度の屋根とその上の暗くら闇やみに吞のみ尽くされた夜空が、実はすでにカラスによって完全に埋うめ尽くされているのではないかという、そんな錯さつ覚かくにすら襲われる。

「………………」

　そんな羽音が空を覆おおう中で、しばし三人は、無言のまま立ち尽くした。

　不吉、畏おそれ、呆ぼう然ぜん。しかしそんな無言の後、一かず真まが突然ここまで押して来た自転車をスタンドも上げずに放り出して、自転車の倒れる音を背に玄関へ向けて駆かけ出した。

「臣しん！　梢枝こずえ姉ねぇ！」

「え、ちょっと!?」

　突然の危険を顧かえりみない行動に、慌あわてる蒼衣。

　同じように一かず真まを見ていた雪ゆき乃のは、蒼あお衣いとは違って特に何も言わず、厳しい表情のまま、大おお股またに足を踏み出してその後を追って行った。

　そして歩き出した雪乃は、自分の左手首から包ほう帯たいを毟むしり取る。

　金かな森もり家の玄げん関かん先の、濁にごったような薄うす闇やみの中に、血を吸って真まっ赤かになったガーゼと包ほう帯たいが投げ出されて、そしてそれらは地面につかないうちに発火して、舞うように炎ほのおを上げて、あっという間に燃え尽きて、消えた。

「雪乃さん……」

　その背中に、蒼衣は心配になって声をかけたが、是ぜ非ひもなかった。

　蒼衣も後を追う。すでに玄関の戸は開け放たれて、一真の姿すがたは中に消えていた。




　こつっ、




　雪乃のブーツの音が、玄関の中に立つ。

　屋根を不ふ吉きつな群れに覆おおわれて、その威圧感と不安感がのしかかり、空気に重ささえ感じる家に一歩入ると、明かりの落とされた玄関が広がり、同じく暗い廊ろう下かが伸びて、すぐ先で曲がっているのが見えた。

　玄関の戸の上で灯ともっている玄関灯とうの明かりが、玄関の中に射しこんでいる。

　コンクリートで敷かれた殺風景な玄関の床ゆかには、その玄関灯に背後から照らされた、蒼衣と雪乃の影が落ち、並んで伸びている。

　奥に見える暗い廊下は、中の部屋のものであろう明かりが、薄うすぼんやりと漏もれている。

　それだけを蒼衣が見て取っている間にも、雪乃は躊躇ためらいもせずにブーツを履はいたままの足を上がり口に乗せ、そのまま土足で中に上がり込み、思い切り硬いブーツで板敷きを踏む音をさせて家の中へと進んで行った。

　いざ中で暴れる羽は目めになった時、ガラスが割れたりなどすれば裸足はだしだと遅れをとるので、雪乃は危険が予測される場所であればどこでも構わず土足で侵入する。蒼衣は非常事態であってもそういった普通でない行為にはどうしても気後れするので、慌あわてた動作で靴くつを脱ぬぎ、放り出されていた一真の靴も拾って並べ、もう姿の見えない雪乃を追って廊下の角を曲がった。

「ゆき……」

　言いかけて角を曲がったが、雪乃の姿はすぐに見えた。

　雪乃は続いている廊下の、奥まった位置の途と中ちゆうにある、開け放たれ明かりの漏れる襖ふすまの前に立って、じっ、と中を睨にらんでいた。

　小走りに蒼衣は追いついて、雪乃の横に並ぶ。部屋の中には立ち尽くしている一真の背中。蒼衣はそのまま雪乃に倣ならい、一真と雪乃が見下ろしている場所を、同じように見つめた。




　開いた仏壇と、その下の畳たたみに転がる白いユリがあった。




「………………」

　一かず真まも雪ゆき乃のも何も言わない。ただ沈ちん黙もくが、落ちている。

　仏ぶつ壇だんの扉とびらは半はん端ぱに開いていて、左右の開き方が違っている。

　ユリは扉の中や畳に水すい滴てきを残し、まさに仏壇の中から転がり落ちたように見えたが、仏壇の左右にある花生けは空で、たった一本だけのユリは、いかにもそこにある存在としては不自然だった。

　一真の声が、呟つぶやいた。

「あの花だ……」

　その一言だけで、雪乃も蒼あお衣いも、即座に全すべてを理解した。

　雪乃が呟く。

「……姉さん、どう？」

　その呼びかけに、廊ろう下かの奥の明かりのない闇やみに、風かぜ乃のの姿すがたが滲にじむ。

『この期ごに及んで花なんかの真しん偽ぎに、意味はあるのかしら？』

「……そうね。確かに」

　くすくすと嘲あざけるような風乃の笑いに、雪乃はそれだけ聞けば十分だと言わんばかりに床ゆかに落ちた花から視線を外した。

「……」

　そして部屋を、見回す。

　部屋には大学受験用の参考書が拡げて置かれた文ふみ机づくえと、座布団が放置されている。

　後は部屋の隅すみに畳たたんで置かれた、来客用布団。この部屋が誰のために用意された部屋で、誰がここにいたのかは、これだけ見ればもう明らかだった。

　その〝彼〟のいた部屋で、〝何か〟が起こった。

「えーと、石いし田ださんは、どこに……？」

　蒼衣の問いに、ばっ、と振り返る一真。

「そ、そうだ……！　どこか、家の中に……」

　一真は慌あわてる。蒼衣は廊下を見やる。家の中は、部屋の明かりが奥からも漏もれ出ているものの、満ちている空気は、気味が悪いほど人の気配が感じられなかった。

　少なくとも、蒼衣たちが上がり込んだことに対して、反応がない。

　家の中に音はしない。何かが動いている気配も、ない。

「手分けしよう。俺は奥を探す！」

「危険だわ」

　一真は言い、雪乃が止める。しかし一真は雪乃の言葉を聞いておらず、焦あせりに囚とらわれた顔で蒼あお衣いと雪ゆき乃のを押しのけ、居間か台所があると思われる奥へと、駆かけて行ってしまった。

　舌した打うちする雪乃。

「……仕方ないわね。どうせ分かれるなら半はん端ぱはやめて、完全に手分けしましょう」

　そして雪乃は、方針を転換する。

「でたらめに広い家ってわけじゃないから、三人いればすぐ片付くわ。何かあったらすぐ呼んで。もし襲われても、死んでなかったら助けてあげるわ」

「う……うん、わかった」

「仮にも全員〈保持者〉なんだから、即死はしないでしょ」

　雪乃はそう言うとさっさと背を向けて、一かず真まとは逆の真っ暗くら闇やみの廊ろう下かの奥に、ずかずかと歩いて行ってしまった。残された蒼衣はどこに向かうべきか迷って周りを見回し────すぐに一真の向かった方面の廊下にある、二階へ上がる階段に目が留まった。

「……」

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするも、階段へ向けて歩いてゆく蒼衣。

　思わず意味もなく足音を忍ばせて歩いたが、ぎ、ぎ、と軋きしむこの廊下では、ほとんど無む駄だな努力だった。

　階段の下に着き、暗い階段を見上げる。だが階段は暗く、急勾こう配ばいで伸び、そして二階には全く明かりが点ついていないようで、頂上の段が判別できないほどの真っ暗闇が広がっていた。

　闇の中から、屋根に近いせいだろう、カラスの鳴き声が小さく聞こえた。

　その声にさすがに気き後おくれしたが、それでも不安は感じながらも、自分の役目を放ほう棄きするつもりはない。手探りで電でん灯とうのスイッチを探った。

　ぱちん、と階段の明かりがつく。

　電灯の灯ともった急勾配の階段の天てん井じようは、強烈な遠近感で、吸い込まれそうに高く見えた。

　そんな上を見上げて、ぎっし、ぎっし、ぎっし、と音を立てて、階段を登る。登り切ると二階はすぐに折り返し、襖ふすまの部屋が両側に、そして突き当たりにドアのある、思ったよりも短い廊下になっていた。

　階段からの明かりで、ぼんやりと照らされた廊下。

　それを前にして蒼衣は、緊張で一いつ瞬しゆん、立ち竦すくんだ。

　廊下の突き当たりのドアが、半分ほど開いていたのだ。そこから覗のぞいている、奥にあるだろう部屋の様子は、全く見通せないほどの闇に真っ黒に塗り潰つぶされていて、全く様子を窺うかがうことができなかった。

　ただの、闇。

　そしてその闇の中から、カラスの騒さわぐ声が聞こえた。

　肌はだが粟あわ立だつような不ふ吉きつな声と、暗闇。外から家を見上げた記き憶おくと照らし合わせると、この奥にあるだろう部屋は、物干し台と接していると思われた。そこからの声だろう。

「………………」

　ごく、と緊張に、唾つばを飲み込んだ。

　まず最初に、そこを調べなければいけない。自然とそう思った。

　廊ろう下かを進んでゆく。短い廊下は十歩と歩かずに尽き、ドアの前に着く。ここまで来ても部屋の中はほとんど見えない。ただ階段からの明かりが、届かなくなっただけだ。

　奥からは、やけに大きなカラスの声と、羽は音おと。

　半開きのドアに、手を伸ばす。

　と────




「……!!」




　ぞーっ、とその途と端たん、部屋の中から冷たい空気の流れが、手から腕うでへと肌はだを撫なでた。思わず手が止まった。中から風。窓が開いているのだと、すぐにそう結論した。

「………………」

　きぃ、と音を立てるドアを、一杯に開けた。

　奥から吐はき出されてくる風が、さーっと全身を撫でた。

　部屋は真っ暗。広大な暗くら闇やみを撮った写真のように、手前から少しでも奥へ行くと何も見えない闇があった。闇を前にした人間の、本能的な恐れと、そして不安が、胸の中をじんわりと締め付けた。

「……」

　数すう瞬しゆんの、躊ちゆう躇ちよ。

　しかし引き返せるわけがない。蒼あお衣いは不安に縛しばられて重くなっている身体からだを意思で無理矢理動かして、微かすかに震ふるえる手を部屋の中に差し入れて、階段の下でそうしたように再びドア付近の壁を指で探った。

　電でん灯とうのスイッチは、すぐに見つかった。

　微かに震えて狙ねらいの定まらない指先。嫌いやな予感と緊張に、胸が苦しくなりながら、それに力を入れて、ぱちん、とスイッチを押し込む。

　蛍けい光こう灯とうが、瞬またたいた。




「!!」




　ぎょっ、とその途と端たん、目に入ったものを見て、心臓が喉のどまで飛び上がりそうになった。

　照らし出された白っぽい部屋の中には、全開にされた大窓の前に白い服を着た女性の背中が座り込んでいた。そして白い女性の姿を浮かび上がらせるかのように、背景にある窓の外に巨大な夜空が広がっていて、カーテンが内側に吹き込んで揺れる窓の周囲には、恐ろしい密度の闇やみが無数に蠢うごめいて、大きく翼つばさを広げていた。

　────一面の、鴉カラス。

　開いた大窓の周りと、そこから見えるルーフバルコニー風に作った物干し台が、空の色にも劣らぬほど真っ黒に、蠢き羽ばたくカラスの群れによってびっしり埋うめ尽くされていた。

　突然部屋に灯ともった強い明かりに、凶きよう暴ぼうで貪欲な無数の闇が一いつ斉せいにこちらを見る。

　そして、足が竦すくむほど怯ひるんだこちらに向かって、




　ギャアッ!!




　と一斉に、威い嚇かくするように大きく鋭い鳴き声を上げた。

「………………っ!!」

　一いつ瞬しゆん、怯おびえに体が固まり、身動きが取れなくなった。そうしている間にもカラスの群れは巨大な手で横よこ面つつらを張り飛ばすような凶暴な音を立てて翼を羽ばたかせ、窓と物干し台に次々と入れ代わり立ち代わりして飛来し、部屋の空気をかき乱した。

　敵てき意いさえ込もった、凶暴な鋭い風が吹き荒れる。

　カーテンが、女性の髪かみが、乱れるように、空気の中で揺れる。




「………………」




　しかしそれでも、目の前の女性は、身動きもしない。

　背後に人に立たれ、蛍けい光こう灯とうによって照らし出され、周囲を無数の凶暴なカラスに取り囲まれながら、女性は何も言わず、動かない。

　窓という額がくに入った、巨大で陰いん鬱うつで不ふ吉きつな夜を描いた絵の、一部であるかのように。

　動かない光景。そしてそれを前にして、部屋の空気を完全に埋うめ尽くす、夜の匂においがする風と、羽ばたきと、啼なき声に知覚の全すべてを覆おおわれて、現実感が失われている。

　耳を塞ふさぎたくなるような、騒そう々ぞうしい音の中で。

　鳥とり肌はだが立つような、凶暴な風の中で。

　たった一人座り込む、女性。

　その背中に、声をかける。

「あ、あの……」




「…………………………………………………………………………………………」




　沈ちん黙もく。

　答えはなかった。身じろぎさえ、ない。

　嫌いやな予感が湧わき上がり、肌はだに悪お寒かんが広がってゆく。

　心の中にあった緊張が、きりきりと密度を増して、心臓を、締め付けてくる。

「…………う」

　だが、放っておくわけにはいかない。

　息もできないような緊張の中、一歩、部屋に踏み込む。

　背中を向けて座っている、女性へと向けて。

　一歩、一歩、近づいてゆく。




「あの……すいません……」




　ぎし、

　と一歩。




「……だ、大丈夫ですか？」




　ぎ、と一歩。

　女性の背中が、近づく。




「あの……」




　さらに一歩。

　無数のカラスの視線。

　羽は音おとと啼なき声がぴたりと止まった。いきなり生まれた沈ちん黙もくに、緊張が膨ふくれ上がる。




「す……すいません……」




　それでもカラスを刺激しないように、一歩。

　近づく。身じろぎもしない女性に、そろそろ手が届く。

　その肩かたに、手を伸ばす。




「あの……」




　呼びかける。

　そして手を伸ばし、

　指先が触ふれんばかりに手を伸ばし、

　肩かたに、手を────




　かけた途と端たん、深々と切り裂かれた喉と、真まっ赤かに染まった上着の胸が目に入った。




「ひっ────!!」

　息を吞のんで手を引っ込めたその瞬しゆん間かん、ばきっと首の骨が割れる音がして、辛かろうじて均きん衡こうを保っていた女性の頭が、ごろりと完全に真後ろに倒れた。

「………………!!」

　逆さまになって目の前に完全に露あらわになったのは、目と鼻と唇が完全に抉り取られた血みどろの女性の顔。空っぽの眼がん窩かと目が合う。そしてぱっくりと大きく切り割られた喉のどは、倒れた頭の重みで肉がみちみちと濡ぬれた音を立てて引き千ち切ぎれ、文字通り皮一枚で繫つながって転がり落ち、背中にだらんとぶら下がった。




「ああああああああああああああああああっ────!!」




　言葉にならない絶叫。その目の前で、西瓜すいかを入れた袋のようにぶら下がった頭部の重みに引っ張られて、女性の体が背中に頭を下敷きにして、どさっ、と仰あお向むけに倒れた。途と端たんに、今まで背を向けていて見えなかった体の前面が、目に入る。血で真っ赤になった胴どう体たい。しかしそれは、切り割られた喉から流れ落ちた血によるものだけではなく、着ている服の腹の部分がずたずたに引き毟むしられて穴が開き、そして中身の腹にまでぽっかりと大きな穴が開いて、内臓が抜き取られた空くう洞どうを赤黒く晒さらしていたのだった。

　中身が抜かれ、ぺしゃんこにひしゃげたお腹の皮膚。

　そうするうちに、止まっていた時間が動き出したかのように、みるみるうちに足元に血ち溜だまりが広がって、生暖かい液体が靴くつ下したの中に沁しみこんで、足の裏うらに、そして足の指の間にまで、濡れた感かん触しよくが入り込んだ。

「あ……あ……！」

　開けっ放しの口から、しかし意味のある言葉が出ない。

　がくん、と力が抜けて腰こしが落ち、どん、と背中に戸と棚だなが当たって、それによって辛かろうじて体が支えられたが、逃げようと必死でもがいても、戸棚を引っ搔かくばかりだった。




　ギャアッ!!




　と一声啼ないて、カラスが窓枠わくから部屋の中に飛び込んだ。

　そしてカラスは、瞬まばたきもできずに見ている前で、倒れた女性の腹に開いた穴から顔を突っ込んで、その黒く鋭い嘴くちばしで腹の中を探り始めた。

　ひしゃげた腹の皮が、内側からぴくぴくと動く。

　カラスは深く腹の中に入り込み、胸の中、肋ろつ骨こつの内側までをも探ると、やがて何度か引っ張る仕し草ぐさをして、女性の胴どう体たいの中から赤黒い肉片を銜くわえて引きずり出した。

「……あ……」

　ぶるん、と一度首を振り、肉片が揺れる。

　羽う毛もうが濡ぬれた色のカラス。それはしばらく、無表情な目で考え事をしているかのように、じっとしていたが、やがて口を開けて銜えた肉片を飲み込んだ。

　そしてもう一度、腹の中に、顔を。

　そこに羽は音おとがして、もう一羽のカラスが部屋に飛び込み、女性の胸に止まって、引き千ち切ぎられた首の断面にある赤い肉を銜えて、つんつんと引っ張り始めた。

　二羽のカラスが蹂じゆう躙りんするたびに、まるでまだ命があるかのように、首のない女性の体がひくひく動く。そのおぞましい光景を、蒼あお衣いは力の抜けた足で、戸と棚だなに背中から寄りかかって、動くこともできずに見つめていた。




「…………………………!!」




　その時、たくさんの騒そう々ぞうしい足音が聞こえた。

　階段を駆かけ上がって来る音。板敷きの階段と廊ろう下かを、駆かけ寄って来る複数の足音。中には明らかに土足のものも混じっていた。

「ゆ、雪ゆき乃のさん、こっち……！」

　蒼衣は辛かろうじて意思を振り絞しぼって、震ふるえる声を出して呼びかける。

　その声が聞こえたか、聞こえなかったかは分からないが、ともかく足音はこの部屋に向かって来て、部屋の中に突入して来た。

　だが先頭を切って部屋に飛び込んで来たのは、雪乃ではなかった。

　長身の男。その精せい悍かんな顔を焦あせりと必死さに引き攣つらせて立ったのは、その手にバールを携たずさえた、石いし田だ臣しんだった。

「う…………っ!!」

　そして入ってくるなり、臣は部屋の惨さん状じようを目まの当たりにして────衝しよう撃げきを受けた表情になって、持っていたバールを取り落とした。そして、カラスに蹂じゆう躙りんされている悲ひ惨さん極まる女性の死体へ向けて、ふらふらと歩み寄ろうとして、部屋の中ほどまで行ったところで力尽きたかのように、両膝ひざをついた。

「……ねえさん……」

　呆ぼう然ぜんとした、呟つぶやき。

　そこに入ってくる、雪ゆき乃のと一かず真ま。

「……っ!!」

　二人とも部屋に入ってくるや、それぞれ言葉もなく、その顔を強く歪ゆがめた。一かず真まはすぐさま顔を逸そらし、口元を押さえ、部屋を出て廊ろう下かに座り込んだ。

「う……げ……っ！」

　えづく声。しかし今は誰も、それに構う者はいなかった。

　親友の、臣しんでさえ。臣は部屋の真ん中で両膝を突いたまま、ただ無言でカラスに蹂じゆう躙りんされ続ける遺い体たいを見下ろしていた。

　やがて臣の声が、聞こえた。

「……なあ……教えてくれ。これが……一真やあんたの言ってた、『怪奇現象』なのか？」

　ひどく冷静な声だった。ひどく押し殺したような、冷静な声。

　雪乃がそれ以上に冷たい声で、答えた。

「そうよ」

「そうか……じゃあ……




　絶対……絶対におれは『これ』を許さねえぞ……!!　やばいとか何とか知ったことか！　絶対に一いつ矢し報いてやる！　絶対にだっ!!」




　突如として悲痛なほどの絶叫に変わった臣の声が、咆ほえた。

　吹き飛ぶようにカラスの群れが、一いつ斉せいに羽は音おとを立てて、夜の闇やみの中に散り散りに、飛び去って消えていった。

「……」

　雪乃は無言で、その背中を見下ろす。

　かくして〈悪夢〉は、しばし、続く。
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　なかがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。いつも御ご贔屓ひいき下さいます皆様、お手紙下さいました皆様、お世話になっております。




　さて……

　今回はグリム童話、『なでしこ』をお送りします。

　この『なでしこ』は、あまり絵本などになることのない（というよりも見たことがない）マイナーなグリム童話、ということになるお話かと思います。

　グリム童話の原本である、グリム兄弟の手による『子供と家庭のためのメルヘン集』は、完成版となる第七版において実に２００編を超える物語を収録した巨大童話集です。一般に『グリム童話』として有名なものは、その中のごく一部に過ぎません。

　そして知られていない物語の中にも、幻想的で面白いメルヘンも少なくありません。

　そういったものの紹介、といった意味も兼ねてこの『なでしこ』を取り上げてみたわけなのですが、他ほかにも色々と紹介してみたいとも思いつつも、いざ書いてみると有名な童話を使った時のような「子供の頃から知ってるあの物語が……」といった面白さがそっくり欠けることになるので、娯ご楽らく作品の題材として難しさも感じます。

　……あと有名な童話だけでも結構な数があるので、『断章のグリム』が終わりになるまでにそんな余分なものを取り上げる暇ひまがあるのか……とかゴホンゴホン。

　応援よろしくお願いします。

　ともあれ……




　それでは、この本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝をいつものように。

　今回もまた、お話は続きます。





２００８年６月　　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。お気に入りの懐中時計は故障するわ、無用なペンタブレットの機能は諦めるしかないわと踏んだり蹴ったりなので、大好きな日本酒を他の作家さんにアピールしている模様。

[image: ]




三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。家の近所に遮断機なしの踏切があるようで。ロケハンは偉いのですが踏切は気を付けて下さいね！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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